
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







「そろそろ挑ちよう戦せんしてみよう。由ゆ美み子こ。これは次のシーズンの──、『魔ま法ほう使つかいプリティア』のオーディション資料だ」

「え」

「獲とりに行くぞ、由ゆ美み子この夢を」

　マネージャーの加か賀が崎さきりんごは、そうはっきりと宣言した。

　すっかり夜も更ふけてきた、人ひと気けのない事務所の中。

　いつもの会議室で、佐さ藤とう由ゆ美み子こはその言葉を受け取っていた。

　会議室の中には、加か賀が崎さきと由ゆ美み子このふたりしかいない。それどころか、既すでにほかの社員は皆みな帰ったようだ。事務所に残っているのはこのふたりだけだった。

　加か賀が崎さきりんごは、綺き麗れいな黒くろ髪かみを後ろでまとめた、端たん整せいな顔立ちの女性だ。メイクも上品。ジャケットにパンツルックはいつもどおりだが、いつもどおり格好良かった。

　働きづめで夜も遅おそいのに、疲つかれを感じさせない。今日もシャキッとしている。

　由ゆ美み子こはゆるっとした黒のカットソーにシャツを羽織り、下はデニムのフレアパンツ。

　派手なメイクとアクセサリーで、気分を上げながら仕事をこなしたあとだった。

　ふたりはテーブル越ごしに座っており、卓たく上じようのコーヒーがほのかに湯気を上げている。

「話がある」と事務所に呼び出され、今まさにその話を聞いたところだった。

　たぶん、怒おこられる内容ではないだろう、おそらくオーディションの話だろう──、と思ってやって来たが、まさかそれが『魔ま法ほう使つかいプリティア』なんて。

　ずっと待ち望んでいたのに、なぜだかとても遠い話のことのように感じた。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』。

　十年以上続く日曜日放送の朝アニメで、いつまでも小さな女の子たちの心を摑つかむ作品だ。

　一年ごとに作品が切きり替かわり、今に至るまでシリーズが続いている大人気作品。

　たくさんの子供たちが、このプリティアを通ってきた。

　それは由ゆ美み子こも同じ。

　歌うた種たねやすみ──、佐さ藤とう由ゆ美み子こが声優を志したきっかけも、『魔ま法ほう使つかいプリティア』だった。

　プリティアが大好きで大好きで、プリティアになりたくて。

　声優、という仕事に興味を持った。

　初代、『魔ま法ほう使つかいプリティア』主人公、ティアウィッチの森もり香か織おり。

　二代目、『魔ま法ほう使つかいプリティアＲ』主人公、ティアソーサラーの大おお野の麻ま里り。

　プリティアに憧あこがれて──、森もりや大おお野のに憧あこがれて、由ゆ美み子こは声優の世界にやってきたのだ。

　由ゆ美み子こにとって、この『魔ま法ほう使つかいプリティア』の出演は夢であり、悲願だった。

「あ、あたし。挑ちよう戦せんして、いいの？」

　突とつ然ぜんのチャンスに、由ゆ美み子こはしどろもどろになる。

　いや、チャンスなんて言える代しろ物ものじゃない。オーディションを受けるか受けないかの話であって、あくまで挑ちよう戦せん権けんを得ただけ。

　でも、今まではその挑ちよう戦せん権けんすらなかったのだ。

「加か賀が崎さきさん、『まだまだダメ』って言ってたのに」

　加か賀が崎さきにマネージャーについてもらったとき、真っ先に「プリティアになるのが夢なんです！」という話はした。

　てっきり一年目から、オーディションを受けられるものと思っていたからだ。

　けれど加か賀が崎さきはにべもなく、その考えを否定した。

「断言するが、今の佐さ藤とうじゃ絶対無理だ。受ける権利すらないと思っていい。今はとにかく、声優としての土台を作ることを考えろ。時が来れば、あたしが絶対に話を持っていくから」と言われて、取り付く島もなかった。

　その理由は、業界にいれば自然とわかる。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』に憧あこがれる声優、出演を目標にする声優は、由ゆ美み子こが思った以上に多かった。競争率が物もの凄すごく高く、合格の難しさはほかの作品の比ではない。

　プリティアになれば、人気声優としての地位を確立する。実力派声優として認められる。

　プリティアになることが、女性声優のステータスなのだ。

　声優としての評価はうなぎ上りで、業界からの注目は一気に集まる。

　その黄金の座は、一年ごとに熾し烈れつな争そう奪だつ戦せんが繰くり広ひろげられた。

　若手もベテランも関係がない、業界の中でも屈くつ指しの椅い子す取とりゲーム。

　それが、『魔ま法ほう使つかいプリティア』だった。

　加か賀が崎さきはコーヒーを一口飲んでから、ゆっくりと口を開く。

「今までの由ゆ美み子こだったら、受けても話にならない。そんなレベルだった。でも、さっきも言ったとおり由ゆ美み子こは成長した。この四年間で、しっかりと地に足が付いたと思う。まぁ正直、これしか見えなくなるんじゃないか、という不安はあるんだが……」

　加か賀が崎さきが迷いを感じさせる表情で髪かみを撫なでるので、由ゆ美み子こは「うっ」となる。

　今まで散々視野が狭せまいことを指し摘てきされ、実際にそのとおりだから何も言えない。

　けれど、加か賀が崎さきは前言を撤てつ回かいすることなく、視線をテーブルに向けて答えた。

「でも、そろそろ挑ちよう戦せんしてもいい頃ころだと思うんだ。それだけの経験を由ゆ美み子こは積み重ねてきた。そのうえ、『マオウノユウタイ』のおかげで勢いもある。挑ちよう戦せんするなら、今だ。それだけ、歌うた種たねやすみは今まで頑がん張ばってきたんだから」

　その言葉に、由ゆ美み子こは鼻がツンとするのを感じた。

　加か賀が崎さきりんごは、デビュー前から由ゆ美み子この面めん倒どうを見てくれた恩人だ。

　右も左もわからない由ゆ美み子こを導いてくれて、何度も𠮟しかってくれて、そして今は「今までよく頑がん張ばった。プリティアを受けよう」と評価してくれている。

　彼女にそう言ってもらえることが、途と方ほうもなく嬉うれしかった。

　それを、今すぐにでも報告したくなる。

　母に。

　そして、祖母に。

　──ねぇ、ばーちゃん。

　あたし、プリティアになれるかもしれないんだよ。

　今は亡なき祖母に、大好きなばーちゃんに、そう伝えたかった。

「ただ、過度な期待はするなよ」

　しんみりしていると、釘くぎを刺さされる。

　顔を上げると、加か賀が崎さきはまっすぐ指を差してきた。

「あくまで挑ちよう戦せんしてみよう、って話なのを忘れるなよ。相手はあのプリティアだからな。女性声優の上から下まで、揃そろって狙ねらってくる魔ま窟くつだよ。あの桜さくら並なみ木き乙おと女めですら、プリティアになれていないってことを忘れるなよ」

「う、うん。わかってるよ……。そう簡単に受かるとも思ってないし」

　思わず喜んでしまったが、それは挑ちよう戦せんを許されたからだ。

　今まで可能性が完全なゼロだったのに、もしかしたら、奇き跡せきが起これば、夢が叶かなう可能性がある。ゼロとイチでは、やはり心持ちが違ちがう。

　そのうえで、プリティアになることの難しさは十分に理解していた。

　加か賀が崎さきが口にした桜さくら並なみ木き乙おと女めだって、きっと何年も挑ちよう戦せんしている。トリニティだって全力で乙おと女めをプリティアにしたいはずだ。

　あの人気や演技力をもってしても、弾はじかれてしまう世界なのだ。

　はっきり言って、怖こわいとすら思う。

　その気持ちが伝わったのか、加か賀が崎さきは資料を持ち上げた。

「もしかしたら、こんな可能性の低いものに賭かけるなんて、非効率かもしれない。今はもっと、地じ盤ばん固がために徹てつして、チャンスを待ったほうがいいのかもしれない。──でも、由ゆ美み子こ。お前は挑ちよう戦せんしたいだろう？」

「したい！」

　自分でも考えるより早く、意志の強い言葉を返していた。

　あぁやっぱり、あたしはプリティアになりたいんだ。

　夢の存在を改めて認にん識しきした。

　加か賀が崎さきは笑えみを浮うかべてから、前のめりになる。

「なら、行ってこい。歌うた種たねやすみの全部を出し切ってこい。そうやって、何度も何度も全力で体当たりをしていれば──、いつかきっと、扉とびらは開くから」

「………………………………」

　そのやさしい声こわ色いろに、また泣きそうになってしまう。

　つい、由ゆ美み子こはしんみりしたことを言ってしまった。

「ねぇ加か賀が崎さきさん」

「なんだ」

「あたし、加か賀が崎さきさんがマネージャーでよかった」

　まるで力の入っていないその声に、加か賀が崎さきはきょとんとする。

　そのまましばらく固まって、加か賀が崎さきから小さな息が漏もれた。

　背もたれに身体からだを預け、目を瞑つぶる。

「そういうことはな、受かってから言うもんだ……」

　いつもの呆あきれたような口ぶりでいて──、声が少し震ふるえているように感じるのは、いくら何でも都合よく考えすぎだろうか。

　加か賀が崎さきは一いつ旦たん深く息を吸い込み、さっきのやりとりがなかったかのように身体からだを起こした。

「由ゆ美み子こ。意識しろ」

「なにを？」

「プリティアはだれだって、喉のどから手が出るほど欲ほしい役だ。みんな本気で狙ねらってくる。でも、由ゆ美み子こだってその想おもいは強いはず。そして、今回のプリティアはそんな由ゆ美み子こにぴったりだと思うんだよ──」

　そう言いながら、加か賀が崎さきはオーディション資料をテーブルの上に並べ始める。

　指を差しながら、ひとつひとつ説明していった。

「今回のプリティアは、魔ま法ほう使つかいという点は変わっていないものの、周りからヒーローとして扱あつかわれている世界観だ。タイトルは、『スーパーヒーロー！　プリティア』。プリティアがヒーロー、憧あこがれの存在として描えがかれている。現実の女の子の、プリティアになりたい！　という想おもいがシンクロした作品だ。長年続く人気シリーズだからできる、現実とリンクした設定だな」

『魔ま法ほう使つかいプリティア』は、作品ごとに設定が一新される。

　一作目や二作目は真っ当な魔ま法ほう少しよう女じよものだったが、三作目からはテーマが設けられた。

　果物や動物、花、音楽、お菓か子しなどのモチーフが設定されることもある。

　今回は、『ヒーロー』ということなのだろう。

　加か賀が崎さきは、三枚の紙を並べていく。

　キャラ表だ。

　それぞれの紙に、プリティアに変身した姿と変身前の姿が描えがかれている。

「今回のプリティアは、三人」

　作品によって、プリティアの人数は変わる。

　初代、『魔ま法ほう使つかいプリティア』はふたりだったし、『魔ま法ほう使つかいプリティアＲ』は三人だった。四人の場合も、五人の場合もある。

「それぞれ様々な形でプリティア、ヒーローに憧あこがれる女の子だ」

　なるほど。

　加か賀が崎さきが、「由ゆ美み子こにぴったり」と言ったのはこれが理由らしい。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、小さい頃ころからプリティアに憧あこがれている。

　今回の設定なら、より役に入り込みやすい。

「そのうえで、由ゆ美み子こが受けるキャラはだれにすべきか……。それが問題だな」

　加か賀が崎さきは、ひとりずつ指を差していく。

「勇気と愛に溢あふれた頼たよれるリーダー、『ティアブレイブハート』、常に冷れい静せい沈ちん着ちやくで仲間を助ける、『ティアクレバー』、元気で明るいムードメーカー、『ティアチアフル』……。由ゆ美み子こ。お前は、どの役を受けたい？」

　由ゆ美み子こは三人の少女たちを見つめる。

　笑え顔がおで真ん中に立つのは、ピンク色の髪かみと衣い装しようで彩いろどられた、ティアブレイブハート。

　傍かたわらで涼すずやかに佇たたずみ、水色の髪かみと衣い装しようで微ほほ笑えみを浮うかべる、ティアクレバー。

　明るい黄色の衣い装しよう、元気いっぱいに拳こぶしをきゅっと突つき出だす、ティアチアフル。

　由ゆ美み子こはしばらく考え込む。

　そしてゆっくりと、人差し指を動かした。

「あたしが受けたいのは──」




　　　　　　　　　　　　◆




「夕ゆう陽ひちゃん。プリティアのオーディションを受けよう」

　突とつ然ぜんの申し出に、渡わた辺なべ千ち佳かは目をぱちくりとさせた。

　相手の顔をじっと見つめたあと、なんと言っていいのかわからずオウム返しする。

「プリティアですか」

「うん。プリティア。目指そうよ、夕ゆう陽ひちゃん」

　力強い成なる瀬せと違ちがい、千ち佳かの声はなんとも無感情だった。

　ここは、ある個室カフェの一室。

　全体的に薄うす暗ぐらい雰ふん囲い気きの店だ。どの席も壁かべに挟はさまれ、カーテンに覆おおわれている。大人っぽい雰ふん囲い気きのカフェは、千ち佳かだったらとてもひとりでは入れない。

　仕事が終わり、マネージャーである成なる瀬せ珠しゆ里りに車で送そう迎げいしてもらっていたが、「ちょっと時間もらってもいい？」と言われ、連れてこられたのがこの店だった。

　今日は特に撮さつ影えいもないので、千ち佳かは丈たけの長い長なが袖そでのシャツと、ロングスカートというラフな格好。前まえ髪がみは普ふ段だんどおり、鋭するどい目つきが隠かくれるほどの長さで揺ゆれている。

　一方、成なる瀬せも普ふ段だんどおり、見慣れたレディーススーツだ。

　薄うすいメイクに大きな眼鏡を掛かけていて、童顔のせいで新入社員にしか見えない彼女。

　しかし、これでブルークラウン屈くつ指しの敏びん腕わんマネージャーである。

　成なる瀬せがカフェオレ、千ち佳かがココアを注文したのだが、成なる瀬せはガムシロップの容器をグラスの中に落とすわ、取ろうとしてこぼすわ、袖そでを汚よごすわ、あわわわわとドジ全開だったのだが。

　ようやく落ち着いたかと思うと、いきなりの一言。

　突とつ然ぜんすぎて声に感情が乗らないのも、仕方がないと言えた。

　でもそれは、別に千ち佳かがプリティアに思い入れがないわけではなく。

「……早くないですか、今のわたしには。あのプリティアですよね」

　成なる瀬せの提案が、とんちんかんなものに感じたからだ。

　だって、プリティアは多くの女性声優の憧あこがれ。

　人気声優たちが名めい誉よのために全力で挑いどみ、己おのれのポジションに悩なやむ声優陣じんが死しに物もの狂ぐるいで獲とりに行く、血ち生なま臭ぐさい争そう奪だつ戦せん。

　もちろん中には、「受かりたいけどね〜」と記念受験程度に考えている人もいるが。

　千ち佳かの性格的には、受けるのなら合格を目指したい。

　ただ、千ち佳かは負まけず嫌ぎらいではあるものの、自分の実力を客観視できないわけではない。

『いつかは獲とりに行くけれど、今の自分には時じ期き尚しよう早そう』というのが、千ち佳かの判断だった。

　成なる瀬せはふわっとした笑えみを浮うかべ、手を合わせる。

「二年目で神かみ代しろアニメに挑ちよう戦せんさせてくれ、絶対に受かるから、ってわたしに詰つめ寄よった夕ゆう陽ひちゃんとは思えない弱気な発言」

「…………………………」

　まぁそんなこともあったけれど。

　あのとき、成なる瀬せは「まだ早いよ！　神かみ代しろアニメだよ!?　夕ゆう陽ひちゃん、新人の自覚ある!?」と悲鳴を上げていた。そんな成なる瀬せを壁かべ際ぎわに追おい詰つめて、「絶対獲とります絶対絶対絶対、やらせてくださいやりますやります、絶対やるやるったらやる」と千ち佳かは成なる瀬せを押おし潰つぶし続けた。

　だって、夢が叶かなうチャンスが転がってきたのだから。

　プリティアと違ちがって、神かみ代しろアニメなんていつチャンスが巡めぐってくるかわからない。

　だからこそ必死で獲とりに行ったし、あの頃ころの千ち佳かは鬼き気き迫せまっていた。

　受けると決めてからは、成なる瀬せが全力でサポートしてくれたのも大きい。

　しかし、あれは言ってしまえば、人生を懸かけたくなるほどの作品だからだ。

　もちろん千ち佳かだってプリティアにはなりたいが、生半可な覚かく悟ごで受けるものではないと思っている。

　純じゆん粋すいに『魔ま法ほう使つかいプリティア』に敬意を払はらっているからこそ、煮にえ切きらなかった。

　だが、成なる瀬せはそれをやんわりと否定する。

「夕ゆう陽ひちゃん、もうすぐ四年目だよ？」

　三本指を立てて、成なる瀬せは言う。

　それを千ち佳かがじっと見ていると、慌あわてて四本にした。

　おほん、と咳せきばらいをしてから、成なる瀬せは続ける。

「新人でありながら、神かみ代しろアニメ『幻げん影えい機き兵へいファントム』の主演を務め、『ティアラ☆スターズ』ではライブやイベントなどのマルチな活動を行い、ハートタルトではアイドル声優として、あの桜さくら並なみ木き乙おと女めと肩かたを並べて……。出演作は順調に増えて、最近では人気作、『屋上のルミナス』のメインキャラクターに抜ばつ擢てき。ブルークラウン期待の声優、それが夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだよ」

「………………」

　客観的に評価されると、確かに立派な戦績だと思うけれど。

　以前は『裏営業疑ぎ惑わく』で仕事を切られまくっていたのだから、よくここまで這はい上あがったものだ、と自分を褒ほめたくなる。

　そう自じ嘲ちようしていたのは、一種の現実逃とう避ひだったのかもしれない。

　成なる瀬せは千ち佳かの目を見て、はっきりと宣言した。

「夕ゆう陽ひちゃんだったら、社内からも選ばれると思う。通せる。わたしは、夕ゆう陽ひちゃんならプリティアになれるって思うんだ」

　成なる瀬せなら、本当に通してみせるんだろう。

　作品のオーディションは、声優ならだれでも受けられるわけではない。

　多くは、『事務所によって〇人まで』と決められている。同じ事務所から数十人と雪な崩だれ込こまれては困るからだ。

　つまり、千ち佳かたちはオーディションを受ける前に、既すでに社内で席を取り合っている。

　ブルークラウンは大きな事務所。

　プリティアのオーディションを募つのれば、社内選考の時点で大勢の声優同士が争うことになる。

　そういった背景もあって、千ち佳かはほとんど意識していなかった。

　まだしばらく先だろう。だって、あのプリティアだから。

　けれど、成なる瀬せが現実のものとしてオーディションの話を運んできた。

　ある意味、初めて声優として、『魔ま法ほう使つかいプリティア』に向き合ったと言える。

　ふぅー……。

　千ち佳かは目を瞑つぶって、静かにため息を吐つく。

　そこでようやく、スイッチを切きり替かえられた。

　それを見計らったように、成なる瀬せはゆっくりと言葉を並べていく。

「歌うた種たねさんもね、そろそろ挑ちよう戦せんする頃ころだと思うの。今や、歌うた種たねやすみは勢いのある声優のひとり。ファントムのシラユリで業界の評価を上げたうえに、今は『マオウノユウタイ』のヒットが大きいから。行くなら絶対に、今だと思う」

「佐さ藤とうが……」

　彼女の存在は、大きい。

　千ち佳かが『魔ま法ほう使つかいプリティア』をなんとなく遠ざけていたのは、由ゆ美み子こがいたからだ。

　プリティアになるのが、彼女の夢だったから。

　彼女の夢に敬意を表して、生半可な気持ちで挑いどめなかったんだと思う。

　だが、本気で獲とりに行くのなら。

　彼女とも全力でぶつからなければならない──。

　……という、展開になるかどうかは。

「夕ゆう陽ひちゃんの受ける役次し第だいではあるんだけどね。もしかしたら、夕ゆう陽ひちゃんと歌うた種たねさんがプリティアで共演！　なんてこともあるかも！　あぁそうなったらどうしよう!?」

「キャッキャしないでください」

　成なる瀬せの嫌いやな皮算用にテンションを下げながら、千ち佳かはいつの間にかテーブル上にあった資料に目を向ける。

　そこには、三枚のキャラ表があった。

　それぞれの設定を読よみ耽ふけってから、千ち佳かは一枚の紙を引ひき抜ぬく。

「わたしが受けるのは──」
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「桜さくら並なみ木きさん、なにかあった？」

「えっ？　……あ、あぁ、うん。ちょっと、ね」

　とあるバーのカウンター。

　端はしの席で、ふたりの女性の声が浮うかび上あがる。

　そのどちらも、はっとするほどに美しい声こわ色いろだった。

　お酒を嗜たしなむ場らしく落ち着いた空気で満たされており、声量はだれもが小さめ。

　店内は静かなクラシックが流れており、隣となり同士でしか顔が判別できないほどに薄うす暗ぐらかった。

　彼女たちの前ではバーテンダーが酒を作っているが、彼の顔もおぼろげにしか見えない。

　客があまりいない店内で、隣となり同士に座るふたりの女性。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めと秋あき空そら紅葉もみじだ。

　乙おと女めは長い髪かみを品のいいアップスタイルにし、美しい横顔を晒さらしている。

　着ているのは薄うすい緑のシースルーワンピース。イヤリングやネックレスもそれに合わせ、上品なコーディネートをしている。

　秋あき空そらはレースをあしらった黒のワンピースで、白い肌はだが肩かたからあらわになっている。

　ほのかにウェーブが掛かかった黒い髪かみが、服装と雰ふん囲い気きによく似合っていた。

　ふたりは結構いいお値段のするレストランで食事をしてから、同じホテル内のバーでお酒を楽しんでいた。ふたりがフォーマルな格好をしているのは、そのためだ。

　ふたりはお酒をちびちび飲みながら談だん笑しようしていたが、乙おと女めがふっと考え込む瞬しゆん間かんがある。

　それを見て、秋あき空そらは先ほどの指し摘てきをしたのだ。

　せっかく紅葉もみじちゃんと会えているのに、と乙おと女めは反省しながら、微ほほ笑えむ。

「ごめんね。実は、気になってるオーディションがあって。それが近付いているから、どうしても考え込んじゃって。プレッシャーもあるし」

「ふうん……？」

　なら、自分と会っている場合ではないのでは？　とは秋あき空そらは言わない。

　これもまた、乙おと女めにとって必要な時間であることを理解しているからだ。

　秋あき空そらはグラスを持ち上げ、静かに口を付ける。

　しばらく黙だまり込こんでから、そっと囁ささやいた。

「もしかして、プリティアかしら」

「えっ……!?」

　乙おと女めは目を見開く。

　たったこれだけの情報で、なんで、という話だ。

　乙おと女めは自分がわかりやすい人間であることを自覚しているが、それにしたって。

　乙おと女めが目を白黒させていると、秋あき空そらは種明かしするように苦笑いした。

「わたしも一度、受けないかって言われたことがあるから。スケジュールの関係で、結局受けられなかったけど……。それと同じ時期だったし、桜さくら並なみ木きさんが悩なやむほどの作品でしょう？　なら、そうかなって」

「……………………」

　見事に言い当てられた。

　思えば、オーディションに悩なやむ姿なんて、秋あき空そらに初めて見せる。

　そもそも他人の前で態度に出るほど、大きな作品は滅めつ多たにない。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めとしての積み重ねがあるからこそ、そんな作品は限定される。

　それにしたって、ピンポイントで当てられるのは経験のある声優くらいだろうが。

　ただ、これを言ってもいいものか。

　その迷いを、秋あき空そらは見み抜ぬく。

「わたしは引退したつもりだけど──。一応、今でも同じ事務所の関係者だし。声優同士なら、オーディションの話くらいするでしょう。少しくらい話しても、いいんじゃないかしら」

「紅葉もみじちゃん……」

　きっと秋あき空そら自身は、この話にそれほど関心はない。

　単に乙おと女めをガス抜ぬきさせたいがために、多少無茶な言い分を主張しているだけ。

　その気き遣づかいが純じゆん粋すいに嬉うれしく、胸がきゅうっとしてしまう。

　甘えてしまって、いいのだろうか。

　乙おと女めはグラスの中のお酒を飲み切り、バーテンダーにおかわりを注文する。

　それが届いてから、視線をグラスに注いだ。

「……うん。そう。プリティアのオーディションを今度、受けるの。今まで、何度か受けてはいたんだ。落ちちゃったけど」

　落ちたことは悔くやしいけれど、痛みを伴ともなうほどではない。

　しょうがないかぁ、プリティアだもんね、とガックリするだけ。

　全力で挑いどみはしたけれど、そう簡単になれるわけもない。

　いつかは絶対、絶対受かってみせる！　と意気込むくらいだ。

　でも、今年は。

「今回はね、すごく受かりたいの。プリティアになりたい。すごく。……すごく。だからね、挑ちよう戦せんするのがちょっと怖こわいんだ。高い壁かべに本気で挑いどむからこそ……」

　おそらく多くの声優が抱かかえている、「ダメで元々」という意識は、予防線でもあった。

　落ちても仕方がない、だってあのプリティアだから。

　全力で挑いどみながらも、心のどこかにあるその想おもいはなかなか消えない。

　でも乙おと女めは今回、本気で獲とりに行くつもりだった。

　本気だからこそ、不安になる。

　ダメだったときの反動を想像し、不安が背中から覆おおいかぶさり、体温を奪うばっていく。

　秋あき空そらといてもふと意識が逸それてしまうのは、それが原因だった。

　秋あき空そらは乙おと女めの横顔をじっと見つめていたが、やがて静かに答えた。

「……わたしもなりたかったわ。やっぱり、プリティアって女性声優の憧あこがれみたいなところがあるし……。わたしは挑ちよう戦せんすらできなかったけど、もし桜さくら並なみ木きさんがプリティアになってくれたら──、わたしは嬉うれしい」

「──────────」

　もしかしたら、その言葉を欲ほつしていたのかもしれない。

　彼女のために、今はいない人たちのために、ずっと応おう援えんしてくれている人たちのために。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めは、プリティアになりたかった。

「……うん。見ててほしい。わたしがプリティアになった姿を、紅葉もみじちゃんに」

　そう言ってから顔を見合わせて、くすりと笑う。

　それから、秋あき空そらは人差し指を小さく揺ゆらした。

「桜さくら並なみ木きさんが受けるのは、どんな感じのキャラなのかしら」

「うん。悩なやんでいるんだけどね。わたしが受けるのは──」
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　オッケーでーす、という声が聞こえ、由ゆ美み子こはイヤホンを外す。

　ふい〜、と一ひと息いき吐ついて、意味もなく机にもたれかかった。

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』第１０１回の収録が終わり、ブース内では三人とも肩かたの力を抜ぬいている。

　千ち佳かは無言で片付けをしていたが、放送作家の朝あさ加か美み玲れいは手を動かしながら口を開いた。

「そういえば、ふたりはもう学校ないんだっけ。今日も私服だけど」

　学校帰りに収録することが多いので、大体は由ゆ美み子こも千ち佳かも制服姿だった。

　けれど今の季節は暖かくなり始めた、三月。

　由ゆ美み子こたちは卒業式を迎むかえ、三年間袖そでを通した制服を脱ぬいでいる。

　今日の由ゆ美み子こは、ぶかぶかチェック柄がらのシアーシャツ、下はデニムのショートパンツ。

　千ち佳かは水色のトラックジャケットに、ロングスカートを穿はいていた。

　千ち佳かは特に感かん慨がいを見せることなく、さらりと答える。

「はい。もう卒業式も終わりましたし」

「そっかぁ。ふたりの制服姿を見ることはもうないって考えると、寂さびしいね」

「噓うそつかないでよ。あたしら、来月からずっと着させられるじゃん」

　由ゆ美み子こが口を曲げると、朝あさ加かはおかしそうに笑った。

　この番組は来月から体制が変わり、時間帯や曜日が変へん更こうされ、動画付きの番組になる。

　その衣い装しようが、コーコーセーラジオ、ということで制服を模しているのだ。

　それ自体に問題はないが、由ゆ美み子こたちが着ていた制服にあまりにもそっくり。

　もう着ることはないと思っていた制服を、由ゆ美み子こたちは収録のたびに着ることになる。

　なんとも言えない番組の計らいが面おも白しろくなく、由ゆ美み子こはその矛ほこ先さきを朝あさ加かに向けた。

「ていうか、あたしらだけ制服着るの、不公平じゃない？　朝あさ加かちゃんも着てよ」

「は、はぁ？　勘かん弁べんしてよ。わたしがやったら、完全なコスプレじゃない」

「わたしたちがやっても、完全なコスプレなんですよ」

　千ち佳かがジトっとした目で朝あさ加かを見る。

　今日の朝あさ加かはいつもどおり前まえ髪がみを雑に括くくって、おでこには冷えピタ。クマも濃こい。

　全身スウェットで、いかにもやる気がなさそうなのが彼女の服装だった。

　ちゃんとオシャレをしたらかわいいのだが、会社内の朝あさ加かは常にこうだ。

　さすがに現げん役えきには見えないだろうが、彼女の制服姿はとても可か愛わいらしくなると思う。

　思いつきで言ってみたのだが、テンションは上がってきた。

「……自分で言っておいてアレだけど、朝あさ加かちゃんが制服だったらあたしは嬉うれしいな。うん。朝あさ加かちゃん、あたしが買ったげるからいっしょに着ようよ。何がいい？　やっぱセーラー？　あ、あたしといっしょのにする？　ギャルファッション。メイクしたげるし」

「いや、ほんと、ゆるして、むりだって、ちょっと夕ゆう陽ひちゃん〜」

「お疲つかれ様さまでした」

　吟ぎん味みし始めた由ゆ美み子こから逃にげるように、朝あさ加かは千ち佳かに助けを求める。

　千ち佳かは全く取り合わず、そのままブースから出て行ってしまった。

　ディレクターの大おお出いでも、「面おも白しろいんじゃない？」と言うものだから、由ゆ美み子こは乗り気になって朝あさ加かが着る制服をスマホで探し始める。

　けれど、朝あさ加かは結局頷うなずくことはなく。

　こっそり家に送り付けてやるか、と由ゆ美み子こが企たくらんだところで、その話は終わった。

　由ゆ美み子こも片付けを進めていると、台本に書かれた文章に目がいく。

　つい、それを見つめながら彼女に尋たずねていた。

「……ねぇ朝あさ加かちゃん。訊きいていい？」

「なんだい？」

「朝あさ加かちゃんにはさ、構成作家としての夢ってあるの？」

「え。なに、藪やぶから棒に」

　何の前まえ触ぶれもなかっただけに、そう驚おどろくのも無理はない。

　ただ、収録で話した内容が尾おを引いていた。

　もしかしたら、あんな話の運び方をしたのは、だれよりも由ゆ美み子こが夢の存在を意識していたからかもしれない。

　夢に手を伸のばしているだけに、他人の考えが気になっていた。

　ラジオで話したから、と説明しつつ、そこに自分の気持ちを乗せていく。

「たとえばさ、あたしはプリティアになるのが夢。声優をやっていくうえで、目標にして頑がん張ばってる。ほかの人たちにも、こういう夢とか目標ってあるのかなって」

「ふうん……。なるほどね？　やすみちゃんがプリティアになりたいのは知ってるけど……、確かにあんまり夢とか目標とか、人に話さないかもね……」

　朝あさ加かは由ゆ美み子この問いに、腕うで組ぐみをする。

　背もたれに身を寄せてから、そうだなぁ、と呟つぶやいた。

　思えば、朝あさ加かから仕事に対する話は、あまり聞いたことがなかったかもしれない。

　朝あさ加かはしばらく黙だまり込こんでいたが、これは考えを整理するためだろう。

　やわらかな声こわ色いろで、彼女は答えた。

「わたしの夢は──、自分の担当する番組が、１０００回続くことかな」

「せん……」

　想像以上に大きな数字が出てきて、面めん喰くらってしまう。

　放送作家である朝あさ加かの夢が、『長ちよう寿じゆ番組を作ること』なのは特に違い和わ感かんはない。

　ただ、その規模が想像以上だった。

「えー、千、千か……。な、何年掛かかんの……？　あたしらのラジオが今１００回で……。えぇと、高二からやってるから、大体二年か」

「うん。だから、単純にその十倍。約二十年だね。二十年続いてくれることが、わたしの夢。一生を懸かけてでも達成したい目標かな」

　その口調はとてもさっぱりしたもので、よどみもない。

　彼女の中できっちり考えのまとまった、本物の目標であることが窺うかがい知しれる。

　ただ、由ゆ美み子こは自分が番組に出ている手前、その数字の凄すさまじさが身をもってわかってしまう。

　そのせいで、訊きかざるを得なかった。

「ええと、朝あさ加かちゃん……。なんで、そんな大きな夢を持っているの？」

　失礼な物言いになってしまったが、それだけ二十年は途と方ほうもない年数だ。

　確かに、そういった声優ラジオは存在している。

　１０００回を迎むかえ、二十年を超こえ、それでも続く本物の化け物番組はある。

　だがそれは本当に、本当に本当に、ごくわずかの数番組。

　おびただしい数の声優ラジオの、頂点とも言える番組だった。

　それを作るのは、並なみ大たい抵ていのことではない。

　朝あさ加かは小さく微ほほ笑えみ、机き上じようの台本に目を向けた。

「うん。声優ラジオってね、やっぱりなかなか続くものじゃない。一年を待たずになくなる番組だって、本当にたくさんある。三桁けた行けば、大成功だよ」

　由ゆ美み子こもそれは実感している。ラジオなんて、そうそう続くものではない。

　毎年たくさんのラジオ番組が生まれ、同じ数だけ消えていく。

　かつては、コーコーセーラジオだってそうなりかけた。

「だけどね、その中でもいくつかの番組は続く。『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』だってそう。でもね、前言を撤てつ回かいするようだし、こう言っちゃなんだけど、人気声優やアイドル声優がやってるラジオがある程度続くのは、そこまで特別じゃないんだ」

　朝あさ加かは台本を持ち上げて、ぺらりとめくった。

　第１０１回という数字を愛いとおしそうに撫なでる。

「そこから続くには、いくつもの壁かべを越こえる必要がある。声優が三十代を超こえて、結けつ婚こんして、子供を迎むかえて、さらに歳としを重ねて……。リスナーも同じように、人生を歩んでいって。環かん境きようの変化で、番組から離はなれることもあるだろう。卒業することもあるだろう。……でも」

　ふう、と息を吐はいてから、朝あさ加かは台本をきゅっと握にぎった。

「それでも続いていくのなら、そのラジオは本物だって思うんだ」

　その横顔は、普ふ段だんの彼女より幼く見えた。

　いつも頼たよりになる彼女が、子供のように夢を語っているからだろうか。

　その横顔を呆ほうけたように見つめてしまう。

「わたしは、そんな番組を作りたい。パーソナリティと、リスナーと、ともに二十年を歩めるような。それができたら、わたしは心から作家になってよかった、って思うよ」

　そこまで言って照れくさくなったのか、朝あさ加かは頰ほおをぽりぽりと搔かいた。

「なんか語っちゃった」と恥はずかしそうに笑うが、由ゆ美み子こはとても茶化せない。

　ただ、しみじみと「それは壮そう大だいな夢だね……」と答えた。

　だって、二十年って。

　今の由ゆ美み子こは十八歳だから、自分より年上の番組を作りたい、と言われているわけだ。

　朝あさ加かはふふ、と笑ってから、言葉を繫つなげた。

「わたしが今からどれだけの番組を作れるかわからないけど、だれかが夢を叶かなえてくれたら、って思ってるよ」

「そっかぁー……。そうだよねぇ、朝あさ加かちゃんの夢を叶かなえるのは声優になるのか〜……」

　責任重大だなぁ、なんて思ってしまう。

　そこで朝あさ加かは視線を落とした。

　そこには先ほどのキラキラしたものはなく、どこか現実的な影かげに染まっている。

「それにね、やっぱり担当してる番組って特別なんだ。続いてくれるだけで、ある種の救いになるって言うのかな。今までいくつも、終わっちゃったから。だからね、そんな番組がひとつでも残ってくれたら──、わたしは頑がん張ばれるんじゃないかと思って」

「……うん」

　実感のこもった声に、由ゆ美み子こは小さく頷うなずく。

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』が終わると聞いたときの心の痛み、あれは強きよう烈れつだった。続いたのはたった半年だっていうのに、胸の鈍どん痛つうは今でも思い出せる。

　朝あさ加かはそんな痛みをいくつも抱かかえている。

　その痛みに潰つぶされそうになっても、長く続く番組があれば心の支えになるのだろう。

　しんみりしていると、朝あさ加かはいたずらっぽい笑えみでこちらに顔を近付けた。

「やすみちゃんが、わたしの夢を叶かなえてくれてもいいんだよ？」

「あぇ？　あたしが？　……二十年のラジオを？」

「うん。コーコーセーラジオは、見事１００回を迎むかえました。二年も続いたんだよ。あとはこれを九回繰くり返かえすだけ」

「簡単に言うねえ……。二年続いただけでも奇き跡せきだと思うんだけど……。この番組をあと十八年〜……？　あたしそのとき、もう四十手前だよ？」

　全く想像できない。

　由ゆ美み子ことしてもこの番組は続いてほしいが、さすがに二十年は荷が重かった。

　そのときには三十代後半になっている。時の重さをひしひしと感じた。

　来年のこともわからないのに、それをあと十八年って。

　そもそも、だ。

「そこまで考えてるのなら、制服着させないでほしいよ。いくら声優がいつまでも制服着るからって、さすがに四十手前まではそういないよ」

「はは、それはそうだね。ま、衣い装しようは追々考えればいいし。ただまぁ、二年続いたことは十分すごいよ。言っちゃなんだけど、やすみちゃんはまだ三年目だったし。夕ゆう陽ひちゃんがいたとはいえ、お客さんをたくさん引っ張れるほどのネームバリューだったとは言いい難がたいし」

　それはそうだ。

　同じ高校、同じクラスというコンセプトは斬ざん新しんだったものの、少なくとも歌うた種たねやすみに集客力があったとは言えない。かといって、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひひとりでは限界があった。

　その結果が半年打ち切りだったわけだし。

　朝あさ加かはそのことを思い出しているのか、しみじみと続ける。

「そこから炎えん上じようして、いろいろなものを乗のり越こえて。番組も安定して。ふたりとも声優としてずっと大きくなった。夢を託たくすには、十分な存在だと思うよ？」

「……………………」

　その言葉は嬉うれしくもあり、重くもあった。

　自分たちが人の夢を担になうとは、考えたこともなかったから。

　しかも相手が、友人でもある朝あさ加かだというのだから。

　つい黙だまり込こんでいると、朝あさ加かは小さく肩かたを竦すくめる。

「ちなみに、今のところ本命はめくるちゃんかな」

「そこで人の名前を出されると、台無しなんだけど……」

「今度、〝くるメリ〟は３００回を迎むかえます」

「ナマ言ってすみませんしためくるちゃん先せん輩ぱい」

　さすがだなぁ。

　彼女のレギュラー番組のひとつである、『ジュードルらじお』は終しゆう了りようしたものの、『柚ゆ日び咲さきめくるのくるくるメリーゴーランド』、『めくると花はな火びの私たち同期ですけど？』はまだまだ現げん役えき。どちらもかなりの長ちよう寿じゆ番組だ。

　尊敬の思いを抱いだくと同時に、あのラジオ声優である柚ゆ日び咲さきめくるですら、まだ夢の半分にも到とう達たつしていない。

　アイドル声優のめくるが年ねん齢れいを重ね、結けつ婚こんや出産を経てもなお、番組が続くかどうか──、それはハードルが高い問題でもあった。

　それは、自分たちも同じ。

　結けつ婚こんも出産も今のところ考えたことはないし、考える年ねん齢れいではないが、そうなってもリスナーはついてきてくれるのか……。

　そんな存在になれるだろうか、と髪かみを指に絡からませる。

　由ゆ美み子この悩なやみをよそに、朝あさ加かは笑えみを浮うかべた。

「それはそれとして、わたしはやすみちゃんとずっと仕事していたいよ」

「……うん。それは、あたしも同意見」

　そこは間ま違ちがいなく、由ゆ美み子こも望んでいることだ。

　お互たがいに顔を見合わせ、歳としの離はなれた友人同士で笑い合った。







　それから数日後。

　大学までの長い休みに入った由ゆ美み子こと千ち佳かだが、顔を合わせる機会はそれなりに多かった。

　そのひとつが、『ティアラ☆スターズ』関連だ。

　この作品はラジオやイベントのほかに、定期的に生配信を行っている。

　その日も、由ゆ美み子こは配信のためにスタジオに向かっていた。

　番組で姿が映るため、髪かみは流して、メイクも薄うすめの歌うた種たねやすみスタイル。

　スタジオ入りしてスタッフに挨あい拶さつすると、控ひかえ室しつに案内される。

　そこには既すでに、ふたりの声優が現場入りしていた。

　習なら志し野のプロダクション所属の一年目、羽は衣ごろも纏まとい。

　ティーカップ所属の一年目、御お花はな飾かざ莉り。

　そのふたりの姿が目に入って、おっ、となる。

　あちらはまだ由ゆ美み子こに気付いていなかった。

『ティアラ☆スターズ』は若い声優、新人声優が優先的に集められているが、一年目の新人は実はこのふたりだけ。

　以前の纏まといは、「いやいや、若い人たちの中にわたしが入るわけには……」という謎なぞの年上ムーブをかまし、由ゆ美み子こたちとの交流を避さける傾けい向こうにあった。それも今は改善している。

　一方、飾かざ莉りは皮肉屋で由ゆ美み子こやミントを当あて擦こすることが多いが、反面、若じやつ干かん人見知りの気がある。

　千ち佳かや乙おと女め相手だと、借りてきた猫ねこのようだった。

「ふたりだと、なに話すんだろ」

　ティアラは、アフレコやイベントなども多人数でこなすものが多い。

　あまりふたりきりになる機会がないだけに、このふたりが何を話すかが気になった。

　姿を隠かくしたまま、そっと窺うかがう。

　飾かざ莉りはテーブルの一番奥に座り、纏まといはその向こう。

　飾かざ莉りは白いトップスに、長なが袖そでのシアーシャツを合わせている。下はデニムパンツ。

　ウェーブの掛かかった髪かみが眠ねむたげな目にかかっているが、いつもより緊きん張ちようしているようだ。

　纏まといは白いブラウスに薄うす手でのニットベストを着込み、下は黒のスラックス。手首に光るブレスレットがオシャレだった。

　どこか色素が薄うすい印象を与あたえると同時に、スタイルの良さが際きわ立だつ。綺き麗れいな髪かみがさらさらと流れていた。

　ふたりからはそれぞれ、困っている雰ふん囲い気きを感じる。

　硬かたい空気の中、纏まといが飾かざ莉りに話はなし掛かけた。

「このメンバーでの生配信は結構珍めずらしいですよね。御お花はなさんは歌うた種たねさんと仲がいいみたいですけど、普ふ段だんはどんな話をするんですか？」

「え……。あ〜……、いや、別に仲良くないですよぉ……。話は……、どうですかね〜……。なんか、仕事の話とか……？」

「あ、そうなんですね……。仕事の話……。役作りの相談とかですか？」

「あぁいや、そんなそんな……。なんかもっと〜……、基き礎そ的てきなこととか……？　あー、ごめんなさい、そんな仕事の話はしてないかも〜……」

「あ、そ、そうなんですね」

「はい〜……………………」

「……………………………」

「……あー、羽は衣ごろもさん、は。今日何してたんですか〜？」

「あ、今日は朝からオーディションで……。そのあと、別の仕事をして今って感じです」

「へぇ〜……、忙いそがしいですね〜……。いいな……」

「御お花はなさんは、何を？」

「あたしは〜……、バイトっす〜……。ずっとバイト〜……。ていうか、羽は衣ごろもさん。あたしに敬語なんて使わなくていいですよ〜……。年上なんですし」

「あ〜……。まぁ、同期、ですもんね……。なら、御お花はなさんも敬語なしで大だい丈じよう夫ぶですよ」

「え〜……、あ〜……。いやでも〜……、敬語外すの結構苦手なんで……」

「あ、あ〜……。わ、わかります……」

「……………………」

「……………………」

　気まず。

　会話が下手すぎる。

　纏まといは会社員経験があるだけに、何かと飾かざ莉りを気き遣づかっている。

　ただ、飾かざ莉りのほうがぎこちないというか、上う手まく心を許せていない。

　意外とデリケートだよなぁ……、と由ゆ美み子こが思っていると、後ろから視線を感じた。

　振ふり返かえると、いつの間にか千ち佳かが立っている。

「佐さ藤とう。何をしてるの」

「あぁ、お姉ちゃん。いや、お姉ちゃんって根暗のくせに仕事上のコミュニケーション能力はちゃんとあるよな、って思ってた」

「は？　なに、喧けん嘩かを売っているの？　いいわ、買いましょう。あなたみたいなコミュ強ぶってる人間がいかに人に対して無礼か……」

「そういうのいいから、はよ控ひかえ室しつ入ろ」

「あなたが先に喧けん嘩かを売ったんでしょう!?　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……！」

　ブチキレる千ち佳かを置いて、由ゆ美み子こはさっさと控ひかえ室しつに入っていった。

「纏まといさん、おはようございまーす。飾かざ莉りちゃん、おっすー」

　そうやって声を掛かけると、纏まといは微ほほ笑えんで「おはようございます」と挨あい拶さつを返し、飾かざ莉りはほっとした様子で、「やすみちゃん、雑〜」と嫌いやそうにしていた。

　つい、由ゆ美み子こは飾かざ莉りをじっと見てしまう。

「？　なに、やすみちゃん〜。あんまり人の顔を見ないでほしいんだけど〜」

「や、飾かざ莉りちゃんって案外かわいいな、と思って」

「はあ？　マジでなに？　バカにしてる？　なにそれ」

　由ゆ美み子こがなぜそんなことを言い出したかはわかっていないようだが、それはそれとして不ふ愉ゆ快かいそうにしている。

　千ち佳かが入ってきたのでふたりが挨あい拶さつを返し、それ以上その話が続くことはなかった。

　さて、何の話をしようかな、と由ゆ美み子こが思ったところで。

「あぁ、羽は衣ごろもさん。少しいいですか」

　珍めずらしく、千ち佳かのほうから纏まといに話はなし掛かけた。

　実はこのふたりは案外相あい性しようがいいらしく、以前もいろいろと話し込んでいたらしい。

　纏まといもやわらかな笑えみを浮うかべて、「なんでしょうか」と千ち佳かを見た。

　纏まといは、とても穏おだやかな女性だ。

　妹の理り央おといるときは甘あまえ倒たおす厄やつ介かいな人ではあるものの、由ゆ美み子こたちに見せる表情は年上のそれ。静かにのどかな雰ふん囲い気きで対応する。それは、年長者の余よ裕ゆうでもあるのだろう。

　今だって、千ち佳かに向けて頰ほおを緩ゆるめていた。

　しかし。

「今度、名な古ご屋やに行くんです」

「な、名な古ご屋やにっ……？」

　千ち佳かがその名前を出した途と端たん、纏まといの表情が愕がく然ぜんとしたものに変わる。

「えぇ、卒業旅行で」

「そ、卒業旅行で!?　そんな大事なタイミングで!?」

　纏まといは仰天しながら、信じられないものを見る目を千ち佳かに向けた。

　なんでそんなびっくりしてんの？

　そう疑問に思いつつも、由ゆ美み子こも便乗した。

「あ、あたしも纏まといさんに話聞きたかった。纏まといさん、名な古ご屋や出身ですもんね。あたしら、卒業旅行で名な古ご屋やに行く計画立ててまして。名な古ご屋やって何がおすすめなんですか？」

　その問いに、纏まといはおそるおそる由ゆ美み子こに顔を向ける。

「オ、オススメ……？」

　なぜかオウム返しをして、固まる纏まとい。

　しばしの沈ちん黙もく。

　え、なんでこんな空気になんの？

　由ゆ美み子こと千ち佳かは思わず顔を見合わせるが、お互たがいにおかしい言動はないように思えた。

　それを見み兼かねたわけではないだろうが、飾かざ莉りがにやにやしながら指を差してくる。

「なに〜？　ふたりで卒業旅行に行くの？　めちゃくちゃ仲良しじゃ〜ん。普ふ段だんは仲悪いだのなんだの言いながら、随ずい分ぶんと距きよ離りが近いんだねえ」

　飾かざ莉りはからかいの言葉を投なげ掛かけてくるが、これで本気で憤いきどおるのはミントくらいだ。

　それぞれ、さらっと言葉を返した。

「んなわけないじゃん。学校のみんなでだよ。で、そのうちの何人かがユウを誘さそえってうるさいから」

「わたしは経験のためなので。別にやすがいようがいまいが、関係ありません」

「へぇ〜？　ま、べつにいいけどね〜」

「というか、あたしとユウのふたりで旅行行くとしたら、たぶんそれはロケだわ」

「それはそう」

　そんな話をしばらく三人でしたあと、改めて纏まといを見る。

　纏まといは深刻な表情で口に手を当てていた。

　視線に気付くと、こわごわ問いかけてくる。

「あの……、なぜ……、よりによって名な古ご屋やに……？」

「言い方。や、大阪は遠いし、京都は修学旅行で行ったので。距きよ離り的てきに名な古ご屋やがちょうどよくない？　って話になりまして。行ったことない子も多かったし」

　由ゆ美み子この説明に、纏まといはスゥー……、と息を吸う。

　額に指を当てて、おずおずと口を開いた。

「……今からでも、静岡くらいにしておいてはどうですか？　熱海あたみとか」

「めちゃくちゃ名な古ご屋やから遠ざけようとしますね。名な古ご屋や人じんなのに」

　千ち佳かの呆あきれた声に、纏まといは苦しそうに呻うめいた。「名な古ご屋や人じんだからこそです……」と消え入りそうな声が返ってくる。
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「そんな卑ひ下げするものなんですか〜？　あたしも名な古ご屋やってあんま知らないですけど〜。三大都市なんだし、観光スポットもたくさんあるでしょ？　いいところないんですか？」

　飾かざ莉りの純じゆん粋すいな疑問に、由ゆ美み子こは頷うなずく。

　それを聞きたかった。

　名な古ご屋やに行くことは決定したものの、実際にどこを見て回るかまではまだ計画していない。

　だから、名な古ご屋や人じんである纏まといにおすすめ観光スポットを訊ききたかったのだ。

　どうやら千ち佳かは、観光スポットよりおいしいものを訊ききたそうだが。

　しかし、真っ当な質問にもかかわらず、纏まといは言葉に詰つまっている。

「それを訊きかれるのが……、一番つらいです……」

　頭を抱かかえて、ううん、と苦しそうにしていた。

　今までで一番表情が動いている気がする。

　なんなら、ティアラのライブで揉もめたときよりも辛つらそうだ。

　それでも、纏まといは必死の形相で言葉を紡つむいだ。

「名な古ご屋やは正直、観光スポット的なものはあまり……。Ｂ級グルメなら充じゆう実じつしているんですが……。わざわざ観みるものは……。あえて言うなら、名な古ご屋や城じよう……？」

「お城……」

　由ゆ美み子こと千ち佳かは顔を見合わせる。

　お城かあ、とお互たがいの顔に書いてあった。

　そそられるかと言えば……。

「そうなんです、女子高生が……。あぁ、おふたりはもう大学生でしたか……。女子大生が観みるようなものは特に……。あ、東ひがし山やま動どう植しよく物ぶつ園えん……！　動物の飼育種類が、日本一です……！」

「どうぶつえん……」

「あぁ！　そんな、動物園なんて東京にもあるけど……、って顔しないでください！　東京になくて名な古ご屋やにあるものなんて、存在しないんですから！」

「なんてこと言うんですか」

　なぜそんな自じ虐ぎやくを。

　千ち佳かの冷静な声にも耳を傾かたむけることなく、纏まといは目をぐるぐるさせながら考え込む。

「あ、あとは、名な古ご屋や港こう水すい族ぞく館かんとか……？　延のべ床ゆか面積は日本一と言われていますが……」

「名な古ご屋やって、多いか広いかの生き物施し設せつしかないんですか〜？」

「飾かざ莉りちゃん」

　飾かざ莉りの無神経な物言いに、纏まといは「そうです……」と眉み間けんにしわを寄せる。認めるなよ。

　妙みように自じ虐ぎやく癖ぐせがあるのは名な古ご屋や人じんの特とく徴ちようなのか、纏まといの性格なのか。

　今度、理り央おにも訊きいてみよう……、と思っていると、纏まといははっと顔を上げた。

「シャ、シャチ！　名な古ご屋や港こう水すい族ぞく館かんはシャチがいるんです！　シャチがいる水族館は本当に珍めずらしくて、日本に三ヶ所しかありません。歌うた種たねさん、シャチが好きって仰おつしやってましたよね？」

「あ、好きです好きです。へぇ〜、いいじゃないですか。シャチ見られるなら、見たいなあ。みんなに提案してみよ」

「水族館なら、わたしも行きたい」

　由ゆ美み子こが乗り気になっていると、千ち佳かも頷うなずいた。

　それで纏まといもほっとした顔になる。

　若わか菜なたちに相談することを考えていると、纏まといの顔が徐じよ々じよに引ひき攣つり始める。

　やがて笑えみは完全に消え去り、そっと視線を逸そらした。

「まぁ……。千葉にもシャチはいるんですけど……」

　言わなきゃいいのに。

　それは纏まといも感じたのか、急に頭をふるふると振ふる。

　ぎこちない笑えみで、人差し指を立てた。

「観光スポットは力になれませんが……。食事は、それなりに自信がありますよ。ご飯もスイーツも。そっちに重きを置くのはどうでしょうか」

「あー、名な古ご屋やっておいしいものいっぱいありますもんね。あたしあれ好き。赤あか福ふく」

　あれおいしい、と笑え顔がおになっていると、纏まといは顔を手でパァン！　と覆おおった。

「赤あか福ふくは……、すみません、三重です……。名な古ご屋や駅に我わが物もの顔がおで売っているから……、勘かん違ちがいされやすいんですが……」

「あ、すんません……」

　お互たがいに気まずくなっていると、千ち佳かが口を開く。

「わたしはアレが好きです。天むす。やす、天むす食べたい」

「あたしにねだるんじゃないよ。いや、言っといてあげるけどさ……」

「天むすも……、発はつ祥しようは……、三重です……」

「……………………」

　これは……、正確な名な古ご屋や名物を挙げないと、纏まといにダメージが与あたえられ続ける……？

　緊きん張ちよう感かんのある空気が満ち始めたところで、「おはようございまーす」という声が届いた。

「あ、姉さん」

　振ふり返かえると、そこには桜さくら並なみ木き乙おと女めが立っていた。

　相変わらずオーラのある彼女は、出番前だというのにキラキラと輝かがやいている。

　各おの々おの挨あい拶さつを返してから、由ゆ美み子こは早さつ速そく彼女の元に向かった。

「姉さん、おはよ〜。ティアラでは結構久々だよね。最近は、仕事で姉さんと会うことが多くて嬉うれしいよ」

　ここ最近は、『マオウノユウタイ』関連で由ゆ美み子こと乙おと女めは現場をともにすることが多い。

　それに加えて、こうして別現場でも会えることは嬉うれしかった。

　乙おと女めは多た忙ぼうなために、ティアラ関連の配信やラジオの出演率はそれほど高くない。だからこそ、共演できると喜びもひとしおだ。

　たいてい、こういうときの乙おと女めは「わたしも〜」とはしゃいで、ふたりできゃいきゃいすることが多いのだが……。

「………………」

「姉さん？　どうかした？」

　乙おと女めは由ゆ美み子この顔をまっすぐに見み据すえたまま、何も答えなかった。

　由ゆ美み子こが名前を呼ぶとはっとして、慌あわてて表情を作る。

「ううん、何でもない。……いや、そうでもないかな。やすみちゃん、番組終わったあと、ちょっとだけ時間いい？　少し、話がしたくて」

「？　べつに、いいけど」

　ありがと、と笑ってから、乙おと女めは控ひかえ室しつから出て行った。

　乙おと女めはだれに対してもやわらかく、ニコニコと笑え顔がおを絶やさない女性だ。

　普ふ段だんと違ちがう雰ふん囲い気きに、控ひかえ室しつの面めん子つがそれぞれ困こん惑わくしていた。

「桜さくら並なみ木きさん、どうかしたの〜？　やすみちゃん、呼び出されてたけど。なんか怒おこらせた？」

「不良の先せん輩ぱいみたいな言い方するな……。いや、なんだろ。わかんないけど……」

　由ゆ美み子こにも判断はつかない。

　ただ、戻もどってきた乙おと女めはいつもどおりだったし、番組中も特に問題はなかった。

「……………………」

　千ち佳かだけは何かに気付いていたようだったが、それを教えてくれることもなかった。







　番組終しゆう了りよう後ご。

　由ゆ美み子こと乙おと女めは、ふたり並んでスタジオから出て行った。

　約束どおり、乙おと女めの話を聞くためだ。

　既すでに時間は深くなり始めていて、どこかでお茶でも、という時刻でもない。

　乙おと女めは、「ここでいいから」とすぐ近くの公園を指差した。

　長話をするつもりはないらしい。

　当然ながら、夜の公園で遊ぶ子供たちはいなかった。

　だれもいない公園を、無愛想な街灯が照らすばかり。

　木製のベンチにふたりで腰こし掛かけ、由ゆ美み子こは乙おと女めが話し始めるのを待った。

　夜の公園に浮うかぶ音はなく、せいぜい車のエンジン音が時折聞こえるくらい。

　雑談するという雰ふん囲い気きでもなかったので、由ゆ美み子こはただ黙だまってそれに耳を傾かたむけていた。

　すると。

「やすみちゃんにね、言っておかないといけないことがあって」

　乙おと女めは前を向いたまま、そう告げる。

　その慎しん重ちような前置きに、由ゆ美み子こは身じろぎをした。

　特に思い当たる節はないが、重要な話のようだ。

　なんだろう。

　戸と惑まどいつつも、由ゆ美み子こは彼女に言葉を返した。

「……ええと。なに？」

「わたしはね、次のプリティアのオーディションを受けるよ」

「……………………………………」

　息が、詰つまった。

　それ自体は、それほど大きな出来事ではないというのに。

　思った以上に衝しよう撃げきを覚えて、ほんのわずかではあるが、クラっとする。

　なぜそこまでショックだったのか、自分でもよくわからない。

　答えが見えなくとも、乙おと女めの話は進む。

「実はね、今までも何度か受けてたんだ。結果は言うまでもないんだけど……。正直、手応えもなくて。でもね、今年は自信あるの。今までで、一番」

「……なんで、それをあたしに？」

　乙おと女めが自分の話をしてくれるのは、嬉うれしい。

　もし、去年、一昨年に同じ話を聞いていたら、きっと由ゆ美み子このほうがはしゃいでいた。

　姉さん、すごいすごい！　姉さんなら絶対プリティアになれるよ！　と。

　それがわかっていたから、彼女はあえて言わなかったのかもしれない。

　けれど今回は、由ゆ美み子こも手放しで喜ぶことができなかった。

　理由は単純。

　乙おと女めはそこでようやくこちらに顔を向けて、答え合わせをするように口にした。

「やすみちゃんも、今年はプリティアを受けるでしょう？」

「……加か賀が崎さきさんから聞いたの？」

「ううん。なんとなく、だよ。なんだろうな──、夢を叶かなえようとする人の気配って、不思議と伝わってくるんだよ」

　そういうものなんだろうか。

　今の由ゆ美み子こは意気込んでいるし、空回ってもいるかもしれない。

　それが雰ふん囲い気きに滲にじみ出でていたとしても、わからないでもない。

　わからないのは。

　由ゆ美み子こが受けると確信しながら、なぜこのような話を乙おと女めがしたか、だ。

　そこで、不安が強きよう烈れつに肥大化する。

　今回のプリティアは、三人組。

　ティアブレイブハート。

　ティアクレバー。

　ティアチアフル。

　もし、乙おと女めがプリティアに受かり──、由ゆ美み子こも別のプリティアになれたら。

　ふたりでプリティアになれたら、こんなに嬉うれしいことはない。

　涙なみだを流して、抱だき合あうくらいはするだろう。

　でももし、乙おと女めと役を取り合うことになったら。

　あの桜さくら並なみ木き乙おと女めとプリティアを取り合うことになったら。

　乙おと女めは由ゆ美み子こにとって、大きな大きな障害となる。

　あぁ──、だからこそ、彼女は宣言しにきたのか。

　それはつまり。

「やすみちゃん。やすみちゃんが受けるのは──、ティアブレイブハートじゃない？」

「………………そうだけ、ど。な、なんで？」

　自分でもびっくりするくらい、みっともない声が出る。

　由ゆ美み子こが受けることを決めたのは、勇気に溢あふれたリーダー、ティアブレイブハート。

　しかし、歌うた種たねやすみを知る人からすれば、意外な選せん択たくのように感じるのではないか。

　今まで歌うた種たねやすみが演じたキャラの中で、一番系統が近いのはティアチアフルだからだ。

　元々、歌うた種たねやすみは元気でかわいいキャラをよく演じている。

『プラスチックガールズ』のマリーゴールドのように。

　それからシラユリ、レオンや西さい園おん寺じアキ、シールや勇者クーリなど、演じる系統は変わってきているものの、それでもしっくりくるのはチアフルだ。

　歌うた種たねやすみを知る者なら、「受けるのはティアチアフルじゃない？」となるのが妥だ当とうだ。

　……いや。

　それはファンの目線と言えた。

　歌うた種たねやすみをよく知る人物であればあるほど、ブレイブハートを挙げるかもしれない。

　現に、加か賀が崎さきは「チアフル……、じゃなくて、ブレイブハートなんだな。……いや、うん。あたしも、それでいいと思う」と悩なやんだ様子ながらも、頷うなずいていた。

　その理由は。

「ブレイブハートは、幼い頃ころからプリティアに憧あこがれていた。プリティアになるために、人助けをしていた女の子。その背景は、きっと憑ひよう依い型のやすみちゃんに力を与あたえるだろうね。自分と重ねやすいからこそ、やすみちゃんはブレイブハートを選ぶと思ったんだ」

　乙おと女めは、由ゆ美み子こが想像していた以上に、由ゆ美み子こを理解してくれているようだ。

　ティアブレイブハートになる前の女の子、結ゆう城きこころは子供の頃ころからまっすぐにプリティアに憧あこがれ続けた女の子。

　ほかのふたりもプリティアに憧あこがれを持つものの、最も強く、純じゆん粋すいにプリティアを目指したのは、結ゆう城きこころだった。

　歌うた種たねやすみはキャラを降ろすことによって、今まで難関を打破してきた。

　シラユリやレオンが評価されたのは、それが理由。

　ティアブレイブハートを自分に降ろし、オーディションに挑いどむつもりだった。

　逆に言えば、その領域に持っていって、ようやく歌うた種たねやすみは周りと戦えるレベルだろう。

　ただ。

　理由は、それだけではなかった。

　それを口にするか、迷う。

　黙だまっていれば、由ゆ美み子こは冷静に役を見定められる、よき声優と思ってもらえる。

　でも、乙おと女めにそんな見み栄えを張っても仕方がない。

　それよりも、彼女に聞いてもらいたかった。

「そういう理由もあるけど……。小さい頃ころのね、あたしが言うんだ」

「？　小さい頃ころのやすみちゃん……？　なにを言ったの？」

「『せっかくだったら、主役がいい』って」

　その主張はどこか後ろ暗く、乙おと女めの顔をまともに見られない。

　由ゆ美み子こは己おのれの手を見下ろしながら、独り言のように続けた。

「わかってるよ。プリティアはほかの作品と違ちがって、主役の概がい念ねんは強くない。五人組なら等しく出番があるだろうし、二人組ならバディもの。主役にこだわる必要は、ない。でも──、主人公は存在するんだ」

　由ゆ美み子こは拳こぶしをきゅっと握にぎる。

　そこにこだわるのは、得策とは言えない。

　プリティアになれるだけで大金星。主役かそうでないかの違ちがいは、かなり薄うすい。

　出番の量はほとんど変わらないだろうし、業界の評価的にも「主役だから」と重きを置くとも思えない。

　そもそも、プリティアに主人公の概がい念ねんがあることを知らない人も多いだろう。

　プリティアになることを最優先にして、自身に合うキャラのオーディションを受けるべきだ。ほかの声優だって、絶対にそうしている。

　それはわかっている。

　でも、憧あこがれてしまった。

　この業界を目指すきっかけになった、子供の頃ころの自分が、心からプリティアに憧あこがれた幼い自分が、「これがいい」と指を差したのが。

　主人公の、ティアブレイブハートだった。

　もしかしたら、憑ひよう依いだのなんだの関係なしに、ただ真ん中に立つプリティアに憧あこがれただけかもしれない。

　第一話で真っ先に出番があり、いざというときはスポットライトを浴び、いつだって中心に立つ主役のプリティアに。

　それは今まで、主人公を演じたことのないコンプレックスがそうさせただけかもしれない。

　でも、もし。

　万が一にでも、ほかのキャラに受かって。

「あぁ、やっぱり主人公がよかったな」と少しでも後こう悔かいしたくなかった。

「……そっか。うん。いいと思う」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、乙おと女めはゆっくりと頷うなずいた。

　そして、うーん、と伸のびをしてから、夜空に目を向ける。

「そこまで考えてなかったな……。そっか、主人公がよかったのかぁ……。素す敵てきなこだわりだと思うよ。でもね、やすみちゃん」

「うん」

「わたしも、受けるのはティアブレイブハートだよ」

　その静かな宣言は、特にショックでもなかった。

　乙おと女めが由ゆ美み子この役を予想したように、由ゆ美み子こだって乙おと女めに合う役くらい予想できる。

　やっぱり、主役らしいキャラが似合ってしまうのだ、彼女は。

　乙おと女めは小さく笑えみを浮うかべると、はっきりと言い放った。

「わたしは、やすみちゃんには絶対に負けない。絶対にね。まだまだお姉さん面したいもん」

　その言葉を桜さくら並なみ木き乙おと女めから受け取るのは、複雑だ。

　乙おと女めが尊敬する姉貴分でいてくれるのは、とても嬉うれしい。

　彼女が由ゆ美み子こや千ち佳かに対して闘とう争そう心しんを見せるのも、声優として認められているようで、困こん惑わくしながらも誇ほこらしかった。

　だが、今このときばかりは。

　乙おと女めが立ちはだかることに、暗あん澹たんたる思いを抱いだいていた。

　ティアブレイブハートを受ける時点で、覚かく悟ごしていたっていうのに。

「……姉さんは、なんでそんなに負けたくない、って思ってるの？」

　不安から逃にげるように、そう尋ねていた。

　乙おと女めは活動休止が明けてからというもの、スタンスに変化が生じている。

　以前の乙おと女めなら受ける役が被かぶっても、「お互たがい頑がん張ばろうね！」とは言っても、「負けたくない」とは口にしなかっただろう。

　乙おと女めは目をぱちくりとさせたあと、黙だまって前に向き直った。

　そのまま、暗い公園に沈ちん黙もくが下りる。

　言いたくないのなら、無理に聞き出したいわけではない。

　由ゆ美み子こが耐たえかねて謝ろうとしたところで──、乙おと女めはおずおずと口を開いた。

「やすみちゃん。わたしの目標、聞いてくれる？」

「目標……。前に新しくできた、って言ってたやつ？　教えてくれるの？」

　乙おと女めに新しい目標ができて、それに向けて頑がん張ばっている、という話は以前にも聞いた。

　でも内容に関しては、「恥はずかしいから」とはぐらかされてしまったのだ。

　由ゆ美み子この問いに、乙おと女めは空を見上げる。

　暗い夜空の中に、星が瞬またたく。

　彼女はそのひとつに手を伸のばして、息を吐はくように答えた。

「わたしはね、日本一の声優になりたいんだ」

「──────」

　それは、想像以上に大きな目標だった。

　言葉が出ないほどに。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めの人気は凄すさまじく、由ゆ美み子こだって幾いく度ども彼女に憧あこがれた。

　ライブ会場に行けば、これだけの人たちにここまで愛されているのか、と呆ぼう然ぜんとすることもある。

　いくつもの作品で主役を演じ、出演数の多さには目を見張った。

　それでも日本一の声優というのは、あまりに大それた目標だった。

　由ゆ美み子こがそのスケールの大きさに何も言えないでいると、乙おと女めは独白のように続ける。

「だれにも負けたくない。だれにも。一番すごい声優はだれ？　って訊きかれたら、『桜さくら並なみ木き乙おと女め！』って言われる人になりたい。だれもが憧あこがれるような、一等賞の声優。それに、わたしはなりたいんだ」

　冗じよう談だんや虚きよ勢せいで言っているわけではなく、彼女は本物の目標として見み据すえているようだ。

　由ゆ美み子こは戸と惑まどいながらも、まず頭に浮うかんだ疑問をぶつけた。

「それは……、森もりさんも、超こえるっていうこと？」

　すごい声優、といっても一口には言えない。

　演技力、歌唱力、声質、キャリア、トーク力、容姿、人気……。それらを合わせて順位付けすることはできず、「一番すごい声優は？」と訊きいても、各おの々おのの選定基準によって違ちがう。

　けれど、由ゆ美み子こにとっての『日本一の声優』は森もり香か織おりだった。

　そしてそれは、おそらくある程度の人が共感する答えでもある。

　演技の化け物。

　演じること以外に興味がなさそうな、生まれながらの役者。

　それが、森もり香か織おりだった。

　彼女を超こえれば、日本一の声優になった、と言っても過言ではないかもしれない。

　乙おと女めは森もりの名前を聞いた途と端たん、力が抜ぬけたように笑う。

「やっぱり、やすみちゃんも森もりさんの名前を出すよねぇ」

　しばらく唇くちびるを緩ゆるめたあと、きゅっと引ひき締しめる。

　彼女はゆっくりと拳こぶしを握にぎると、そこに目を落として答えた。

「──うん。森もりさんを、超こえる。森もりさんよりもすごい声優に、わたしはなるよ」

　乙おと女めの瞳ひとみには、強い意志が宿っていた。

　伊だ達てや酔すい狂きようではなく、彼女の中では地に足が付いた目標らしい。

　その姿を見て、由ゆ美み子こはつい息を漏もらしてしまった。

「……やっぱり、姉さんは格好いいや」

　桜さくら並なみ木き乙おと女めは、いつだって頼たよれる姉貴分だった。

　先せん輩ぱいとして常に由ゆ美み子こたちを導き、ピンチのときは助けてくれた。

　一度転んだことはあったけれど、そこからの快かい進しん撃げきは凄すさまじい。

　彼女はいつだって、由ゆ美み子こより随ずい分ぶん先の場所で、こちらに微ほほ笑えみかけてくれる。

　そんな乙おと女めを、由ゆ美み子こは心から尊敬していた。

「乙おと女め姉さんなら、なれると思う。いつか、絶対。森もりさんよりも、すごい声優に」

　本心だ。

　今でもすごい声優だと思うけれど、きっと彼女はもっと高みに手を伸のばす。

　それは後こう輩はいとして、親友として、由ゆ美み子こには誇ほこらしかった。

　けれど。

　乙おと女めはそこで、由ゆ美み子この目を覗のぞき込こんだ。

「やすみちゃんは、追いかけてくれないの？」

　その言葉に、息を吞のむ。

　あぁ、そうだ。

　勘かん違ちがいしてはいけない。

　乙おと女めと由ゆ美み子こは、同じ土俵の上にいる。

　まるで知らない場所ではなく、同じ線上、戦場にいる。

　憧あこがれているだけでは、ダメなのだ。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めと歌うた種たねやすみは、同じ役を取り合うことになる。

　そこには憧あこがれも、先せん輩ぱいも後こう輩はいも関係がなく、純じゆん粋すいな演技力での勝負。

　勝負だ。

　かつて、由ゆ美み子こと千ち佳かはあのライブ会場で約束を交かわしている。

『いつか……。頑がん張ばって頑がん張ばって、色んなことをうーんと上う手まくなってさ……、乙おと女め姉さんを超こえよう。今度こそ、さ』

　それを実行するのは遠い未来ではなく、今ではないのか。

　少なくとも、由ゆ美み子こは乙おと女めを超こえなければ、プリティアになれないのだから。

「──うん。そうだね。あたしも、目指すよ。姉さんを超こえるっていうのは、あたしたちの目標だから」

　手をきゅっと握にぎり、由ゆ美み子こはそう告げる。

　隣となりに相方がいないから、その宣言はとても勇気がいるものだったけれど。

　それでもきちんと、言葉にすることができた。

　乙おと女めはそれを聞いて、にっこりと笑う。

　黙だまって立ち上がり、彼女はのんびりと数歩歩いたあと、こちらに振ふり向むいた。

　後ろで組んでいた手をほどき、胸に当てる。

　スゥ、と息を吸い込むと、張りのある声が夜の公園にこだました。

「『この手に宿るは、勇気の心！　ティアブレイブハート！　助けを求めるだれかのために！　スーパーヒーロー、プリティア！』」

　──それは、乙おと女めからの宣戦布告だった。

　可か愛わいらしくも凜りんとした、まっすぐな声。

　天てん真しん爛らん漫まんな少女の幼さを残しながらも、正義の心を感じさせる芯しんのあるもの。

　彼女の後ろに、ティアブレイブハートが浮うかび上あがってくるようだった。

　……ぴったりだ。
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　乙おと女めの声こわ色いろに加えて、調整があまりに間ま違ちがいがない。

　このキャラに対する意気込みが、ひしひしと伝わってくる。

　由ゆ美み子こは思わず、顔を引ひき攣つらせる。

　自分は、このティアブレイブハートを超こえる演技をしなければならない。

　あぁ──。

　これは、手て強ごわい。

　真っ暗な公園に光ひかり輝かがやく、桜さくら並なみ木き乙おと女めの声。

　それは、いつまで経たっても由ゆ美み子この中に居い座すわっていた。
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『ティアラ☆スターズ☆レディオ』の収録日。

　由ゆ美み子こがスタジオの廊ろう下かを歩いていると、後ろから声を掛かけられた。

「あ！　歌うた種たねさん！」

　その明るい声に振ふり向むくと、小さな女の子がててて、と走ってくる。

　今日は学校からそのまま来たのか、ランドセルがガチャガチャと揺ゆれていた。

　薄うす手でのトレーナーにチェックのスカートという格好で、走ってくる姿と合わせて物もの凄すごく小学生っぽい。さらさらの髪かみを両りよう脇わきで括くくっているので、幼い印象をより強めていた。

　実際に、彼女は小学五年生だ。

　顔立ちはとても綺き麗れいだし、時折大人っぽい表情を浮うかべるのだが、こういうときは年相応な無む邪じや気きさを感じる。

　双ふた葉ばミント。大だい吉きち芸げい能のう所属。

　小学生ながら既すでに芸歴八年目で、由ゆ美み子こたちの先せん輩ぱいにあたる。

　彼女は由ゆ美み子この前で急停止すると、鼻息荒あらく挨あい拶さつを投なげ掛かけてきた。

「歌うた種たねさん、お久しぶりですね！　お元気そうで、なによりです！」

「久しぶり〜。ミントちゃんも、パワフルそうでなにより」

　ふんすふんす、とミントは嬉うれしそうにしている。

　もしここに飾かざ莉りがいれば、「ミントちゃん、やすみちゃんに会えたからって喜びすぎ〜」とからかい、ミントは烈れつ火かのごとく怒おこるのだろうが、収録に飾かざ莉りは参加していなかった。

　由ゆ美み子こも迂う闊かつなことは言わない。彼女は先せん輩ぱいなので。

　本日のラジオ収録は、由ゆ美み子こ・ミント・花はな火びの三人で行われる。

　ふたり並んでブースに向かっていると、ミントは声を弾はずませた。

「それにしても、歌うた種たねさんとは本当にお久しぶりですね。ラジオがいっしょになるのも、こうして会うのも」

「ん？　そだっけ？　え〜、最後に会ったのって……、え、ティアラのイベント？」

　思おもい浮うかべた最後の記き憶おくは、一月末の『ティアラ☆スターズ』のイベントだ。

　それでも二ヶ月は経たっていないが、双ふた葉ばスミレの騒そう動どうの際は、かなり頻ひん繁ぱんに会っていた。

　会うのが久々に感じるのは、きっとそのせいだ。

　ミントのテンションが高いのも頷うなずける。

「ど？　あれから、お母さんのほうは」

　彼女の母親である双ふた葉ばスミレは、ミントが声優を続けることに異を唱えていた。そのせいで由ゆ美み子こたちとひと悶もん着ちやくあったものの、今は和解している。

　双ふた葉ばスミレが持つ複雑な親心を由ゆ美み子こは知っているので、それほど心配もしていなかった。

　ミントは頰ほおを緩ゆるませて、ゆっくりと答える。

「はい。あれから少しだけ、お母ちゃんも変わった気がします。わたしも自分の気持ちが伝えられて、すごく楽になりました」

「そっか……。それはよかった。うん、ほんとに」

「歌うた種たねさん。ソノセツハ、本当にありがとうございました」

　ミントは足を止めると、礼れい儀ぎ正ただしくしっかりと頭を下げた。

　彼女にとって、それだけ大きな問題だ。感謝の気持ちも伝わる。

　しかし、廊ろう下かで頭を下げられると焦あせってしまう。三歳から芸能活動をやっているだけあって見事な礼なのが、余計に。

　相手は小学生だ。傍はたから見られたとき、どう思われるかわかったものではない。

「いえいえ、ぜんぜん。元々、あたしらが首突つっ込こんだのもあるし……。だから、ミントちゃん、頭を上げて……。ね。ちょ、ミントちゃん？　なっが、そして深い！　いい、いい、ミントちゃん！　頭上げよう、ね！　気持ちは伝わったから！」

　物もの凄すごく感謝しているのか、ミントは頭を下げたまま動かない。由ゆ美み子こがやめさせようとしても、頑がんとして動かなかった。すごく困る。

　しかし、そこに救いの第三者が現れた。

「お、ふたりともおっはよ〜……。なにしてんの？　なんか深刻な場面だったりする？」

　ブルークラウン所属、夜よ祭まつり花はな火びだ。

　彼女が明るく手を振ふっていると、ミントは何事もなかったかのように頭を上げた。

「おはようございます、夜よ祭まつりさん。今、お母ちゃんのことで歌うた種たねさんにお礼を言ってて」

「あ〜……。だから、あんな厳いかつい礼をしてたんだ……。つい声掛かけちゃったけど、もうちょっとで見て見ぬふりするところだったよ」

「夜よ祭まつりさんも、ソノセツハ、ありがとうございま──」

「あれ？　ミントちゃん、また大きくなった？」

　咄とつ嗟さに話を逸そらすよう、花はな火びは声を差し込んだ。

　ミントの身体からだをしげしげと眺ながめている。

　それは由ゆ美み子こも思ったが、口にはしなかったことだ。

　いや、いくら小学生と言えど、たかだか二ヶ月でそこまで背が伸のびないだろうから、おそらく気のせいなのだが。

　つい言っちゃう気持ちはとてもわかる。

　そしてそれは、ミントには効果抜ばつ群ぐんだったらしい。

　ミントは物もの凄すごく渋しぶい顔をして、嫌いやそうに叫さけんだ。

「大人はすぐそれ言う！　わたし、それ言われるの嫌きらいです！」

　昔から何万回と言われているだろう文言に、ミントはうんざりしているらしい。

　小学五年生にしては背が低いのも、理由のひとつかもしれない。

　不ふ機き嫌げんになったミントを連れてブースに入り、朝あさ加かとも挨あい拶さつを交かわし。

　あっという間に、第45回を録とり終わった。

　オッケーでーす、という声が聞こえ、各おの々おのがイヤホンを外す。

　すると早さつ速そく、ミントが収録内容に言げん及きゆうしてきた。

「羨うらやましいですね、卒業旅行。とっても楽しそうです」

「わはは。そっか、ミント先せん輩ぱいは羨うらやましいかもね。行くとしても、随ずい分ぶん先の話だし」

　ミントが神しん妙みような顔で言ってくるので、由ゆ美み子こはつい笑ってしまう。

　この身体からだの小さな先せん輩ぱいにとって、卒業旅行は遠い未来の話だ。

　ミントは悩なやましげに、頰ほおに手をやった。

「まぁ、わたしも来年卒業は経験しますけど。さすがに小学生は卒業旅行って行きませんよね……。行けたとしても、たぶん自転車でちょっと遠出するくらいでしょうし。夕方まで」

　果たしてそれは旅行か？　とミントは首を傾かしげている。

　その悩なやみは可か愛わいらしいが、それよりも驚おどろくべきことを言われた。

　それを朝あさ加かと花はな火びが口にする。

「え、ミントちゃんってもう六年生……？」

「ていうか、来年、小学校卒業!?　もう!?」

　驚おどろきに染まっている顔に、またミントが嫌いやそうにしている。

　ミントは呆あきれながら、小さな身体からだを揺ゆらした。

「そりゃそうでしょう。わたし、来年は中学生になりますし」

「中学生!?　もう!?」

「中学生!?　もう!?」

「中学生!?　もう!?」

「わたし、その反応も嫌きらいです！　大人、すぐ月日が経たつ早さにびっくりする！」

　三人のシンクロした声に、ミントは叫さけぶように批難してきた。

　しかし、思わず由ゆ美み子こたちは顔を見合わせてしまう。

　それぞれテレビで小さい頃ころの双ふた葉ばミントを観みていたし、「あの小さかった子が、もう中学生か〜……」という感かん慨がいはどうしてもあった。

　纏まといなんて、ミントと会ったときの第一声が「お、大きくなったね〜……」だったし。

　大体、ミントはまだまだ身体からだが小さいし、小学生！　という印象がどうしても強かった。

　彼女が一歩大人になり、制服を着ている姿が想像できない。

　しかも、それが来年に控ひかえているなんて。

　各おの々おのが時の流れに思いを馳はせていると、ミントはその空気が嫌いやになったらしい。

　朝あさ加かに顔を向けた。

「朝あさ加かさんは、卒業旅行って行ってないんですか」

　やすみちゃんの卒業もびっくりだけど、ミントちゃんも中学生か〜……、とダメージを受けていた朝あさ加かが、その声にはっとする。

　慌あわてて、ミントの質問に答えた。

「あー、高校生のときは行ったね。近場で一泊ぱくって感じ。楽しかったよ。大学生のときは、残念ながら行けなかったけど」

「卒業旅行って、大学生のイメージのが強いけど。朝あさ加かさん、そっちは何で行かなかったの？　お金なかったとか？　あたしと同じで」

　花はな火びの問いに、朝あさ加かは頰ほお杖づえを突ついて苦笑いする。

「わたし、大学生の頃ころからこの仕事やってるもの。卒業付近は、完全に戦力に組み込まれてて、忙ぼう殺さつされてそれどころじゃなかったよ」

「あー……」

　由ゆ美み子こは納なつ得とくした声を上げてしまう。

　朝あさ加かは目にクマを作って、スウェットで会社に来るほど忙いそがしい人間だ。

　今の千ち佳かと由ゆ美み子こでさえ、旅行の予定を合わせるのに苦労したのだから、朝あさ加かはさらに難しそうだった。

　そう考えると、四年後は千ち佳かと卒業旅行に行くのは無理かもしれない。

　お互たがいもっと忙いそがしくなってるかもだし……、と考えて、「いや、なんでまた行くこと前提なんだ」と頭からその考えを振ふり落おとす。

　そのあとは、朝あさ加かの高校時代の話を聞いていた。

　彼女は笑いながら卒業旅行での失敗談を口にしたあと、こう話を締しめ括くくる。

「ま、せっかく行くんだし、やすみちゃんは楽しんできてね」

　朝あさ加かにそう言われて、由ゆ美み子こは「そのつもり〜」と両手でピースを作った。







　それから数日後。

　東京駅。新幹線乗り場。

　新幹線が行いき交かうホームにて、ひとりの少女の声が響ひびく。

「卒業旅行だ──！」

　手をいっぱいに広げ、テンションを上げる少女に一同は苦笑いするが、みんなどこかそわそわしていた。

　なんだかんだ言って、みんな旅行が楽しみだったのだ。

　ずっと計画していた、名な古ご屋やへの卒業旅行である。

　手を広げていたのは、由ゆ美み子この親友である川かわ岸ぎし若わか菜な。

　卒業旅行の発案者であり、千ち佳かをこの旅行に引き入れた張本人でもある。

　彼女は満面の笑えみで、早さつ速そくスマホのインカメラで写真を撮とっていた。

「いやぁ、ワクワクするねえ。せっかくの旅行だし、めいっぱい楽しまないとね！」

　そう言いながら、ぱしゃりぱしゃり。

　写真の中には、若わか菜なと由ゆ美み子こ、千ち佳かが写っている。

　そして、別の三人ともぱしゃり。

　同じクラスだった委員長とみよっち、彼女たちと仲のいいりーこ、演劇同好会を含ふくめた計六名での旅行である。

　若わか菜なが意図したわけではないが、文化祭で演劇に深く関わったメンバーだった。

　比ひ較かく的てき、千ち佳かと接点のある面めん子つとも言えた。（千ち佳かと接点のある生徒がそもそも少ないが）

　その当の本人である千ち佳かは、一応写真には写っていたが、微び妙みような表情だ。

　それは、旅行や写真が気に食わないわけではなく。

　彼女の身を包んでいる服装が原因だった。

「あの、川かわ岸ぎしさん。ずっと疑問だったのだけれど……、なんで、制服？」

　千ち佳かは自身のブレザーに触ふれながら、怪け訝げんそうな声を出した。

　下はチェックのスカートを穿はいており、高校であまりに見慣れた千ち佳かの姿だ。

　若わか菜なはピンクのカーディガンにブラウス、下はミニスカート。

　由ゆ美み子こもいつものギャル状態。ほかの三人も同じく制服。

　新幹線のホームにいる六人は、卒業したはずの高校の制服を着込んでいた。

　不満そうな千ち佳かに、若わか菜なは唇くちびるを尖とがらせる。

「だって、せっかくの〝卒業〟旅行だよ？　もう制服なんて着る機会ないし、今のうちに着とこうよ！　あれだ、制服ディズニーみたいな！　現げん役えきで通用するのは、今だけなんだし！」

「はあ……。まぁ、コスプレと割り切っているのなら、いいのだけれど……。まさか、卒業式から一ヶ月も経たたずに、クローゼットから出すとは思わなかったわ……」

「あたしも。『もう着ることないんだろうなぁ』ってそれなりにしんみりしてたのに、こんな早く袖そで通すことになるとは思わなかった」

　由ゆ美み子こも頷うなずく。

　とはいえ、あの千ち佳かでさえこの悪ノリに乗っかったのだから、みんなどこかで制服との別れが寂さびしかったのかもしれない。

「問題は、ド平日の昼間だから、補導喰くらうかもしれないってことだけど」

　委員長がううむ、と唸うなっている。

　三つ編み眼鏡で制服もきっちり着こなし、その結果が『委員長』というあだ名の彼女が、補導されるというのも不思議な光景だ。

「ま、それもいい思い出になるんじゃない〜？」「いっそ、ちょっと声掛かけてもらいたい」とりーことみよっちも続く。

　まぁ見た目的には、遠足か修学旅行にしか見えないだろうから、大だい丈じよう夫ぶな気もするが。

　そんなふうに雑談している間に、新幹線がホームにすべり込んでくる。

　早さつ速そく乗り込み、六人なので三人席を回転させて、周りのお客さんに迷めい惑わくが掛かからない程度にワイワイガヤガヤと楽しんでいた。

　千ち佳かの隣となりには若わか菜ながおり、上う手まく話題を振ふるので千ち佳かも溶とけ込こんでいる。

　文化祭の演劇での大立ち回りにより、千ち佳かに対する周りの目が変わっているのも大きい。

　二年前まで、だれからも話はなし掛かけられることなく、話はなし掛かけることもなかった、正しよう真しん正しよう銘めいのぼっちだったとは考えられない。

　別段、それに対して感かん慨がいがあったわけではないが……、由ゆ美み子こがなんとなく聞き役に徹てつしている間に、新幹線の揺ゆれが心ここ地ちよくなってきた。

　いつの間にか、由ゆ美み子こは眠ねむりへ落ちていく。

　かといって熟じゆく睡すいしているわけではなく、周りの声が聞こえる程度には覚かく醒せいしていた。

「ね、由ゆ美み子こ。あれおかしかったよね〜。……ありゃ？　由ゆ美み子こ寝ねちゃった」

　若わか菜ながこちらの顔を覗のぞき込こんでいる気配がする。

　ウトウトしているのが気持ちよくて、起きるかどうか迷っていると、千ち佳かの声が続いた。

「寝ねかしといてあげたら。疲つかれているんでしょうし」

「ありゃ、そうなの？　由ゆ美み子こ、忙いそがしいんだ？」

　若わか菜なの問いに、千ち佳かはすぐには答えない。

　一いつ瞬しゆんの間のあと、囁ささやくような声で返事をした。

「仕事もあるでしょうし、この子は今オーディションに集中しているから。大事な役、獲とりたい役があれば、どうしても力んじゃうものだし──」

　いい声だな、と思いながらも、その内容に意識が向かう。

　千ち佳かは、知っているのだろうか。由ゆ美み子こが夢に手を伸のばしていることに。

　もしかして、千ち佳かも──。

　思えば、ここ最近は込こみ入いった話をするタイミングもなかった。

　卒業式を終えてからというもの、ラジオや特番くらいでしか彼女と顔を合わせていない。

　仕事場以外で彼女と会う、貴重な機会でもあった。

　千ち佳かの話に、若わか菜なは「へぇ〜」と感心した声を上げて、さらにテンションを上げる。

「あのさ、渡わた辺なべちゃんはさ──」

　若わか菜なの声に千ち佳かが答え、いつの間にか委員長たちも興味深そうに相あい槌づちを打つ。

　その声は思った以上に心ここ地ちよくて、由ゆ美み子この眠ねむりは徐じよ々じよに深くなっていった。







　東京から二時間掛かからず、名な古ご屋やに到とう着ちやくする。

　名な古ご屋やに辿たどり着ついた一同が最初に目指したのは、纏まといのおすすめどおり名な古ご屋や港こう水すい族ぞく館かんだ。

　名な古ご屋やから地下鉄を経由するわけだが、「いやいや、あたしら東京っ子よ？　地下鉄なんてお手の物よ」と思いながら乗ったら、案外ややこしくてちょっと苦戦した。

　二十分ほど電車に揺ゆられ、駅から少しばかり歩くと、目的の場所が見えてくる。

　纏まといの言うとおり、巨きよ大だいな水族館が威い風ふう堂どう々どうと鎮ちん座ざしていた。

　外観からして、とにかく大きい。

　両手を広げたように建物が横に長く、奥ではショー用の会場がたっぷりと敷しき地ちを使っている。謎なぞの半球体の建物も興味を惹ひかれるし、周りが海で囲まれているシチュエーションも派手だ。遠くには別の施し設せつの観覧車も見える。

　これには、制服姿の六人組も「お〜……」と声を上げた。

　纏まといは自じ虐ぎやくしていたが、この広さや迫はく力りよくは胸を張るべきではないか。

　まるでテーマパークのようになっている外観に、千ち佳かも目を輝かがやかせている。

　そのままふらふら吸い込まれそうになったので、由ゆ美み子こは慌あわてて彼女の手を握にぎった。

「渡わた辺なべ、ちょい待ち。早く観みたいのはわかるけど、まずは腹ごしらえだから」

「あ、あぁ……。そうだったの。そうね、ご飯も楽しみだったものね……」

　千ち佳かは恥はずかしそうに咳せきばらいをする。

　基本的に千ち佳かは旅行自体に興味を持っておらず、「なんか名な古ご屋やに行くらしい。詳しよう細さいは知らないけど」くらいのラフな気持ちで来ている。

　だから行程を把は握あくしておらず、今からどこに行くのかもわかっていない。

　だが、由ゆ美み子こはきっと千ち佳かなら気に入ると思っていた。

「渡わた辺なべちゃん！　まずは、この近くにあるお店に行くの！　チェーン店だけど、この辺にしかない喫きつ茶さ店てんなんだよ！」

　若わか菜なは嬉うれしそうに親指を立てて、お店の方向を示す。

　水族館のすぐ近く、という立地もとても都合がよかった。

　六人はそちらに向かって、ぞろぞろ歩いていくわけだが……。

「……ちょっと、佐さ藤とう。手」

　千ち佳かが嫌いやそうに手をぷらぷらと持ち上げてみせた。

　由ゆ美み子こが先ほど握にぎった手が、そのまま繫つながっている。

　制服姿で手を繫つなぐ女子ふたりなんて、なんとも仲がよさそうだ。

　もちろん、由ゆ美み子こにそんなつもりはなく。

「手、握にぎってなくて大だい丈じよう夫ぶ？　千ち佳かちゃん、迷子にならない？　あたしは、千ち佳かちゃんが急に走り出さないか心配でさ」

「出たわ！　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい！　あなたね、そうやって人を子こ供ども扱あつかいするやり口、やめて頂ちよう戴だい。本気で腹が立つ」

「だからやってるんだけどね」

「ちっ……。本当にいい加減にしなさいよ、あなた。人をイラつかせる天才ね。大体子こ供ども扱あつかいしてくるけど、佐さ藤とうのほうが後こう輩はいでしょうに。だからそうやって、必死に背せ伸のびしているの？　わたしの後こう輩はいであることに、コンプレックスが爆ばく発はつしてる？」

「あたしのほうが先せん輩ぱいですぅ〜。あたし芸歴四年目、あんた三年目。なおこの場合、役者としての年数は加味しないものとする」

「ちょっと！　注ちゆう釈しやくを付けたからって、なかったことにはならないわ！　そもそも──」

　ぐちぐち言いながら、千ち佳かは手を強く握にぎってくる。

　おそらく痛がらせたいのだろうが、非力な彼女には無理な話だった。

　結局、やけに力強く握にぎり返かえしてくる千ち佳かと手を繫つないだまま、目的の店に入った。

　現在はお昼時。

　水族館に近いこともあって混雑を予想していたが、平日だけにそれほどでもなかった。

『キャッツカフェ』という猫ねこを冠かんした名前の店で、ラフな雰ふん囲い気きの喫きつ茶さ店てんだ。女性客も多い。

　そして彼女たちの多くは、パフェを注文していた。

　それを見ていた千ち佳かに、委員長が補足する。

「ここ、パフェが有名なお店なんですって。水族館に近いし、せっかくだから行きたいなって。だから、お昼ご飯にパフェを食べようっていう話になって」

「パフェをお昼ご飯に……？　別にいいのだけれど、あまりに女子高生すぎない？　せっかく名な古ご屋やに来たのだから、わざわざ昼食にしなくても。おやつじゃダメだったの？」

「まままま、渡わた辺なべちゃん！　わかる、言いたいことはすっごく伝わる。でも付き合ってくれ！　わたしはこれを見たときから、食べたくて食べたくて仕方なかったんじゃ……！」

　若わか菜なが千ち佳かを制し、千ち佳かは不思議そうに眉まゆを上げる。

　まぁ千ち佳かの気持ちもわかるし、ただのパフェだったら由ゆ美み子こも「別にどこでも食べられるんだからよくない？」となってしまうかもしれない。

　ただ、水族館の周りで名な古ご屋や名物があったら嬉うれしいよな〜、と調べていたら、これに辿たどり着ついてしまった。その瞬しゆん間かんにはしゃぎ倒たおしてしまい、ここに決まったのだ。

　千ち佳かが「あまりに女子高生すぎない？」と言ったのは、とても適していると思う。

　なにせ。

「お待たせしました、アンビリーバブルです」

　テーブルに届いたのは、パフェがひとつ。

　しかし、その凄すさまじい迫はく力りよくに、この場にいただれもが息を吞のむ。

　そもそも、キッチンからテーブルに運ばれるまでに、店内のお客さんが指差して、「うわあ」やら「すご」とか呟つぶやいていた。

　その先にいたのが制服姿の女子六人で、一様に納なつ得とくした顔になる。

　それはバケツのように大きなグラスに詰つめられた、巨きよ大だいすぎるパフェだった。

　高さ、圧巻の三十五センチ。

　ぎゅうぎゅうに突つっ込こまれた生クリームとコーンフレークが、地層を作っていた。

　アイスクリームやプリン、お菓か子し、フルーツの数々がグラスからモリモリ飛び出している。

　おそろしくでかいパフェが、圧あつ倒とう的てきな存在感を放っていた。

「ば、バカじゃないの!?」

　千ち佳かが目を白黒させて、目の前の巨きよ大だいパフェに妥だ当とうな感想を述べた。

　そう、バカみたいなパフェだ。

　しかし、こんなものが卒業旅行先にあったら、思わず頼たのんでしまうだろう。

　目の前にあるだけでテンションは上がり続け、偽にせ物ものの女子高生たちは「でっか」「やばこれ食べ切れる？」「いや絶対無理」「げぇしちゃうよ」と大興奮で写真を撮とりまくった。

「ほら、渡わた辺なべちゃんも！　撮とってあげる！」

　ゲラゲラと笑っていた若わか菜なが、無理やりに千ち佳かをパフェの前に座らせた。

　まるで今からひとりで食べるかのように、周りを捌はけさせる。

　クソデカパフェの前に困こん惑わくした表情で、両手にスプーンとフォークを握にぎる千ち佳か。

　それを見て、由ゆ美み子こは思わず腹を抱かかえる。

「うわ、めっちゃいいこれ。あとで、ママさんに送ってあげよう」

「!?　ちょっと、佐さ藤とう、あなたね……！　うちのお母さんと連れん絡らく先さきを交こう換かんしてるどころか、ラフにやりとりするのやめてくれる!?　うちの母よ!?」

「渡わた辺なべもうちのママとラフにやりとりしていいよ」

　この写真は絶対ママさんに見せなきゃでしょ、と手早く送り付ける。

　意外にも可か愛わいらしいスタンプで、ありがとう、と返ってきた。

　ついでにめくるにも送っておいたら、「なに食べたい？」という返事だった。

　後こう輩はいの写真を送っただけでメシ奢おごろうとするんじゃないよ。

　そうやってひとしきり騒さわいだあと、ようやくみんなでスプーンを持ち上げた。

「めちゃくちゃ寒くなってきた」「いやこれ絶対食べられん」「気持ち悪くなってきた」「名な古ご屋やで初飯がこれは変だろ」と文句を言いながらも、案外ぺろりと食べ切ってしまう。

　口や手をクリームで汚よごしながら、空っぽのグラスを前にみんなで写真を撮とった。

　なんともまぁ、いい写真が撮とれてしまった。







　ワチャワチャと腹ごしらえをしたあとは、目的だった水族館を見て回る。

　せっかくなのでシャチやイルカのショーを観みる予定だが、それまでは広い水族館をみんなでのんびりと歩いていた。

　水すい槽そうに囲まれた通路は薄うす暗ぐらいところも多く、自然とテンションも落ち着いてくる。周りのお客さんも静かに見ていた。

　六人で見て回りながら、時折、くすくすと笑ったり、かわいい、と言い合ったり。

　由ゆ美み子こも同じように、水すい槽そうを眺ながめる。

　大量のイワシが渦うずを巻いて、巨きよ大だいな生き物のように水の中を泳いでいく。

　照明がイワシの身体からだに反射して、キラキラと輝かがやいていた。

　幻げん想そう的てきな光景に見み惚とれていると、少しずつ頭の中が何かに侵おかされていく。

　気が付けば、水すい槽そうの前でぼうっと立たち尽つくしていた。

　思考は水中に落ちたように、ゆっくりと沈しずんでいく。

「──────────」

　考えるのは、プリティアのことだ。

　油断すると、すぐにそのことばかり考えてしまう。

『スーパーヒーロー！　プリティア』は今までの作品で初めて、プリティアが認にん知ちされた世界観で構築されている。

　ヒーローであるプリティアは弱きを助け、強きを挫くじく。

　正義の味方、プリティア。

　結ゆう城きこころは小さい頃ころにプリティアに助けられ、「わたしもプリティアになりたい！」と憧あこがれを抱いだき、正義感に目覚め、ボランティア活動をしているときに妖よう精せいと出会った。

　彼女の正義の心に気付いた妖よう精せいは、彼女にプリティアの力を与あたえるのだ。

　そして、ティアブレイブハートは生まれる。

　彼女は夢を叶かなえたのだ。

「──────────」

　その境きよう遇ぐうは、自分とシンクロするものだ。

　周りは歌うた種たねやすみを憑ひよう依い型の声優と称しようす。

　キャラを降ろせば、普ふ段だん以上の演技力を発揮することができる。

　結ゆう城きこころと自分を重ね、歌うた種たねやすみとティアブレイブハートを重ね、ぴったりと彼女に寄より添そう。既すでに由ゆ美み子こは、結ゆう城きこころが他人だとは思えなかった。

　由ゆ美み子こがもし、完かん璧ぺきに結ゆう城きこころを降ろすことができれば──。

　プリティアに、手が届くかもしれない。

「──────────」

　意識がぼんやりしている。

　目は水すい槽そうを見ているけれど、その実なにも観みていない。

　ただ白く濁にごった思考の中で、結ゆう城きこころを追いかけていた。

　プリティアに憧あこがれた少女同士で、いつの間にか対話を──。

「みんな、先に行ってしまったわよ」

　その声にはっとする。

　気付けば、隣となりで千ち佳かがこちらを見上げていた。

　ここは学校じゃないし、そもそも自分たちは高校生ですらないのに、彼女はきっちりと制服を着込んでいる。長さを保ったスカートも、きっちり締しめられたネクタイもいつもどおり。

　もうこの格好の彼女を見ることはない、と思っていたのに。

　今日に限らず、ラジオ収録でも毎週見ることになるなんて、本当に不思議な話だ。

　由ゆ美み子こは千ち佳かの背後を見る。

　どうやら由ゆ美み子こがいないことに気付かず、ほかの四人は先に行ってしまったらしい。

　水族館に入ってから思考が乱れ、口数が少なくなっていたから仕方がない。

　しかし、千ち佳かがそれに気付いて残ったのは意外だった。

　単に、大人数での移動が面めん倒どうになっただけかもしれないが。

　彼女は由ゆ美み子この隣となりで、水すい槽そうに目を向ける。

　由ゆ美み子こも同じように、水中を見つめた。

「佐さ藤とう。あなた、プリティアを受けるんじゃないの」

「……なんで」

　突とつ拍ぴよう子しもない質問に、疑問が先に立つ。

　彼女を見ると、端たん整せいな横顔が水すい槽そうに反射し、その中を水すい泡ほうが浮うかんでいった。

　特に得意になった様子もなく、千ち佳かは淡たん々たんと答える。

「やけに集中しているようだったから。あなたがそんなふうになるのは、大事な仕事のとき。卒業旅行中でさえ意識がどこかに行くなんて、よっぽどの大役でしょう。あなたがそれほど意気込むのなら──、プリティアだろうなって思ったの」

「……………………」

　由ゆ美み子こは本来、こういったイベントごとは全力で楽しむタイプだ。

　何か心配事があっても上う手まく意識の外にやり、今は今、と割り切れる。

　けれど、そんな由ゆ美み子こでさえ思考が浸しん食しよくされている。

　付き合いが長く深い、由ゆ美み子ことともにいた千ち佳かだからこそ、気付いた。

　だが、千ち佳かが大役をプリティアと限定した理由は、それだけではないと感じる。

　すぐさま理由に思い当たり、心臓が一度強く跳はねた。

　それを確かめるために、千ち佳かに尋たずねる。

「……うん。そう。プリティアを受ける。でもそれは……、渡わた辺なべも、そうなんじゃないの」

　その問いに、千ち佳かがこちらを向く。

　彼女の綺き麗れいな顔が、至近距きよ離りでじっとこちらを見つめていた。

　自分と同じオーディションを受けるから、スケジュールの感覚がわかる。

　悩なやんでいる理由に想像がつくのではないか。

　……このときの、由ゆ美み子この心境は複雑だ。

　そうだ、と言ってほしいのか、違ちがう、と言ってほしいのか。

　自分でもわからなかった。

　由ゆ美み子この葛かつ藤とうに答えが出る前に、千ち佳かはさらりと答えてしまう。

「えぇ。わたしも受けるわ。次回のプリティアを」

「…………………………」

「…………………………」

　その沈ちん黙もくは、何を示しているのか。

　ふたりが黙だまり込こんだせいで、周りの音がよく聞こえる。

　わずかに聞こえる水音、静かに会話するお客さん同士の声、足音。

　それらがすべて遠ざかっていく。

　いつの間にか、由ゆ美み子こと千ち佳かの周りから人がいなくなっていた。

　薄うす暗ぐらい空間の中で、水すい槽そうだけが輝かがやいている。

　お互たがいの顔にほのかに影かげが落ちる中、由ゆ美み子こは彼女に問いかけた。

「渡わた辺なべは──、何役を受けるの」

　千ち佳かがプリティアを受けるにしても、役によって意味が全く異なる。

　同じプリティアを取り合うライバルになるのか。

　違ちがうプリティア同士で、もしかしたら共演することになるのか。

　もしも、千ち佳かとともにプリティアに出演できたとしたら。

　そのとき、由ゆ美み子こは素す直なおに喜ぶのか、それとも複雑な顔で黙だまり込こむのか。

　自分でもわからなかった。

　しかし、その思考は全くの無意味に終わる。

　千ち佳かの答えは、前者だったからだ。

「わたしが受けるのは、ティアブレイブハート」

　がん、と頭を殴なぐられたかのようだった。

　思わず、喉のどを鳴らしてしまう。

　正直に言えば──、千ち佳かとプリティアのオーディションが被かぶったとしても、キャラまでが被かぶるとは思っていなかった。

　乙おと女めがティアブレイブハートなのは、適切だと思ったけれど。

　千ち佳かまでもブレイブハートなのは、予想外だった。

「なんで……。あんたはてっきり、ティアクレバーかと……」

　そう、千ち佳かが得意とするキャラは基本的にはクール系。

　普ふ段だんはクールでも時に感情的になる、というのが夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが最も得意とするキャラだ。

『幻げん影えい機き兵へいファントム』のサクラバ・ハツネはまさしく千ち佳かの真骨頂と言えた。

　順当にいけば、千ち佳かは絶対にティアクレバーなはず。

　千ち佳かは水すい槽そうに手を伸のばす。

　水すい槽そうに触ふれながら、水温を感じるような声こわ色いろで答えた。

「わたしも、最初はそう思ったわ。得意なキャラでいこうか、それならティアクレバーかって。でも、わたしは挑ちよう戦せんしたい。普ふ段だんあまりやらないタイプでプリティアになれたら──、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひにとって大きな一歩になる」

　あぁ、と息を吐はきたくなった。

　つまり、千ち佳かは。

「夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、こんな役もできるんだぞ、って周りに示せる。新たなステップアップになる。だからわたしは、ティアブレイブハートに一番魅み力りよくを感じたの」

　プリティアでさえ、自分の成長のために使おうと言うのか。

　なんて、不ふ遜そんなんだろう。

　人によっては、生意気だぞ、と眉まゆを顰ひそめてしまうかもしれない。

　ベテランが全力で挑いどんで、それでもダメなのがプリティアなのに。

　これで落ちたら、ほら見ろ、バカなことを言っているからだ、と嘲ちよう笑しようされるだろうに。

　それでも、千ち佳かは「周りなんて知らない」って顔をして、こういった選せん択たくを平気でする。

　あぁ、やっぱり。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、格好いいんだよな。

　改めて由ゆ美み子こがそう感じていると、千ち佳かはこちらを向いて、一歩近付いてきた。

　触ふれ合あいそうな距きよ離りでも、千ち佳かは目を逸そらさない。

　まっすぐにこちらを見つめ、小さく囁ささやいた。

「わたしも成長しないといけない。そうじゃないと、あなたに追いつかれてしまうから」

　歌うた種たねやすみの前に行くために。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、より困難な道を歩んでいる。

　その想おもいを受けて、由ゆ美み子こも答えた。

「……うん。あたしも、頑がん張ばるよ。あたしも渡わた辺なべと同じ──、ティアブレイブハートだから」

「そう」

　由ゆ美み子この反応で、千ち佳かは既すでにわかっていたのかもしれない。

　千ち佳かは大きなリアクションを取ることもなく、小さく息を吸った。

　彼女はさらに一歩近付いて、人差し指を由ゆ美み子この肩かたに突つきつける。

「勝負よ、歌うた種たねやすみ」

「うん。勝負。あたしは──、負けないよ。絶対に、プリティアになるから」

「えぇ。わたしも同じ気持ち」

　静かな闘とう志しをぶつけ合う。

　普ふ段だんとはまた違ちがう、それでも伝わる熱い思いを交こう換かんし合った。

　これで乙おと女めだけではなく、千ち佳かともひとつの役を取り合わないといけない。

　確かに千ち佳かには、あまりこういった役のイメージはなかった。

　けれど絶対に、彼女は当日までに仕上げてくる。

　たった二年目で『幻げん影えい機き兵へいファントム』の主演を手にした、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひなら。

　二年目で夢を叶かなえた、化け物じみた実力を持つ彼女なら。

　ふぅー……、と息を吐はく。

　なんで、こんなすごい人たちばかりが立たち塞ふさがるんだ。

　ほんのわずか、心を覆おおった弱気を振ふり払はらい、改めて奮起する。

　そんな人たちを倒たおして、夢を叶かなえるからいいんでしょうが。

　明らかな強がりを自分に言い聞かせていると、ふと思い立った。

　千ち佳かに、訊ききたいことがあったのだ。

「ねぇ、渡わた辺なべ」

「なに」

「あんたはさ、神かみ代しろアニメに出ることが夢だったんでしょ？　それはもう叶かなっちゃったわけだけど、そのあとのモチベーションってどうだったの？」

　朝あさ加かも乙おと女めも夢はあったが、それは一生を掛かけて叶かなえるようなものだった。

　朝あさ加かなんて、めくるが夢を叶かなえてくれたとしても、番組が３００回の約六年だから、最短でもあと十四年近く掛かかる。

　乙おと女めが何をもって、「日本一になった」と宣言できるかはわからないが、少なくとも数年で達成できるものではないだろう。

　由ゆ美み子このプリティアも、いつ辿たどり着つけるかわからない。辿たどり着つけないかもしれない。

　一生を掛かけてでも到とう達たつしたい夢。

　千ち佳かはそれを、既すでに叶かなえてしまっている。

　今、彼女はどんなふうにモチベーションを保っているのだろう。

　その質問に、千ち佳かは肩かたを竦すくめる。

「確かにわたしは夢を叶かなえた。でも、心配しなくても次の目標なんて次々と出てくるわ。わたしはほかのロボットアニメにも出たいし、神かみ代しろアニメにももう一度出演したい」

「おお……、二回目……」

　果たしてそれはあり得るのだろうか……、と思うが、神かみ代しろアニメといっても同じ作品なわけではない。おかしな挑ちよう戦せん、とも言えなかった。

　森もりだって、「もう一回プリティアになる」と言っていたし。

　いや、正直森もりにはもう参戦してほしくないが。

「わたし、今年はティアブレイブハートを受けようと思う」なんて言ってきたら、大おお野のに泣きついて止めてもらうかもしれない。

　由ゆ美み子こがぐるぐる考え込んでいると、千ち佳かはふっと息を漏もらした。

「目標は出演作だけじゃないわ。わたしには、演技で辿たどり着つかないといけない場所があるの。だれもが心を奪うばわれる演技……、常人では辿たどり着つけない一歩先の領域。〝魂たましいの演技〟。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、そこに足を踏ふみ入いれないといけないのよ」

　千ち佳かは前を向いたまま、自分に言い聞かせるように言葉を並べていった。

　声は静かながらも熱があり、彼女の中でとても重要な事こと柄がらであることが伝わる。

　そんな目標があるなんて、由ゆ美み子こは今まで知らなかった。

　相方の新たな一面を見て、由ゆ美み子こは呆ほうけたような声を漏もらす。

「へぇー……。そんな目標が……。でも、なんかすごいハードル高い目標ね。だれもが心を奪うばわれる……、常人では辿たどり着つけない、なんて。渡わた辺なべの言う〝魂たましいの演技〟って、具体的にだれの演技かってあんの？」

　彼女が目標にしている演技が気になり、素す直なおに尋たずねる。

　しかしなぜか、千ち佳かはこちらをぎろりと睨にらみつけてきた。舌打ちまで重ねる。

　相変わらず目つきが悪い……、が、今回はなんで睨にらまれているのかわからない。

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい」

「なんでや。おかしいこと訊きいてないでしょ。その〝魂たましいの演技〟ってのは、普ふ通つうの人には無理なんでしょ？　どんな感じか教えてよ」

「出た出た、お得意のマウントが出たわ。腹立つわね、本当に。人のことを無神経だのなんだの言う前に、自分の厚こう顔がん無む恥ちさを恥はじたらどうなの？　厚いのはメイクだけにして」

「マジでなんでキレてんの？？？？？？」

　急に沸ふつ騰とうした千ち佳かに困こん惑わくしながらも、さすがに腹が立ってきた。

　言い返してやろう、と思ったところで、遠くから若わか菜なの声が届く。

「あ、由ゆ美み子こ〜、渡わた辺なべちゃ〜ん。いたいた。も〜、いつの間にかいなくなってるんだもん。シャチのショー始まるよ！　いこいこ！」

　どうやら、わざわざ戻もどってきてくれたらしい。

　一時休戦、由ゆ美み子こと千ち佳かは若わか菜なたちと合流する。

　シャチだ、シャチだ。

　名な古ご屋やのシャチをちゃんと観みてきますよ、纏まといさん。







　纏まといが言っていたように、名な古ご屋や港こう水すい族ぞく館かんはかなりのボリュームがあり、ゆっくり回っていると随ずい分ぶんと時間が過ぎていった。

　名な古ご屋や観光かと言えば微び妙みようなところだが、全員大満足するくらい堪たん能のうした。

　ついでに観覧車にも乗ってはしゃいでから、由ゆ美み子こたちは名な古ご屋や駅に戻もどってくる。

　あとはもうホテルに行くだけなので、その前に晩ご飯に向かった。

「は〜！　おいしかったね〜！　やっぱり、名な古ご屋やの味み噌そカツは違ちがうな〜！」

　ほくほく顔で、若わか菜ながご機き嫌げんに笑う。

　名な古ご屋や駅の地下にある超ちよう有名店、『矢や場ばとん』から出てきたところだ。

　平日でもそれなりに並んだが、それが帳消しになるくらい満たされている。

　晩ご飯に何を食べるかは計画段階でかなり悩なやんだところだったが、結果的に味み噌そカツに決まった。

　由ゆ美み子こは『味み仙せん』の台たい湾わんラーメンを挙げたが、辛からいものが苦手な子がいたので譲ゆずっている。大体、由ゆ美み子こは仕事でも来たことがあるので、それほど主張するつもりもなかった。

　それは、千ち佳かも同じ。

　けれど、千ち佳かも満足そうにお腹なかを撫なでながら、「おいしかった……」と呟つぶやいている。

　そのあと、由ゆ美み子この袖そでを引っ張ってきた。

「ねぇ、佐さ藤とう。こういう味み噌そカツって家でもできるの？」

「え？　あ〜、どうだろ。ただの味み噌そカツなら家でも作れるけど……、ここの味み噌そって不思議な甘さがあるじゃん？　それを再現するのは難しいかも」

「あなたほどの実力者でも、真ま似ねできない高みにあるということ？」

「あたしをあんまり買いかぶらないでくんない……」

　過大評価に恐きよう縮しゆくしつつ、由ゆ美み子こは頭を搔かく。

　これは、家でも食べたい、作って、ってことだよなぁ。

　再現するつもりなら、もっとしっかり確かく認にんしながら食べたのに。

　舌の上で味を思い出していたが、やっぱり「これなに使ってるんだろう」と考えながら食べるのと、「おいし〜」と笑いながら食べるのでは全然違ちがう。

　まぁ最悪──、とある方法を思おもい浮うかべていると、委員長が嬉うれしそうに口を開いた。

「いやぁ、名物を食べられたのは嬉うれしかったね。こういうご当地に行かなきゃ食べられないものは、やっぱり食べておきたいし」

「わかる〜。名な古ご屋やに来なきゃ食べられないもの！　を食べておきたいよね」

「え」

　若わか菜なと委員長がキャッキャしていたので、つい声を上げてしまう。

　千ち佳かも怪け訝げんそうな顔をしていたので、たぶん彼女も気付いている。

　水を差すのはどうかと思ったが、一応言っておいた。

「いや、矢や場ばとんって東京にもあるよ……」

　由ゆ美み子この一言に、若わか菜なたちが固まる。

　そして、「えぇぇぇぇえ!?」と声を上げた。

「え、噓うそでしょ、矢や場ばとんって名な古ご屋やなんじゃないの!?」

「名な古ご屋やではあるけど、東京駅にもある……。ねぇ、渡わた辺なべ」

「あるわね。入ったことはないけれど、見み掛かけたことはあるわ」

　ふたり揃そろって頷うなずく。

　若わか菜なはしばらく口をぱくぱくさせていたが、やがて頭を抱かかえた。

「なんだよぉ〜、東京にあるのなら、わざわざ名な古ご屋やで食べなくてよかったじゃん〜。しくじったぁ〜……。もっと別のお店にしておけば……」

「いやまぁ、おいしかったんだから、いいんじゃないの？」

「おいしかったけどぉ……。大体、由ゆ美み子こは知ってたのになんで言ってくれなかったの……」

「あえてなのかと思って……。名物なのは違ちがいないし、本場だし」

　まぁでもよくよく考えたら、貴重な一食を使うのはもったいなかったかもしれない。

　言えばよかったな、とちょっと反省。

　委員長は「でも確かに、おいしかったしな……」と唇くちびるをぺろりと舐なめる。

「逆に、なんで由ゆ美み子こと渡わた辺なべさんは知ってたの？」

「あたしらは、仕事で東京駅もよく使うしねぇ。東京駅、そういうの結構あるよ」

「これもまぁ、あるあるだから。地方で名物を食べたら、実は東京駅にあった、っていう。わたしも仙せん台だいで、東京にある牛タン屋に入ったことあるし」

　そっかぁ〜……、と若わか菜なは意い気き消しよう沈ちんしていたが、最終的に「まぁおいしかったからいっか」という話になった。

　食後のデザートはあんまきと赤あか福ふく、どっちにする？　いや重くない？　さっきカツ食ったんだけど、と話しながら、制服姿の六人は名な古ご屋やの街を歩いていく。

　さすがに制服で遅おそい時間に出回るのはまずかろう、とその日はホテルに引っ込んだ。

　修学旅行でも口にしたが、ホテルから本番みたいなところもあるし。

　ちなみに泊とまるホテルがどんなものなのか、千ち佳か以外は了りよう承しよう済ずみ。

　千ち佳かだけが知らされていない理由は、由ゆ美み子こが「あいつたぶんぐずるから、言わなくていいよ」と若わか菜なたちに伝えたからだ。

　ホテルはともかく、部屋の構成に問題があった。

　部屋の扉とびらを開けて、予想どおり千ち佳かは顔を引ひき攣つらせる。

「……ちょっと待って。ベッドの数、少なくない？」

　由ゆ美み子こたちに充あてられた部屋は、かなり狭せまめだ。

　ビジネスホテルのような作りで、空間のほとんどをベッドが占しめている。

　テレビや机もあるけれど、基本的にはベッドの上で過ごすことになるだろう。

　これだけなら、千ち佳かは文句を言わなかった。

　仕事でビジネスホテルを使うのも、ままあることだからだ。

　ただ、彼女が言うようにベッドが少ない。

　面めん子つは六人。

　一方、ベッドは三床しよう。

　ダブルサイズなので大きめだが、普ふ通つうに使えば三人しか眠ねむることができない。

　つまりひとつのベッドにつき、ふたりで眠ねむることになる。

　げんなりしている千ち佳かに、由ゆ美み子こはそっと囁ささやいた。

「我が慢まんして、渡わた辺なべ。普ふ通つうの高校生は、そんなにお金ないんだから。新幹線代が出ただけでも、偉えらいと思うよ。最初は高速バスとか、何なら夜行バスっていう話も出たんだから」

　既すでに働いている由ゆ美み子こと千ち佳かは、「卒業旅行に行こう！」と言われても、へいへいとお金を出せるが、普ふ通つうの学生にはかなり痛い出費だ。

　夜行バスは正直辛つらかったが、ほかの子たちがそうしたいのなら……、と受け入れる覚かく悟ごはあった。

　それに比べれば、同じベッドで寝ねるくらい安いもんである。

　しかし、当然こういったことが苦手な千ち佳かは、渋しぶい顔で由ゆ美み子こを見上げた。

「それなら、わたしは別でホテル取ったのに……」

「そう言うと思ってたから、黙だまってたの。こういうのは、みんな同じ部屋だから楽しい。いっしょに寝ねるからハッピー。オーケー？」

「ノウ……」

　千ち佳かは眉み間けんにしわを寄せたまま、嫌いやそうに呟つぶやく。

　千ち佳かなら本当に別で部屋を取っただろうし、それで興ざめされても気にしない女である。

　なので、由ゆ美み子こが責任者として押し通してもらった。

　それを察したのか、若わか菜ながこちらに寄ってくる。

「ごめん、渡わた辺なべちゃん……。嫌いやだとは思うんだけど、この部屋だとめっちゃ安くなるんだよ〜。お詫わびとして、渡わた辺なべちゃんは由ゆ美み子こと同じベッドでいいから」

「待って、なんでお詫わびの印が佐さ藤とうと同じベッドになるの？？？？？？」

「それはあたしも納なつ得とくいかない」

　聞き捨てならないことを言われ、同時に抗こう議ぎの声を上げる。

　若わか菜なは頰ほおに指を当てながら、周りの面めん子つを見やった。

「や、渡わた辺なべちゃんがほかに寝ねたい人がいるならいいんだけどさ。由ゆ美み子こが一番気安いかなって。身長的にもちょうどいいし」

「…………………………」

　千ち佳かは釈しやく然ぜんとはしないまでも、どこか納なつ得とくした様子だ。

　どうせいっしょに眠ねむるのなら、まだ由ゆ美み子このほうがマシ、と思っているのかもしれない。

　由ゆ美み子こはこの面めん子つでは背が高いほうなので、小さい千ち佳かと眠ねむるのも都合がいい。

　千ち佳かに部屋の件を知らせないと決めたのは由ゆ美み子こなので、その責任は取るべきだろう。

　仕方なく由ゆ美み子こも受け入れていると、千ち佳かが大きなため息を吐ついた。

「しょうがないわね……。あなたで我が慢まんしてあげるわ。本当に業ごう腹はらだけど。嫌いやで堪たまらないけれど。佐さ藤とうといっしょに眠ねむるのなんて、おぞましいけれど。仕方なく、ね」

「は？　あんたにそこまで言われる筋合いないんですけど？　そんなに嫌いやなら床ゆかで眠ねむればいいんじゃないですかね。ちっちゃいんだし、毛布にくるまって端はしっこにいれば？　そういうのあんた得意じゃん」

「出た出た、お得意のマウントが出たわ。背せ丈たけは関係ないでしょう？　あなたは本当にありとあらゆるものをマウントの道具に使うわね。あなたこそ、でかいんだからベッドから出て行ってくれる？」

「あ？」

「は？」

　ぎゃあぎゃあとした言い合いに発展している間に、「わたしこのベッド〜」「あたし、委員長とだっけ？」なんて話が進んでいく。

　そのあとは、夜の時間をたっぷりと楽しんだ。

　近くの銭湯でほくほくしてから、部屋ではソフトドリンクで飲み会をする。

　全員同じ部屋ということで、みんなテンションが高かった。

　このままでは夜が明けるまで喋しやべってしまう──、となったところで、委員長が「はいはい、ここまで！　明日もあるんだから寝ねましょう！」と実に委員長らしい一言でお開きになった。

　で、このベッドで眠ねむるわけだが。

　若わか菜なたちが早々に「おやすみ〜」と言ってベッドに入り、「あはは、せま〜」「おちそ〜」なんてはしゃぐ中、由ゆ美み子こと千ち佳かはそれぞれベッドの前で仁に王おう立だちしている。

「……………………」

「……………………」

　若わか菜なたちの手前、同どう衾きんを受け入れたが、まぁやっぱり抵てい抗こうがある。

　かといって寝ねないわけにもいかないので、由ゆ美み子こは小さく呟つぶやいた。

「……寝ねるか」

「……そうね」

　お互たがい、そろそろとベッドに入っていく。

　ダブルという話だったが、ふたりで横になるとそれなりに狭せまい。ほかの子たちが騒さわいでいたのも理解できる。

　すぐそばで千ち佳かが横になっているのがなんだか気まずく、由ゆ美み子こはさっさと背を向けた。

　ホテルで同じ部屋に泊とまったこともあるし、修学旅行やスーパー銭湯では本当にすぐ近くでいっしょに寝ねたけれど。

　さすがに同じ布ふ団とんとなると、近さが段だん違ちがいである。

「電気消すよ〜」

　りーこが声を上げて、間もなく部屋に暗くら闇やみが訪おとずれる。

　さっきまでおしゃべりに興じていたが、さすがに電気が消えれば自然と静かになっていく。

　由ゆ美み子こは千ち佳かの気配を感じながらも、気にしないようにしていた。

　目を瞑つぶっていれば、やがて眠ねむりに落ちるだろう。

　だが。

「……佐さ藤とう。もう、寝ねた？」

「……っ」

　千ち佳かに耳元で囁ささやかれて、背筋に何かが走はしり抜ぬけていく。

　そういうの、やめてほしい……。

　自分がめちゃくちゃいい声っていうのを、自覚してくんないかな……。

　それにしても、千ち佳かがそんな問いかけをしてくるのは意外だった。

　さっさと眠ねむると思っていたのに。

「いや、起きてる。なに」

「いえ。おやすみ」

「……？　おやすみ」

　わざわざ挨あい拶さつするために、声を掛かけたのか？　あの千ち佳かが？　そんなバカな。

　なんなんだろう……、と思いながらも、由ゆ美み子こは再び目を瞑つぶる。

　すると。

「佐さ藤とう。寝ねた？」

「……」

　だからさぁ。

　本当やめよう、耳元で囁ささやくのは。

　めくるが由ゆ美み子こに対して、ブチギレる理由がわかった気がする。これはよくない。

　まぁ、めくるへのいたずらはやめませんけど。

　そんなことを考えているうちに、千ち佳かは返事がないと思ったらしい。

　おとなしく、口を開くのをやめた。

　今度はいったい何の用だったんだろう。

　そう考えていたら──、その理由が最悪の結果でわかった。

　むに。むに。

　むにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむにむに。

「…………………………………………………………」

　こいつ、後ろからめちゃくちゃ乳揉もんでくる。

　すっごい揉もんでくる。

　なんかもう、すごく大だい胆たんに揉もみしだいてくる。

「……………………渡わた辺なべさん。寝ねている人の胸を揉もんだら犯罪なんだけど」

「ぐうううぐうううぐううう」

「寝ねたふり下手すぎるだろ。手を放してさっさと寝ねろ」

「落ち着くから……」

「あたしが落ち着かないんだよ」

　人の胸を鷲わし摑づかみしている手を無理やりほどく。

　さすがにそれ以上はちょっかいを掛かけてこず、諦あきらめて眠ねむったらしい。

　まったく……。

　夜中に揉もまれて目が覚めたら最悪だな……、と思いながらも、由ゆ美み子こは目を瞑つぶった。

　こんな環かん境きようで眠ねむれるだろうか……、と思ったが、一日遊んで、身体からだは疲つかれていたようだ。

　しばらくは、夢も見ない深い眠ねむりをたゆたう。

　それが何の前まえ触ぶれもなく、静かに浮ふ上じようした。

　何かあったわけではないが、やはりふたりでひとつのベッドは窮きゆう屈くつだったのだろう。

　夜中に、ぱちりと目が覚めた。

　暗い天てん井じようの下、何人かの寝ね息いきが静かに重なる。

　窓はカーテンが開けられており、白い月が輝かがやいていた。

　その月明かりがほのかに部屋の中を照らしている。

　それは、隣となりの少女も。

　彼女はすぐそばで、すぅすぅと寝ね息いきを立てていた。

　お互たがいの寝ね相ぞうがおかしな具合に嚙かみ合あったらしく、千ち佳かは由ゆ美み子この胸に収まるように丸くなっている。由ゆ美み子こは千ち佳かを抱かかえ込こむような体勢だ。

　千ち佳かの鋭するどい目つきは閉じられて、唇くちびるは小さく開いていた。

　美少女だ。美少女がいる。

　普ふ段だんならドキっ、と心臓が跳はねるくらいだが、寝ね起おきのせいか動どう揺ようはなかった。

　ただ、かわいいよなあ、と思うくらい。

　彼女の頭に顔を寄せると、シャンプーの香りが鼻をくすぐる。

　身体からだが触ふれ合あっていたが、千ち佳かは身じろぎもしない。

　うつらうつらしながら、由ゆ美み子こは窓の外を見つめる。

　なぜだろう。

　今、急激に意識した。

　昼間の会話のせいなのか、それともこの距きよ離りに千ち佳かがいるからか。

　心臓がとくんとくんと音を立てて、肌はだが粟あわ立だち、はっ、と息を吐はく。

　事務所で「プリティアを受けよう」と言われたときも、ここまで身体からだが反応することはなかった。きっと舞まい上あがっていたし、実感もなかったからだ。

　でも今、はっきりと。

　ようやく、はっきりと自覚した。

「……あたし……、プリティアに、挑ちよう戦せんすんだよなぁ……」

　口の中で消え入るような声を、ぽそぽそと囁ささやく。

　夢が急激に近付いたことにより、今まで実感できなかった。

　挑ちよう戦せんすることもずっと先のことだと思っていたし、今は目の前の仕事に精せい一いつ杯ぱい。

　けれど、挑いどむことを許された。

　歌うた種たねやすみ──、佐さ藤とう由ゆ美み子このルーツ。

　プリティアになりたくて、由ゆ美み子こは声優への道を踏ふみ出だした。

　がむしゃらに進んでいるうちに、そろそろ芸歴も五年目に入ろうとしている。

　そしてこれから、夢に挑いどむ。

　もしかしたら、夢が叶かなってしまうかもしれない。

　本当に、プリティアになることができたら。

　そのとき、自分はどうなってしまうんだろう。

「はー……、胸のドキドキが、止まんないや……」

　しばらく白い月を眺ながめてから、ゆっくりと目を瞑つぶる。

　千ち佳かの温ぬくもりを感じながら、改めて眠ねむりに戻もどっていった。

　なぜかはわからないけれど。

　大好きな祖母の笑え顔がおが浮うかんだ。

　ねぇ、ばーちゃん。

　あたし、プリティアに挑ちよう戦せんするんだよ──。
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　　　　　　　　　　　　◆




　オッケーです、という声が聞こえ、千ち佳かはイヤホンを外した。

　第26回の『夕ゆう陽ひセンパイ結ゆ衣いこうはい』の収録を終え、一ひと息いき吐つく。

　最初はどうなることかと思ったこの番組だが、なんだかんだで上う手まく続いていた。

　結ゆ衣いに全く落ち着く気配がないのは、予想外ではあったが。番組をいっしょにやっているうちに、尊敬や好意も薄うすれていくと思ったのに。

　今も嬉うれしそうにニコニコと笑って、こっちを見ている。

　黙だまっていると可か愛わいらしい、子犬のような女の子なのだが。

　その実、いろんな意味で厄やつ介かいな後こう輩はいである。

　ブルークラウンの二年目、高たか橋はし結ゆ衣い。

　短めに切きり揃そろえられた髪かみにくりくりの瞳ひとみは、ボーイッシュな印象をより強くしている。

　常に健康的な日焼けをしている彼女だが、今日はショートパンツを穿はいているために、白い肌はだが少しだけ見えていた。上はお気に入りの猫ねこのスカジャンだ。

　収録中には言えない話を、彼女はしたくて堪たまらなかったらしい。

　早さつ速そく口を開いた。

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！　今度、プリティアのオーディションを受けるんですよね。頑がん張ばってください！　夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいなら、絶対プリティアになれますから！」

　両手を握にぎり、無責任にそう宣言する結ゆ衣い。

　彼女の根こん拠きよのない信しん頼らいはいつもどおりだが、どう返していいのか毎回わからない。

　仕方なく適当に相あい槌づちを打っていると、朝あさ加かが「あ、夕ゆう陽ひちゃんもプリティア受けるんだ」と声を上げた。

　……部外者であろう朝あさ加かに、こんな話を聞かせていいんだろうか。

　そう思っていると、朝あさ加かは冷えピタを撫なでながら笑った。

「プリティアのオーディションが近付いてくると、嫌いやでもわかるよ。毎回同じ時期だし、なにより声優がピリピリしてるから。わかりやすい子は、黙だまっててもわかるし」

「あぁ……、でしょうね」

　千ち佳かは納なつ得とくして頷うなずく。

　千ち佳かだってかなり意気込んでいるし、由ゆ美み子こなんてあまりにもわかりやすかった。

　集中しているのか、最近はよく意識がどこかにいっている。

　収録中は何とかシャキっとしているものの、それ以外では上の空になるのもしばしばだ。

　きっと、ほかの声優もそんな感じなんだろう。

　そこで気になったのが、目の前にいる声優だった。

「高たか橋はしさんは、プリティアは受けないの？」

　彼女まで立たち塞ふさがるのなら、熾し烈れつな争いがより激しくなる。

　そろそろ三年目という新人でありながら、とんでもなく勢いのある声優・高たか橋はし結ゆ衣い。

　先日、『屋上のルミナス』でも凄すさまじい才能を見せたばかりだ。

　それでも負けるつもりはなかったが、結ゆ衣いは残念そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「高たか橋はしはダメでした〜。夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいが受けるって聞いたから、高たか橋はしも受けたいって言ったんですけど。マネージャーさんが、まだダメって」

「結ゆ衣いちゃん、めちゃくちゃ仕事してるけど、まだ二年目だもんね……」

　朝あさ加かが苦く笑しようまじりで頰ほお杖づえを突つく。

　マネージャーが止めたのならどうにもならないな、と千ち佳かは成なる瀬せのことを思う。

　結ゆ衣いはのべーっと机にもたれながら、千ち佳かを見た。

「高たか橋はし、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいといっしょにプリティアになれれば、こんなに嬉うれしいことはないんですけど。夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいにはプリティアになってほしいですけど、高たか橋はしが受けるまでは待っていてほしいジレンマ……。せっかくなら、いっしょに挑ちよう戦せんしたいですし」

　むう、と唸うなる結ゆ衣い。

　それを聞いて、朝あさ加かが小さく笑った。

「現げん役えきプリティア声優ふたりのラジオ番組だなんて、すごく豪ごう華かに感じるねぇ。そうなってくれたら、作家としては嬉うれしいけど」

　おそらく冗じよう談だんなのだろうが、朝あさ加かは穏おだやかな笑えみを浮うかべている。

　実現すれば、それきっかけで番組を聴きく人はいるかもしれない。

　しかし、そこにはひとつ大きな問題があった。

　千ち佳かはそこを指し摘てきする。

「残念ながら。わたしは今回で受かるつもりでいますから。ふたりの思おも惑わくからは外れることになると思いますよ」

　なんとも不ふ遜そんなことを、しれっと言う。

　ほかの声優に聞かれたら眉まゆを寄せられそうだが、構うことはない。

　これくらいの気き概がいがなければ、あんな魔ま窟くつのようなオーディションに受かるわけがない。

　結ゆ衣いは目をキラキラさせて、「さすがです、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！」と両手を合わせていた。







　千ち佳かは収録のあと、ついでに事務所に立ち寄っていた。

　ちょっとした用事だったのでさっさと済まし、事務所内を歩いていく。

　このあとは家に帰って、プリティアのオーディションに備えよう。

　そう考えていると、部屋から見慣れたふたりが出てくるのが見えた。

　挨あい拶さつするべきか、と千ち佳かが近付いていくと、あちらも気付いたようだ。

　ひとりは楽しそうに笑っていたが、もうひとりが千ち佳かを見て表情を歪ゆがませる。

「げっ……」

　その声を聞いた途と端たん、千ち佳かの目がすぅっと細くなる。

　それを見て、彼女は怯おびえたように後ずさった。

　構わず、寄っていく。

「げっ、とはご挨あい拶さつですね、柚ゆ日び咲さきさん。わたしはただ先せん輩ぱいに挨あい拶さつをしにきただけなのに」

　そう。

　偶ぐう然ぜん見み掛かけたのは、同じ事務所の先せん輩ぱいである柚ゆ日び咲さきめくる。

　千ち佳かとたいして変わりない身長なのに、胸の主張はやけに大人っぽい女性。

　けれど顔つきは童顔で、甘くて可か愛わいらしい容姿なのが彼女の特とく徴ちようだ。

　彼女は見るからに嫌いやそうにしていて、身体からだを引きながら答えた。

「挨あい拶さつならこれで済んだでしょ。あんたが近付くとろくなことがない。ほら行った」

「まぁまぁめくるや。せっかく夕ゆう暮ぐれちゃんに会えたんだから。本当は嬉うれしいんだし、そんなに邪じや険けんにしなくても」

　そう言ってめくるを抑おさえるのは、めくるの同期である夜よ祭まつり花はな火び。

　サイドで括くくった髪かみと高い身長が、活発そうな印象を強める。

　快活な気持ちのいい女性で、彼女はめくると違ちがって千ち佳かにもフレンドリーだ。

　花はな火びの言葉に、めくるは渋しぶい表情で答える。

「本当はすごく嬉うれしいけど、それとこれとは話が別。厄やつ介かいな後こう輩はいには関わりたくない」

　相手が花はな火びだからか、本音がこぼれ落ちている。

　嬉うれしいんだ。

　しかも、すごく。

　そこを指し摘てきすれば彼女は愉ゆ快かいな顔をしてくれるだろうが、それよりも気になるものがある。

　ふたりとも、封ふう筒とうを手に持っていたのだ。

「……オーディション資料を取りに来たんですか？」

　千ち佳かの質問に、花はな火びは笑いながら封ふう筒とうを持ち上げた。

「そうそう。成なる瀬せさんに呼び出されてね。ふたりまとめて」

　千ち佳かのマネージャーである成なる瀬せ珠しゆ里りは、今は花はな火びとめくるも担当している。

　ここにいる三人は、同担当なわけだ。

　普ふ段だんの成なる瀬せなら、資料はどこかの仕事のタイミングで渡わたすことが多い。

　わざわざ事務所に呼び出したのは、何か話を添そえたいから。

　たとえば、大事なオーディションの、資料、とか。

　この時期の大事なオーディションと言えば──。

　めくるは千ち佳かの視線に気付いて、怪け訝げんそうに見返す。

　ふん、と鼻を鳴らした。

「物もの欲ほしそうに見ちゃって。そんなに中身が気になる？」

「気になりますね。柚ゆ日び咲さきさん、ハグしてあげますから中身教えてくれませんか」

「………………………………本当にやめて、そういうの」

　千ち佳かの冗じよう談だんだったのだが、どうも刺し激げきが強すぎたらしい。

　本気で照れているのか、めくるは両手で顔を覆おおってしまった。

　弱すぎだろ。

　顔を隠かくしたまま動かないめくるに、花はな火びは「うちのがごめん」と苦く笑しようする。

　封ふう筒とうに目を向けながら、花はな火びのほうが答えた。

「そう言うってことは、夕ゆう暮ぐれちゃんも予想ついているんでしょ？　プリティアだよ。成なる瀬せさんが、あたしたちなら受けられるからって。いや〜、ありがたいね」

　花はな火びは嬉うれしそうに笑っている。

　やはり、プリティアだったらしい。

　何とか持ち直しためくるが、花はな火びの言葉に頷うなずく。

　めくるは思うところがあるのか、静かに呟つぶやいた。

「わたしは初めて受けるけど。せっかく成なる瀬せさんが言ってくれたんだし、しっかりやるつもり」

　その姿には、静かなやる気がみなぎっているように見えた。

　これで少なくとも、成なる瀬せは三人もプリティアのオーディションに送り込むことになる。

　仕事のできる彼女の顔が思おもい浮うかんだが、それよりも気になることがあった。

「……おふたりは、だれを受けるんですか」

　千ち佳かの問いに、ふたりの空気が少しばかりピリっとする。

　特に花はな火びは、まじまじと千ち佳かを見ていた。

「……もしかして、夕ゆう暮ぐれちゃんも受けるの？」

「はい」

「お〜……。すっごいな。まだ三年目なのに」

　その声は純じゆん粋すいな賞賛というよりは、複雑な心境が混じっているように見えた。

　まぁ三年目の後こう輩はいがプリティアに挑ちよう戦せんすると聞けば、先せん輩ぱいだったら微び妙みような気持ちになるかもしれない。

　花はな火びは息を吐はいてから、はっきりと口にした。

「あたしは、ティアチアフル」

「わたしは、クレバー」

　めくるの声も添そえられ、千ち佳かは目を瞑つぶる。

「わたしは、ブレイブハートです」

　その返事で、固くなっていた三人の空気が明らかに和やわらいだ。

　それでもめくるは、意地を張るように強気な言葉を繫つなげる。

「べつに、被かぶっててもいいんだけど。あんた相手でも、本気で獲とりに行くだけだから」

　その声に気負いはなく、心から言っているように感じた。

　かつてめくるは、本気で役を取り合うことができなかったらしい。

　だが今はこうして胸を張って言えるあたり、もう心配はなさそうだった。

「わたしだって、柚ゆ日び咲さきさんと被かぶっていても関係ありませんよ。叩たたき潰つぶします」

「あんたね……。なんでこう……、生意気なのかなぁ……」

　別に対たい抗こう心しんからではないが、同じように強気に答えると、めくるは呆あきれた視線を返す。

　その隣となりで、花はな火びはおかしそうに腹を抱かかえていた。

　可か愛わいくない後こう輩はい、とめくるは頭を搔かいていたが、ふっと息を吐はく。

　どこか憂うれいを感じさせる目で、どこを見るわけでもなく、小さく呟つぶやいた。

「でもそうね……。取り合うこと自体は平気だけど。もし、わたしがプリティアになれたとして。あんたが、同じ代の別のプリティアになって。いっしょに演じることがあれば……」

　めくるは目を瞑つぶって、しんみりと言う。

「わたしは、泣いちゃうかもね」

「……………………」

　プリティアという大役に挑ちよう戦せんするからか、めくるはいつになく気持ちを素す直なおに話す。

　それだけ、彼女にとってもプリティアは大きい存在なのかもしれない。

　いや、実際にそうなのだ。

　歌うた種たねやすみだけでなく、プリティアに憧あこがれる女性声優は数多く存在する。

　おそらくシリーズが続く限り、『プリティア声優』と呼ばれ、知名度は飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようする。

　夢を手にしたあと、さらに大きな夢へ挑ちよう戦せんすることができる。

　それが、『魔ま法ほう使つかいプリティア』という作品だった。

　でも、それを素す直なおに受け取るには千ち佳かはひねくれているので。

　とりあえず、混ぜっ返した。

「柚ゆ日び咲さきさん、本当にわたしのことが好きですね」

「…………」

　めくるは顔を赤くして、黙だまり込こんでしまう。

　んなわけないでしょ、とかうるさいな、とか反論するわけでもなく、ただ赤くなっている。

　こちらが戸と惑まどうほどの本気の照れ。

「そんなガチ照れしなくても……」

「照れてないけどお……」

　リンゴは白い、みたいな噓うそを吐つくめくる。

　それに呆あきれていると、花はな火びは明るく笑った。

「ま。めくるの言うとおりではあるよ。役を取り合うことに抵てい抗こうはないけど、もし共演できたらすっごく嬉うれしい。一生の思い出になるだろうね。頑がん張ばろうね、夕ゆう暮ぐれちゃん」

「はい」

　千ち佳かは頷うなずく。

　ここにいるメンバーは、ティアブレイブハート、ティアクレバー、ティアチアフル、とそれぞれ受ける役が分かれている。

　本当にこの三人が共演することもあり得るのだ。

　……逆に言えば。

　今回の代では、千ち佳かと由ゆ美み子こと乙おと女めは、絶対に共演できないのだが。

「…………………………」

　そこでふと、考えてみる。

　花はな火びとめくるはプリティアで共演できたら、これ以上ないほど喜ぶに違ちがいない。

　親友同士がプリティアになるのだから、こんなに嬉うれしいことはないはずだ。

　それが、もし千ち佳かと由ゆ美み子こだったら？

　自分たちは、喜べるだろうか。

「…………………………」

　考えてもしょうがないな、と首を振ふる。

　少なくとも今回はありえないわけだし、もしどちらかが受かったとしたら、これから共演することもなくなる。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』に、二度出演した声優は存在しないからだ。

　どちらかが受かれば、今後プリティアに出ることはない。

　千ち佳かが考え込んでいると、花はな火びは珍めずらしく不安そうな表情をした。

「ただ、どこまで挑ちよう戦せんするかって話はあるよね〜……。あたしもプリティアになりたいけど、あんまり落ちてると、どっかで悪役やマスコットのほうにいっちゃうかも」

　その発言を弱気だと笑うことはできない。

　プリティアの競争率は凄すさまじく高い。

　狙ねらう人数は膨ぼう大だいなのに、毎年なれるのは数人だけ。

　新しい声優も毎年増えるわけだから、いつまで経たっても激しい争そう奪だつ戦せんが繰くり広ひろげられる。

　何年も見み据すえて挑ちよう戦せんする、高い壁かべだ。

　だから、花はな火びの発言はそれほどおかしくはないが、疑問点はあった。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』には、主人公たちであるプリティアのほかに、彼女たちを支えるマスコットや敵てき役やくも存在する。

　そのキャラにもオーディションは存在するんだろうが……。

　千ち佳かが首を傾かしげていると、めくるがそれを言葉にした。

「べつに、そこは考えなくてもいいんじゃないの？　年ねん齢れい制限があるわけでもないんだし、ずっとプリティアを受けていれば。それとも、心が折れるから無理そうって話？」

「それもある。プリティアなんて、新人以外の女性声優が全員狙ねらってくる、くらいの気持ちでいたほうがいいじゃん。その高い壁かべに比べたら、マスコットや悪役はいくらか落ちる。それでも、プリティアに出たっていう箔はくは十分つくでしょ」

　花はな火びは指を振ふりながら、己おのれの考えを述べていく。

　その話も理解はできる。

　プリティアになれるに越こしたことはないが、壁かべが高すぎる。

　それよりも競争率の低いキャラを狙ねらって、声優としての価値を上げる。それから別の仕事に繫つなげる。

　プリティアに縛しばられるよりも、そちらのほうが建設的かもしれない。

　実際、プリティアになれなくても、作品に出られるだけで十分評価は上がるのだ。

　負まけず嫌ぎらいの千ち佳かからすると、そんな選せん択たく肢しはありえないが。

　めくるは負けん気があるとは言えないが、花はな火びの意見は腑ふに落ちないらしい。

「今から気にする必要なんてないと思うけど。無理だと思った時点で切きり替かえればいいし、それまではプリティアでいいんじゃないの」

　千ち佳かも同意見だ。

　随ずい分ぶんと先の心配な気がする。

　ただ、花はな火びも何の理由もなしに言ったわけではないらしい。

「……いやさ。噂うわさで聞いただけだから、信しん憑ぴよう性せいのある話ではないんだけど。ブルークラウンはプリティアを受けられる回数が決まってる……、って話、聞いたことない？」

「そうなんですか？」

「そうなの？」

　花はな火びは『信しん憑ぴよう性せいのある話ではない』と前置きしたにもかかわらず、千ち佳かとめくるは食いついてしまう。

　いや、それだけ引ひっ掛かかる話ではあった。

　花はな火びは若じやつ干かん気まずそうにしながら、軽く両手を振ふる。

「そういう噂うわさ、噂うわさね。でも、ありえない話ではなさそうでしょ？　同じ事務所から受けられる人数は決まってるんだし、ある程度はチャンスを分わけ与あたえたい。だから、プリティアには回数制限を設けてるってのは」

「…………………………」

　ブルークラウンは大きな事務所だ。所属声優も多い。

　オーディションの数も膨ぼう大だいだから、同じ事務所から出せる人数が決まっていても、普ふ段だんはそこまで意識する必要はなかった。

　ただ、プリティアはだれもが受けたい作品だ。

　何年も受けて望みが薄うすい声優より、ほかの声優にチャンスを与あたえるべきではないか。

　そういった判断をしても、おかしくはないが……。

　めくるは渋しぶい顔で、腰こしに手を当てる。

「噂うわさレベルのことを気にしてもしょうがないでしょ。それなら、いっそ成なる瀬せさんや吉よし沢ざわさんに聞いてみれば？」

「決めてるのは現場レベルじゃなくて、もっと上って話。まぁ、だから噂うわさになってるんだろうけどね。マネージャーに訊きいても、そんなことないって言われて終わりだろうから」

　ふう、と花はな火びは嘆たん息そくしている。

　こんな噂うわさに踊おどらされていることが、自分でも憂ゆう鬱うつなのかもしれない。

　こういった話は、時折出てくるものである。

　やれあの制作会社は懇こん意いの声優しか使わない、あの音おん響きよう監かん督とくは事務所から金をもらっている、あのプロデューサーはＳＮＳのフォロワー数でしか判断しない。

　だから、このオーディションを受けても無む駄だだよ、という話。

　信じられない事実もたまにはあるが、根も葉もない噂うわさがほとんどだ。

　んなわけないでしょ、と周りが言うまでが様式美でもあった。

　評価基準が曖あい昧まいな業界ならではの、悲しい性だ。

　花はな火びは頭を搔かきながら、ごまかすように口を開く。

「これが事実だとは言わないけどさ。落ち続けていると、どっかでハシゴ外されるのはありえそうな話じゃん。だから、マスコットや敵てき役やくを狙ねらいに行くのは悪くない選せん択たくだなって」

　夢を追うより、堅けん実じつで利益の高い道を選ぶのは、賢かしこいかもしれない。

　時に敵てき役やくは、主人公たちよりも魅み力りよく的てきに映るものだ。

　ただ、問題があるとすれば。

「出られるのは一回きりなんですから、やっぱりプリティアに挑ちよう戦せんしたいですけど」

「わたしもそう思う。完全に割り切ってるならいいけど……。悪役やマスコットで受かっても、今後出られなくなるんだから後こう悔かいしそう」

　千ち佳かとめくるの声が連なる。

　プリティアに一度出演した声優は、今後プリティアシリーズには出られない。

　明言されているわけではないが、公然の事実として認にん識しきされていることだった。

　事実として、プリティアシリーズに二度出演した声優はひとりたりとも存在しない。モブやゲストを除いて。

　考えれば当然の話で、これだけ競争率が高い作品に、一度出演した声優をあえて出す理由はなかった。

　それは花はな火びも承知のようで、まぁねぇと呟つぶやく。

　おそらく、花はな火びはそこまでプリティアにこだわりがないのだろう。

　名めい誉よよりも実利を狙ねらう、というのは冷静な判断と言えた。

　だが、そこで花はな火びは首を振ふる。

「ま、あくまで未来の話さね。今は本気でプリティアを狙ねらっていくよ。みんなでプリティアになれたら、そんな素す敵てきなこともないしね。頑がん張ばろう」

　めくるも千ち佳かも頷うなずく。

　みんなでなれたら、という考えには共感しないが、千ち佳かは本気で獲とりに行くつもりだ。

「それじゃね、夕ゆう暮ぐれちゃん」

　話が一段落したからか、花はな火びが笑え顔がおで手を振ふった。

　めくるは無言で踵きびすを返かえす。

　そのまま先せん輩ぱいを見送ってもよかったが、先ほどの話で少しばかりテンションが上がっていたらしい。

　せっかくだから、もう一回くらいやっておくか、と声を掛かけた。

「あぁ、柚ゆ日び咲さきさん。忘れ物です」

「忘れ物？」

　めくるが怪け訝げんそうな顔で振ふり返かえる。

　そんなめくるに、千ち佳かは大きく手を広げてみせた。

　めくるはなおも眉まゆを上げていたので、千ち佳かは静かに告げる。

「封ふう筒とうの中身を教えてもらったので。約束どおり、ハグをどうぞ」

　先ほどの冗じよう談だんを続行する。

　すると、めくるの顔は見る見るうちに赤くなり、動どう揺ようした様子で身体からだを引いた。

　千ち佳かに釘くぎ付づけになりながら、口元に手をやっている。

「……えっ？　あっ、な、なん……っ、え、ぇ……？」

　言葉にならない声をぽとぽと落としながら、めくるは小刻みに身体からだを揺ゆらしていた。

　あれは行くべきか、引くべきか、迷っているのだろうか。

　目はどこを見ているかわからないくらい、ぐるぐると移動している。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひとのハグを想像しているのか、今にも沸ふつ騰とうして倒たおれそうだ。

　そこで隣となりにいた花はな火びが腕うでを組み、まるで解説するかのように口を開く。

「ううむ。こいつぁ粋いきなファンサービス。めくるが少し勇気を出せば、なんとあの夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひからのハグが待ってる。めくるは前に踏ふみ出だせるのかどうか、こうご期待」

　めくるの表情がむしろ、苦く悶もんに歪ゆがむ。

　彼女の葛かつ藤とうがそのまま顔に出ているようだった。

　めくるは夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの大ファンだし、本音を言えばハグはされたいはず。

　だが、ファンからすると刺し激げきが強すぎるし、柚ゆ日び咲さきめくるとしての矜きよう持じもある。

　でも、ハグ……！　こんな機会、もうないんじゃないの……!?　さ、されたい……！　で、でもぉ……！　という葛かつ藤とうが目に見えるようだった。

　めくるは両りよう拳こぶしをきゅうっと握にぎり、真っ赤な顔でぷるぷる震ふるえてから、足を踏ふみ出だした。

　そのまま、くるっと背中を見せる。

「……バカ言ってないで、さっさと帰ったら」

　どうやら、チャンスを捨てることを選んだらしい。

　花はな火びが天てん井じようを仰あおいで、「あ〜」と残念そうにこぼした。

　別に何もしていないのに、へろへろの足取りになっためくるが、「これでいい……、これでいい……、ほ、んとうに……？」と呟つぶやきながら、立ち去っていく。

　花はな火びは笑いながら、そんなめくるの身体からだを支えていた。

　ふたりを見送ってから、千ち佳かはふっと息を吐はく。

　めくるで遊ぶのは十分楽しんだが、頭の中には花はな火びの話が残っていた。

　思えば。

　千ち佳かだって花はな火びと同じで、元々はプリティアにこだわりはなかった。

　子供の頃ころからロボットが好きだったし、魔ま法ほう少しよう女じよよりヒーローに憧あこがれた。

　それでも今、心からプリティアになりたいと願っている。

　それはきっと、子供の頃ころからの夢だという彼女の影えい響きようなのだろう。







　渡わた辺なべ千ち佳かは、由ゆ美み子こや乙おと女めに比べると、『魔ま法ほう使つかいプリティア』への熱意は一歩劣おとる。

　自身の夢に必死に手を伸のばすふたりに対し、成なる瀬せから提案されたときに出た千ち佳かの返事は、「早くないですか」というなんとも消極的なものだった。

　しかしそれは、あくまで受ける前までの話。

　千ち佳かは負まけず嫌ぎらいだ。

　きっと、だれよりも。

　元来の負まけず嫌ぎらいがふたりの想おもいの強さに匹ひつ敵てきし、千ち佳かはプリティアのオーディションに胸を張って挑いどむ。

　たった二年目で、神かみ代しろアニメ『幻げん影えい機き兵へいファントム』の主人公を手にした、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。

　それから一年以上が経たち、千ち佳かは新たな場所へ踏ふみ出だすために、マイクの前に立った。

　雑念を打ち消し、千ち佳かは目の前の演技に集中する。

　アフレコブースにたったひとり、渡わた辺なべ千ち佳かは夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひとして声を発した。

「ブルークラウン、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひです。ティアブレイブハートを演じます」
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　イベント会場には、その瞬しゆん間かん、満足そうなお客さんしか座っていなかった。

　ずっと後ろのほうまで並ぶ客席は満席で、今も拍はく手しゆが鳴なり響ひびいている。

　彼らの視線の先にいるのは、アイドル声優・桜さくら並なみ木き乙おと女めだ。

　髪かみを可か愛わいらしくヘアアクセサリーで彩いろどり、綺き麗れいにメイクをしてもらい、華か麗れいなワンピースに身を包んだ乙おと女めがステージに立っている。

　乙おと女めの背後のスクリーンには、『桜さくら並なみ木き乙おと女めのまるでお花見するように　公開録音』という表題が輝かがやいていた。

　乙おと女めはステージ上で、嬉うれしそうに手を振ふっている。

　音楽が小さくなり、乙おと女めが手を下ろすと、ずっと続いていた拍はく手しゆが徐じよ々じよに消えていった。

　にこりと微ほほ笑えんでから、乙おと女めはマイクを持ち上げる。

「さて。ここからは、収録されない部分になります。ちょっとだけですが、会場に来てくれたお客さんだけに、お話ししたいことがあります」

　先ほどまでは公開録音ということで、番組で使われる音源を収録していた。

　それは既すでに終しゆう了りようし、一いつ旦たんはエンディングを迎むかえている。

　ここからは、完全な未収録部分だ。

　客席いっぱいのお客さんを見ながら、乙おと女めは笑え顔がおを向けた。

「わたしね、みんなからはいつもすっごく元気をもらってるの。こうしてファンの人たちが集まってくれて、泣いちゃいそうなくらい嬉うれしい。いつも応おう援えんしてくれてありがとう！」

　たくさんの人たちに感謝の言葉を投げ掛けると、客席からもたくさんの声が返ってきた。

　乙おと女めは幸せな気持ちになりながら、話を続ける。

「でね、わがままなんだけど。また力をもらってもいいかな？　実は……、今からすっごく大事なオーディションがあって。どうしても受かりたくて、今まで頑がん張ばってきたんだ。だから、みんなに『頑がん張ばって！』って言ってほしいの！」

　そう言ってから、乙おと女めはマイクを客席に向ける。

　するとすぐさま、思い思いの言葉がたっぷりと返ってきた。「さくちゃん、頑がん張ばってー！」「頑がん張ばれー！」「ファイトー！」「絶対受かるよー！」といった声から始まり、それはどんどん大きくなる。

　あまりにもいろんな言葉が飛とび交かうものだから、混ざってとんでもないことになっていた。

　思わず乙おと女めは笑ってしまい、お客さんたちもいっしょになって笑う。

　ひとつひとつは聞こえなくとも、その想おもいは確実に乙おと女めの心に溜たまっていく。

「応おう援えんして」とわがままを言って、こんなにも数多くの声をもらえるなんて、なんて幸せなんだろう。

　感謝の気持ちでいっぱいになりながら、せめて少しでも返せますように、と乙おと女めは満面の笑えみを浮うかべた。

「みんな、ありがとー！　がんばってくるねー！　大好きだよー！」

　乙おと女めは退場する前に、ステージの端はしっこまで走っていく。

　お客さんの顔を見ながら、ありがとう、ありがとう、とできるだけ多くの人と目を合わせていった。

　互たがいに手を振ふり合いながら。

　その間も乙おと女めへのエールと、拍はく手しゆは止やむことなく鳴なり響ひびく。

　彼らの嬉うれしそうな笑え顔がおを見ていると、物もの凄すごく力が湧わいてきた。

　その顔をじっくりと見ながら、乙おと女めはステージの袖そでへと消える。

　よくイベントに来てくれる人も、初めて見る人も、たくさん、たっくさんの笑え顔がおを見せてくれた。

　嬉うれしかったなぁ、と笑っていたが、そこでふと思う。

　乙おと女めのイベントには大勢の人がやってくるが、お渡わたし会やイベントを繰くり返かえしていると、お客さんの顔を覚えてくる。

　名前が言えるファンだっていっぱいいた。

　その中で印象的なのは、帽ぼう子しとマスクと眼鏡を身に着けた女の子だ。

　毎回来てくれるわけではないが、目立つ容姿なので来ていればすぐに気付く。

　あの子の表情は見えないが、いつも一いつ生しよう懸けん命めいに応おう援えんしてくれた。

　今日だって、「さくちゃん、頑がん張ばれー！　世界一ーッ！」と声を張ってくれている。

　そんな素す敵てきな人たちの力によって、乙おと女めは前に進めるのだ。

　乙おと女めは控ひかえ室しつに戻もどり、ささっと撤てつ収しゆうして、マネージャーが運転する車に乗り込む。

　マネージャーの水み戸とはすぐに車を発進させながら、乙おと女めに詫わびた。

「すみません、桜さくら並なみ木きさん……。この日しか、スケジュールが空けられなくて……。大事なオーディションだし、本当はもっと集中したかったと思うんですが……」

　水み戸とはすまなそうにしている。

　今から乙おと女めは、プリティアのオーディション会場に向かう。イベントからのダブルヘッダーだ。時間の余よ裕ゆうだってほとんどない。

　プリティアのオーディションとなれば、もっと心の準備をしたかった。

　オーディションに集中し、その日はそのことだけ考えるくらいの気持ちでいたかった。

　しかし、今は。

　乙おと女めは本心から、首を振ふる。

「ううん。よかったです。お客さんの声を聞いて、とっても元気が出ましたから。むしろ、ズルだとさえ思いますよ。ファンのみんなの力を借りてるんですから。今のわたしは──、やる気十分です」

　きゅっと拳こぶしを握にぎり、強く頷うなずく。

　目を瞑つぶるだけで頭の中に響ひびく、先ほどのお客さんたちの声。

　結局、ファンの応おう援えん以上にやる気が出るものなんて存在しない。

　彼らの歓かん声せいに背中を押され、乙おと女めの活力はみなぎっていた。

　ファンのみんなに支えられ、仲間たちの想おもいを肩かたに乗せ、乙おと女めはプリティアに挑ちよう戦せんする。

　そうして、桜さくら並なみ木き乙おと女めはマイクの前に立った。

　たくさんの想おもいを纏まといながら、アフレコブースで声を放つ。

「トリニティ、桜さくら並なみ木き乙おと女めです。ティアブレイブハート役です。よろしくお願いします」




　　　　　　　　　　　　♥




　大学の入学式を終えて、実は千ち佳かと同じ大学だった、というオチに衝しよう撃げきを受けたあと。

　由ゆ美み子こは慣れない大学生活の傍かたわら、ひたすらにオーディションに打ち込んでいた。

　三月を丸々使えたために、オーディションと仕事に奔ほん走そうし。

　そのおかげで生まれた余よ裕ゆうは、すべてプリティアに注ぎ込んだ。

　このオーディションに、歌うた種たねやすみの数年間を詰つめ込こむ。

　初めて役をもらったときの、信じられない喜びも。

　自分の声がテレビから流れたときの、違い和わ感かんのあるむず痒がゆさも。

　オーディションに落ち続けたときの、どうしようもない惨みじめさも。

　ステージ上からお客さんの笑え顔がおを見たときの、頰ほおが緩ゆるむような尊さも。

　──ライバルとの、かけがえのない時間も。

　そのすべてがあって、歌うた種たねやすみはここにいる。

「由ゆ美み子こ。準備、できた？」

　部屋でひとり集中していると、母に話はなし掛かけられた。

　振ふり返かえると、外出の用意ができた母が立っている。

　由ゆ美み子こも既すでに準備を終えていた。

「あら。そっちで行くの？」

「──うん」

　頷うなずく。

　今の由ゆ美み子この姿は、普ふ段だんのギャル姿ではない。

　髪かみを流し、メイクも薄うすめ、服装もブラウスにスカートというシンプルな出いで立たち。

　どちらかと言えば、歌うた種たねやすみに近い姿だった。

　なんとなく、この格好で行きたかったのだ。

　母と連つれ添そって、住宅街を歩いていく。

　道中、母と話すことはほとんどなかった。

　由ゆ美み子こが集中しているのを察し、ただ黙だまって横にいてくれたようだ。

　──ありがとう、ママ。

　これが終わったら、お礼をちゃんと伝えようと思う。

　ふたりが向かったのは、近所の墓地だ。

　街の喧けん騒そうから離はなれた場所にある墓地で、常に涼すずしげな風が通っている。

　人の声もあまり聞こえず、同じ墓参りの人とすれ違ちがうくらいしか人ひと気けもない。

　由ゆ美み子こと母は、墓前で手を合わせた。

　目を瞑つぶり、眠ねむっている祖母に声を掛かける。

　──ばーちゃん。

　あたし、プリティアになってくるよ。

　ずっとずっとなりたかった、プリティアに。

　ばーちゃんが応おう援えんしてくれた声優として、今から頑がん張ばってくるから。

「……………………」

　目を開けても、墓石がただ佇たたずんでいるだけ。

　それでも由ゆ美み子この目には、大好きな祖母の笑え顔がおが浮うかんでいた。

　スっと背中を撫なでられる。

　母が墓を見つめたまま、由ゆ美み子この背中に手をやっていた。

「ママも……、おばあちゃんも、見守ってるから。行っておいで、由ゆ美み子こ」

「──うん」

　由ゆ美み子こはその足で、オーディション会場に向かった。

　スタジオでだれかと話すこともなく、真しん剣けんな面おも持もちでそのときを待つ。

　これほど集中したのは、いつぶりだろうか。

　目を瞑つぶると、彼女たちの声が頭の中に聞こえてきた。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めや、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひといったライバルの声だ。

　乙おと女めも千ち佳かも、同じティアブレイブハートを受けている。

　彼女たちの演技を想像し、それでも自分が超こえるところをイメージしながら、由ゆ美み子こは出番を待った。

　集中が切れるどころか、より研とぎ澄すまされる中、名前を呼ばれる。

　返事をして立ち上がり、そこでポケットからハンカチを取り出した。

「…………………………」

『これあげる』

　そっけない先せん輩ぱいの声が頭に蘇よみがえる。

『幻げん影えい機き兵へいファントム』で、シラユリが壮そう絶ぜつな最さい期ごを遂とげたあの回。

　その収録を終えたあと、森もり香か織おりが渡わたしてきたハンカチだった。

　これをどういうつもりで、彼女が由ゆ美み子こに託たくしたのかはわからない。

　でも、由ゆ美み子こにとってこれはお守りだった。

　自分が憧あこがれた声優──、声優になるきっかけになった作品、『魔ま法ほう使つかいプリティア』の主人公、森もり香か織おり。

　彼女と肩かたを並べてアフレコに挑いどんで、なぜだか汗あせを拭ふいてくれた。

　憧あこがれだった声優と、憧あこがれだった作品に、自分は挑ちよう戦せんする。

　ハンカチを握にぎりしめ、その拳こぶしを額に当てた。

　深く深く、深呼吸する。

「──────────────」

　さぁ、行こう。

　歌うた種たねやすみはブースの中で、自分の夢に手を伸のばす。

「チョコブラウニー、歌うた種たねやすみ。──ティアブレイブハートです」
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「この手に宿るは、勇気の心！　ティアブレイブハートッ！　助けを求めるだれかのために！　スーパーヒーロー、プリティア──！」

「えぇ、あなた妖よう精せいさんなの!?　すごいすごい！　ねぇわたしと、友達になろうよ！」

「わたしはね、小さな頃ころからプリティアになりたかったの！　困っている人を助ける正義の味方！　ずっとずっと、プリティアを追いかけてた！」

「ブレイブハート、チャージ！　勇気の心をいっぱいに！　受け止めてみなさい、ブレイブナックル──ッ！」

　何百回と練習してきた、あまりに馴な染じんだセリフを口にしていく。

　何年も夢に憧あこがれていても、オーディション自体は数分だ。

　あっさりと、「ありがとうございました」とスピーカー越ごしに言われ、由ゆ美み子こも頭を下げる。

　でも、手応えはあった。

　特に失敗することもなく、満点の演技を引き出せたと思う。

　今の由ゆ美み子この全力だ。

　ティアブレイブハートを降ろすことができたと思うし、十分な練習時間のおかげでこれ以上ないほど演技も詰つめられた。

　ここまでやってダメなら、諦あきらめもつく、というほどに。

　音おん響きよう監かん督とくは顎あごに手をやり、監かん督とくといっしょに頷うなずく姿がガラス越ごしに見えた。

　経験上、あの反応はいい感かん触しよくだと思う。

　少なくとも、全く響ひびいていないわけではない。ダメだった反応も、由ゆ美み子こは幾いく度どとなく見てきたからわかる。

　とりあえずはほっとしていると、心臓が急速に主張を始めた。

　なまじ期待感のある反応だっただけに、「もしかして、いけるんじゃ？」と身体からだが早とちりしてしまったのだ。

　これから結果が出るまで、どれくらいの期間があるかわからないのに。

　──しかし。

　監かん督とくがブースの扉とびらを開いた。

　由ゆ美み子こが困こん惑わくしていると、目の前で手を広げる。

「歌うた種たねさん。不合格です。もう全っ然ダメ」

「……はっ」

　そこで目を覚まし、瞬まばたきを繰くり返かえす。

　見慣れた天てん井じようを見つめたあと、ゆっくりと身体からだを起こした。

　頭を搔かきながら、ぼんやりとあくびをする。

　また、オーディションの夢だ。

「せっかく夢なら、合格にしてくれりゃあいいのに……」

　自分の見た夢に文句を言いながら、由ゆ美み子こはのそのそとベッドから降りた。

　身体からだを伸のばしながら、オーディションを振ふり返かえる。

　最後の展開は完全に夢独自のものだが、それ以外は実際にあった出来事だ。

　手応えがあったのも、監かん督とくたちのリアクションがよかったのも事実。

　逆に、全くダメだったら夢に出るほど意識が向かなかっただろう。

　期待しているからこそ、ここまで意識してしまう。

　胸に手をやれば、とくんとくんと心臓が跳はねるのを感じた。

　オーディションのことを考えると、すぐにこうしてドキドキしてしまう。

　それに苦く笑しようしながら、気持ちを切きり替かえた。

　今の由ゆ美み子こは声優であるとともに、大学生でもあるので。

　大学に行かなければならない。







　電車が目的の駅に着くと、ぞろぞろと同じ大学の学生らしき人が降りていく。

　そこにまじって歩いていると、見知った人物を発見した。

　彼女もこちらに気付いたようで、ゆる〜く手を振ふりながら寄ってくる。

「んぉはよぉ〜、由ゆ美み子こぉ〜」

「おはよ、若わか菜な。なに、眠ねむそうじゃん」

「眠ねむい〜。やっぱ一コマからあると眠ねむいよねぇ〜……」

　ふわわわわ、と豪ごう快かいなあくびをしているのは、親友である若わか菜なだ。

　今年の春に同じ高校の親友から、同じ大学の親友に変化している。

　今日の若わか菜なはぶかぶかの黒パーカーを着て、生足にスニーカーというラフな格好だ。キャップもとても似合っているが、本人は眠ねむそうな顔でぽやぽやしていた。

　由ゆ美み子こはそんな若わか菜なに呆あきれながら、視線を周りの人たちに向ける。制服を着ている学生は、ほとんど見み掛かけなかった。

「一コマからって言っても、高校のときより遅おそいんだからさ。しかも、毎日あるわけじゃないし。腑ふ抜ぬけるの、早すぎない？」

「や、そうなんだよね〜。前は八時には学校にいたのにな〜。なんだか信じらんないや。毎日きっちり講義があるわけでもないし、大学生って思った以上に時間に余よ裕ゆうあるよねぇ」

「そこはあたしも結構びっくりした」

　そろそろ大学生のリズムが摑つかめてきたところだが、それにより思ったのが、「高校生のほうが忙いそがしくない？」というもの。

　年間修得単位数の上限があるうえに、一年生は受けられる講義が決まっているので、そこまでギチギチにならない。一年生のうちに多めに単位を修得するつもりだが、それでも丸一日授業を受ける高校生よりゆとりがあった。

　由ゆ美み子こは真面目に講義を入れたものの、朝がゆっくりな日もあれば、早めに帰る日もある。資格取得を視野に入れるとまた違ちがうのだろうが、今のところは気楽だった。

　高校時代なんて、夕方までしっかり授業を受けたあと、駅まで走って電車に飛び乗り、アフレコにすべり込むこともあった。

　今はその辺りの調整も、比ひ較かく的てき楽である。

「逆に、時間に余よ裕ゆうがあるから腑ふ抜ぬけるのかも。も〜、ついうっかり夜よ更ふかししちゃうし」

　若わか菜なは再び、大きなあくびをする。

　大学生の自由度は今までの比ではないので、自己管理ができていないと崩くずれやすいかもしれない。

　なんてことを話しながら、大学の構内を歩いていく。

　周りの学生はまばらだ。

　一コマ目の講義はそれほど多くなく、それに応じて学生も少なかった。

　教室に入り、空いている席に腰こし掛かける。

　しばらくしてから、見覚えのある人物が同じように教室に入ってきた。

「あ、渡わた辺なべちゃんだ。お〜い」

　若わか菜ながゆるゆると手を振ふった相手は、千ち佳かだ。

　今日はブラウスに白いニットベストを重ね、下はグレーのパンツ。どこか優等生、といった印象を与あたえた。

　これで長い前まえ髪がみを何とかすれば、周りがはっとするほどの美少女だろうに。

　千ち佳かは若わか菜なに気付くと、特に反応することなく寄ってきた。

「おはよん、渡わた辺なべちゃん。ありゃ、どしたん？　なんか微び妙みような顔してるけど」

「いえ、べつに。何でもないわ。おはよう、川かわ岸ぎしさん」

　さすがに目が覚めてきた若わか菜なが、ご機き嫌げんに千ち佳かに挨あい拶さつする。

　千ち佳かもごく普ふ通つうに返していた。

　由ゆ美み子こはその様子を眺ながめながら、ふっと笑う。

　千ち佳かの違い和わ感かんに気付いたのだ。

「若わか菜な。渡わた辺なべはね、こういうの慣れてないから。友達に呼ばれるのも、いっしょに授業受けるのも。だから、微び妙みような顔してんの。赤ちゃんが初めて食べるものにびっくりする動画あるじゃん？　あんな感じ」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。なぜ、いちいちそんなことを言うの？　マウント大好きなのは結構だけど、あんまりはしゃぎすぎないでくれる？」

「ままままままま、ま〜ま〜ま〜」

　即そく座ざに臨戦態勢に入った由ゆ美み子こと千ち佳かを、若わか菜なは苦く笑しようしながら取りなす。

　由ゆ美み子こ、若わか菜な、千ち佳かの順で座っているので、口論しづらいのも事実だった。

　おとなしく、三人揃そろって講義を受けていた。

　……と、いう具合に。

　由ゆ美み子こたちの大学生活は、それなりに平和だった。

　一応、歌うた種たねやすみも夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも有名人なうえに、本名も割れている。新しい環かん境きようは不安と言えば不安だったが、それほど大きな出来事もなかった。

　時折視線を感じたり、ごく稀まれに話はなし掛かけてくる人はいるが、その程度だ。高校時代のほうがよっぽどひどかったと言える。

　ちなみに千ち佳かは本気で嫌いやそうにするので、話はなし掛かけられることはもうないそうだが。

　三人揃そろって一コマ目、二コマ目の講義を受けて、昼休みに入る。

　若わか菜なが早さつ速そく立ち上がりながら、お腹なかをのんびりと擦さすった。

「あ〜、お腹なかすいた〜。今日、なに食べよっかな」

　うきうきしながら鞄かばんを持ち上げる。

　同じように、千ち佳かも立ち上がった。

「あ、渡わた辺なべちゃん。今から由ゆ美み子こと学食行くけど、渡わた辺なべちゃんも行かない？」

「いえ、遠えん慮りよしとくわ。わたしは一度家に帰るから」

「あ、そ？　じゃあまたあとでね〜」

　千ち佳かのつれない返事にも、若わか菜なは自然体で対応している。引ひき際ぎわも潔いさぎよい。

　こういうところが、千ち佳かと上う手まく付き合える理由なんだろうな、と由ゆ美み子こはそっと思う。

　ただ、若わか菜なは珍めずらしく引ひっ掛かかったらしい。

　千ち佳かと別れたあと、彼女の背中を見つめながら顎あごに指を当てた。

「……渡わた辺なべちゃん、ちゃんとご飯食べてるのかな」

「え？　食べてんじゃないの？　さっきも家にご飯があるって……、いや、言ってないわ」

　よくよく思い返せば、「ご飯いっしょに食べない？」に対して、「家に帰るから」という一見繫つながっていそうで繫つながっていない理由で断っている。

　家にご飯があるなら仕方ないか、と思えるが、そうは一言も言っていなかった。

　断る理由を述べたわけではなく、ただ事実を口にしただけだ。

　あまりに千ち佳からしい。

　でも、心配ないように思う。

「大だい丈じよう夫ぶなんじゃないの？　あいつ、食は雑だけど高校ではちゃんと昼ご飯食べてたし」

「やー、高校は毎日きっちり時間が決まってるじゃん？　食べるのが当たり前の空間だし。でも、家に帰ってると、『べつに食べなくていっか〜』ってリズムになりそうじゃない？　休みの日みたいに。渡わた辺なべちゃん、食細いし、全部面めん倒どうくさくなってないかな〜」

「……………………」

　若わか菜なも随ずい分ぶんと千ち佳かのことを理解している。

　千ち佳かは高校の時点で、食事を自分で用意していたが、面めん倒どうで食生活が雑になっていた。

　親の目がなくなった今、さらにひどくなっている可能性も否定できない。

　つい先日、たまたま千ち佳かの母と会ったときのことを思い出す。

『由ゆ美み子こちゃん。千ち佳かと同じ大学だったのね』

『あ、ですね。入学式まで知らなかったんですけど』

『とても、安心したわ……。由ゆ美み子こちゃんがいてくれるだけで、状じよう況きようがだいぶ変わってくるから……。千ち佳かのこと、くれぐれもよろしくお願いします』

『ママさん。ママさん。待ってください。面めん倒どう見ませんからね？』

　実の親からも大変心配されている。

　とはいえ、由ゆ美み子こたちにできることがあるわけではない。

　そのまま、ふたりで学食に向かった。

「にしても渡わた辺なべちゃん、昼休みに家に帰れるのっていいよね〜。なんか、すっごく近いらしいよ。一人暮らしも憧あこがれるし、うらやまし〜」

　若わか菜なは両手をぎゅっと握にぎって、心底羨うらやましそうに身体からだを揺ゆらした。

　由ゆ美み子こも見たことはないが、本当に徒歩数分の距きよ離りにマンションがあるらしい。

　由ゆ美み子こも若わか菜なも実家から電車で通っているので、徒歩圏けん内ない、しかも手軽に帰れるのは羨うらやましかった。

　同時に、ひとりが好きな千ち佳かがわざわざ学食には行かないよなあ、とも。







　後日。

　由ゆ美み子こは三コマ目から講義があり、正午辺りに大学に着く。学食でのんびりご飯を食べてから、講義を受けるつもりだった。

　その際、なんとなく掲けい示じ板ばんの前を通って、足を止める。

　気になるものが目に入ってしまい、まじまじと見つめた。

「ん？　……んん？　んんん？　……うーわ、やったわ……」

　肩かたを落とし、思わず手で顔を覆おおう。

　どうやら同じような人はほかにもいるようで、周りから「えっ」やら「マジかよ」といった声が上がっていた。

　休講。

　休講である。

　これから由ゆ美み子こが受ける予定だった講義が、急きゆう遽きよ休講になっていた。

　学生用のポータルサイトにも記き載さいされているはずだが、いちいち確かく認にんなんてしていない。

　やった、ラッキー、とは思えなかった。由ゆ美み子こが受ける講義はほかにもあるので、帰れるわけではないのだ。

　むしろ、余計な待ち時間が発生して疲ひ労ろう感かんが増す。

「え〜……、どうしよ……。どこで時間潰つぶそうかな……」

　腕うでを組んで、天てん井じようを仰あおぐ。

　声優の仕事柄がら、待ち時間には慣れている。

　だが、そういうときは、きちんとやることを持ってきていた。

　原作を確かく認にんしたり、外でもできる仕事を片付けたり。

　今は大学用の鞄かばんで、仕事関係のものは何も入っていない。

　次の講義までどうしたもんかな〜……、と唸うなっていると、声を掛かけられた。

　千ち佳かだ。

「佐さ藤とう。どうしたの、そんなところに突つっ立たって」

「あぁ、渡わた辺なべ。これ、休講。参ったよ。どこで時間潰つぶしたもんかなって」

　怪け訝げんそうに話はなし掛かけてきた千ち佳かに、由ゆ美み子こは掲けい示じ板ばんを指差す。

　千ち佳かはそれを見て、「あぁ」と頷うなずいた。

　こういうとき、家が近い人は便利で羨うらやましい。家に帰って一休みしていれば、あっという間に時間が過ぎるのだから。

　どこかカフェでも行くかな〜……、と由ゆ美み子こが考えていると、千ち佳かがこちらを見た。

　そして、全く思いも寄らぬことを提案してくる。

「それなら、うち来る？」

「……………………は？」

　あまりにも予想外の言葉に、由ゆ美み子こから気の抜ぬけた声が出た。

　何かの冗じよう談だんだろうか、と千ち佳かをまじまじ見るも、彼女は特に表情を変えない。

　本気らしい。

　本気で、千ち佳かは由ゆ美み子こを部屋に誘さそっている。

　そんなこと、今までの渡わた辺なべ千ち佳かならありえなかった。

「……どうしたの、千ち佳かちゃん。熱でもあるの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　割と本気で心配し、由ゆ美み子こが彼女の額に手を伸のばすと、嫌いやそうに叩たたき落おとされた。

　彼女は不ふ機き嫌げん顔で、面めん倒どうくさそうに口を開く。

「あなたが時間つぶしに困っていると言ったからでしょう。わたしはどうせ今から一いつ旦たん部屋に戻もどるし、それならいっしょにどうかって言ったのよ」

「お、おお……」

　ごく平然と言う千ち佳かに、由ゆ美み子こはただただ戸と惑まどう。

　これが千ち佳かでなければ、「ほんと？　ありがと〜」とふたつ返事で行くところだし、何の違い和わ感かんもなかった。

　でも、相手はあの千ち佳かなのだ。

　それとも、それほどまでに心を許してくれているのだろうか……？

　い、行く、とどうにか返事をすると、千ち佳かは黙だまって踵きびすを返かえした。

　追いかけて隣となりに並ぶと、千ち佳かはそっけなく「こっち」と指を差す。

　どぎまぎしながら、彼女が歩く先に目を向けた。

　彼女の部屋に行くことを決めたものの、やはり疑問は黙だまっていられない。

「……意外だよ。渡わた辺なべって……、いや、渡わた辺なべに限らなくてもさ。人を家に上げるのってハードル高いって言うじゃん。自分のテリトリーに、他人を入れるっていうのは。平気なの？」

　千ち佳かはむしろ、そういったところはデリケートな印象がある。

　千ち佳かの家には何度か行ったことがあるが、始まりはラジオの噓うそをなくすところから。

　つまり、仕事だ。

　そして彼女の住家は『渡わた辺なべ家』から『千ち佳かの部屋』に変わった。

　まるごと全部が彼女の住すみ処かなわけで、そこに他人を招き入れるのは特別な意味を持つのではないか。

　千ち佳かは前を向いたまま、ふっと笑う。

「だれかれ構わず家に入れるあなたが、そこを疑問に思うの？」

「あたしの家は、まぁそういう家だからさ。特に抵てい抗こうないけど」

　思えば、本当にだれかれ構わず入ってくる家だ。

　若わか菜なや乙おと女めはもちろん、千ち佳か、めくる、飾かざ莉り、ミントまで来たことがあるのだから、不思議な話である。

　ただ、それは由ゆ美み子こが人を招き入れるのが好きだからだ。

　少なくとも、千ち佳かは真逆のタイプだろう……、と思っていると、彼女は小さく肩かたを竦すくめる。

「ほかの人なら嫌いやだけれど、あなたなら構わないわ。むしろ、歓かん迎げいする。事前に言ってくれれば、泊とまっていってもいいわよ。客用布団なんて気の利きいたものはないから、同じベッドで眠ねむってもらうことになるけど」

「……………………………………」

　おかしい。おかしすぎる。

　歓かん迎げいする？　泊とまっていってもいい？

　そんなこと、あの千ち佳かが言うわけがない。

　いくら互たがいの家で何度も寝ね泊とまりして、ハードルが低くなっているとはいえ、それでも違い和わ感かんは拭ぬぐえなかった。

　信号待ちで足を止めたので、彼女の横顔をじっと見つめる。

「……なに」

「や……。お姉ちゃんが妙みようにあたしにやさしいから。なんかあったのかと思って。あたし、気が付かないうちに惚ほれさせてた？　渡わた辺なべ、あたしのこと愛してんの？」

「好きか嫌きらいで言えば、大だい嫌きらいだから。そこは安心なさいな」

　あくまでいつもどおり、千ち佳かは減らず口を叩たたく。

　大だい嫌きらいな相手を家に泊とめないだろ。

　由ゆ美み子この困こん惑わくはさらに強くなっていったが──、突とつ然ぜん、千ち佳かはぴたりと足を止めた。

　まだマンションには着いていない。

　それどころか、ここはスーパーの前だ。

「？　どしたの、渡わた辺なべ。買い物？」

　由ゆ美み子この問いには答えず、千ち佳かは目を瞑つぶって口を開く。

「佐さ藤とう。すべての物事にはね、対価が必要だと思うのよ。わたしはあなたに部屋を貸す。講義の時間まで好きに居てもらって構わないわ。ただし──、やってもらいたいことがある」

　彼女はよどみなく言葉を並べると、由ゆ美み子この顔を見上げた。

　由ゆ美み子この服の裾すそを握にぎり、まっすぐに告げる。

「ご飯、作って」

「………………………………………………………………いいよ」

　身体からだ中じゆうから力が抜ぬけつつも、納なつ得とくした。

　むしろ安心した。

　千ち佳かは何も、厚こう意いから由ゆ美み子こを家に呼んだわけではない。

　手作りのご飯が食べたいなあ、と思っていたところに、右往左往している由ゆ美み子こを見つけたわけだ。

　もし由ゆ美み子こが千ち佳かの家に泊とまれば、晩ご飯も翌日の朝ご飯も作ることになるのだろう。

　手作りご飯のためなら、家に招くことも厭いとわない。

　それだけ由ゆ美み子この料理が、千ち佳かにとって価値の高いものであること。

　そこは嬉うれしいような、むず痒がゆいような。

　別にこんな条件出さなくても作ってあげるけどな……、とは思いつつも、言葉にはしない。

　ただ、不安はあった。

　ふたり並んで、スーパーに入っていく。千ち佳かがカートを押してきたのでその不安がより膨ふくらむが、まずは食材の確かく認にんだ。

「冷蔵庫には何が入ってる？」という問いには「飲み物」、「食材は何がある？」という問いには「お米しかない」という力強いコメントを頂いた。（米は親から送られてくるらしい。その他にも調理なしで食べられるものは多数送られているようだが、食材は米だけ）

　由ゆ美み子こはこめかみに指を当てながら、その不安を口にする。

「お姉ちゃん。ご飯作るのはいんだけどさ、お姉ちゃんの家って調理道具ある？　使わないからって買ってないことない？」

　由ゆ美み子こが千ち佳かの家でものびのび料理ができたのは、調理道具が豊富だったからだ。

　広いキッチンに相応ふさわしく、大体のものは揃そろっていた。

　使われてなかったが。

　千ち佳かが何を作ってほしいかわからないが、調理道具の有う無むでかなりメニューの幅はばが変わる。

　千ち佳かは肩かたを竦すくめて、あまりにも千ち佳からしい答えを告げた。

「わたしもね、最初はいらないと思っていたの。自じ炊すいしないだろうし。食器も迷ったくらいだわ。箸はしとコップはあれば便利だから、思い直したけれど」

「箸はしとコップが便利っていう感覚、盲もう点てんだわ」

「でも母が……、『あって困るものじゃないし、持っておきなさい』って無理やり押し付けてきたの。だから、一通り揃そろってるはず。見てないけど」

　千ち佳か母の親心に、由ゆ美み子こは目め頭がしらを押さえそうになった。

　千ち佳かが自じ炊すいするかもしれない、という一いち縷るの望みに賭かけて、買かい与あたえた母の気持ちは察して余りある。

　家に調理道具があるかどうかで、自じ炊すいへのハードルはうんと変わる。開かい封ふうすらされていないのは切ないが。

　それなら大だい丈じよう夫ぶそうかな……、と千ち佳かの母の顔を思おもい浮うかべていると、千ち佳かは聞き捨てならないことを言った。

「それにこの前、母に言われたのよ。佐さ藤とうと大学が同じだと知ったみたいで。『いざとなったら、由ゆ美み子こちゃんに頼たのんでみなさい。調理道具は揃そろってるから』って」

「…………………………」

　熱くなった目め頭がしらが、スッと冷える。

　いや別にいんだけどさぁ……、親子揃そろってさぁ……。

　渡わた辺なべ母娘おやこに思うところはありつつも、乗りかかった船だ。

　せっかく作るのであれば、ちゃんとしたものを食べさせてあげたい。

　隣となりでカートを引く、小こ柄がらな彼女を見下ろした。

「それで？　お姉ちゃんはなにが食べたいの？」

「…………」

　千ち佳かは、すぐには答えない。

　彼女は足を止めて、こちらに身体からだを向けた。

　スッと一歩近付き、まっすぐに見み据すえてくる。

　その真しん剣けんな面おも持もちも、近い距きよ離りも、傍はたから見れば何事か、と思うもの。

　その状じよう況きようで、千ち佳かは意を決したように口を開いた。

「佐さ藤とう。わたしは、あなたの料理の腕うでを尊敬している。心から尊いものだと思う。その反面、わたしは料理のことがわからない。だからもし、わたしが言うことがあなたにとって屈くつ辱じよく的てきなもの、侮ぶ辱じよくだったら、きちんと言ってほしい。そのときは、謝るから」

　聞いたことがないくらい真しん剣けんな声こわ色いろと態度でそう言ったあと、千ち佳かは己おのれの胸に手を当てた。

「味み噌そカツが、食べたい」







　スーパーで買い物を済ませたあと、由ゆ美み子こと千ち佳かは彼女のマンションにやってきた。

　小こ綺ぎ麗れいな新しめのマンションで、きちんとオートロック。立地は本当に大学のすぐそばだ。

　スーパーの袋ふくろを揺ゆらしながらエレベーターに乗り込み、彼女の部屋の前まで歩いていく。

「ん」

「あぁ」

　彼女がカギを出せるように、彼女の手からスーパーの袋ふくろを受け取る。

　千ち佳かが扉とびらを開けると、「どうぞ」と部屋の中に招き入れられた。

　少しばかり、緊きん張ちようする。

　彼女の生活を見るのは、やはり不安が大きい。

「お邪じや魔ましま〜す……」

　おそるおそる、彼女の部屋に入っていく。

　部屋の中は、思ったよりも普ふ通つうだ。

　少し広めのワンルームで余よ裕ゆうがあり、散らかってもいない。

　むしろ、一人暮らしの割によく片付けられていた。

　思えば、千ち佳かは料理以外の家事は受け持っていたわけだし、実家も綺き麗れいだった。

　もし、朝あさ加かの部屋みたいになっていたらどうしようと思っていたが、大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　実家の千ち佳かの部屋で見み掛かけた、家具や小物もちらほらとあった。そのせいか、程ほどよい生活感があり、落ち着く。

　母か千ち佳かかわからないが、家具のセンスはよかった。

　ぐるりと見回し、素す直なおな感想を述べる。

「いい部屋じゃん」

「どうも」

　千ち佳かのそっけない返事を聞きながら、由ゆ美み子こはキッチンに目を向けた。

　さすがに一人暮らし用なので、キッチンは小さめだ。とはいえ、ふたりで料理をするわけじゃないので、そこまで問題もないだろう。

　よし、と由ゆ美み子こは気合を入れる。

「じゃ、早さつ速そく作るか。あんま時間ないし。お姉ちゃん、お米だけ研といでくれる？」

「ん。わかった。お米を研とぎ終わったら──」

「終わったら、座ってて。ね。それが一番だから。ね。狭せまいから」

　念を押して言い聞かせると、千ち佳かは不満そうだったが渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　ここまでの移動と買い物の時間で、次の講義までそれほど余よ裕ゆうはない。

　手早く作ろう。

　肩かたがくっつく距きよ離りでキッチンに並びながら、千ち佳かは米研とぎ、由ゆ美み子こは調理の準備を進めていく。慣れないキッチンだったが、やがて気にならなくなった。

　そして、しばらくしてから。

　テーブルの上には、出来立ての料理が並んだ。

　揚あげたてのカツに千切りキャベツ、お味み噌そ汁しる、ほかほかのご飯。味み噌そ汁しるはインスタントで無念だが、時間的にあまり贅ぜい沢たくも言えない。

　カツにはしっかりと味み噌そが沁しみこみ、黒く染まっていた。

　千ち佳かが希望していた、『矢や場ばとんの味み噌そカツを家庭で再現』である。

　彼女があれほど「味み噌そカツ」と言うのに前置きをした理由は、「再現困難なものを要求した場合、プライドが傷付くのではないか」という妙みような配はい慮りよからだった。

　由ゆ美み子この腕うでを尊敬しているからこそ、とても気を遣つかっているらしい。

　ほかに気を遣つかうところあるだろ。

「おお……っ。すごいわ、佐さ藤とう……。見た目はそっくりね……」

　向かいに座った千ち佳かが、目をキラキラさせながら料理を見下ろしている。

　ちらちらとこちらを見ているので、「どうぞ」と促うながした。

　早さつ速そく、千ち佳かは手を合わせる。

　すぐさま箸はしは味み噌そカツに向かい、口に運ばれ、サクっ！　と齧かじられた。

　その瞬しゆん間かん、さらに彼女の目が輝かがやく。

「おいしいっ！」

「まっすぐなおいしい、ありがとう」

　飾かざり気けのないストレートな賛辞に、由ゆ美み子こはつい顔をほころばせてしまう。

　千ち佳かはふんふん、と頷うなずきながら、お茶ちや碗わんに手を伸のばしていた。

「すごいわ、佐さ藤とう。かなり矢や場ばとんの味み噌そカツに近い。もちろん全く同じというわけじゃないけど、むしろそれがいいわ。同じなら、お店に行けばいいんだから。わたしとしては、こっちのほうがサッパリしてて好き。さととんは味み噌その濃こさがすごくちょうどよくてはもはもはも」

「褒ほめながら食べなくていいから……。あと、さととんって言うのやめて」

　由ゆ美み子こはおいしそうに食べる千ち佳かを見ながら、自らもカツに箸はしを伸のばす。

　彼女が気に入るのも、当然と言えば当然だ。

　千ち佳かの好みに合わせたのだから。

　由ゆ美み子こは今まで何度も千ち佳かに料理を作っているし、しょっちゅう食事をともにしている。ある程度、食の好みは見えていた。

　まぁたぶん、これくらいのほうが好きなんじゃない？　程度ならわかる。

　千ち佳かの好みに合わせたことに思うところはないが、別の後ろめたさはあった。

　そこに千ち佳かが言げん及きゆうする。

「それにしても、佐さ藤とうはすごいわね。本当に味を再現するんだもの。わたしが前に聞いたときは、難しいって言ってたのに。あのとき食べただけでここまで近付けるんだから、誇ほこっていいと思うわ」

　珍めずらしく千ち佳かが手放しで褒ほめてくるが、由ゆ美み子こはなんとも言えない表情でカツを見た。

　カツには味み噌そが沁しみ沁しみで、とてもおいしい。味はだいぶ近付けてある。

　もちろん細部は違ちがうが、再現は成功と言えるだろう。

　ただ──、由ゆ美み子こはあの一度きりで再現したわけではない。

　千ち佳かに「このカツを家で食べたい」と言われたのは、食後だった。

　やはり再現するのなら、きちんと「これは何を使っているんだろう？」と考えながら、じっくりと確かく認にんしながら食べたかった。

　なので──、行った。

　東京駅の店に。

　あらかじめネットで再現レシピをいくつか見たあと、店で実食し、「あ〜、なるほどなるほど」と頷うなずきながら食べてきたのだ。

　いつか絶対、「味み噌そカツを食べたい」と言われるだろうから、それに備えて。

　だがもちろん、こんなこと言えようもない。

「千ち佳かに食べたいと言われたから、わざわざ店で味を確かく認にんして、レシピまで見た」なんて。

　なので由ゆ美み子こは、嬉うれしそうに食べる千ち佳かを尻しり目めに、もそもそとカツを食べ進める。

　とはいえ、カツはとってもおいしいし、千ち佳かも喜んでいるので。

　万ばん事じ上う手まくいった、と言っていいだろう。

「佐さ藤とう。またいつでも、うちに来て頂ちよう戴だい」

「へいへい」

　下心丸出しの誘さそいを受けながら、由ゆ美み子こは箸はしを進める。

　由ゆ美み子こは朝あさ加かの家に行くと、彼女が後々食べられるようにまとめてご飯を作る。

　カレーやミートソースなど、冷れい凍とうできるものを大量に作って置いておくのだ。

　このままだと、二軒けん分作ることになりそうだなぁ……、と由ゆ美み子こはぼんやり考えていた。







　滞とどこおりなく、由ゆ美み子こたちの大学生活は進んでいく。

　高校時代に比べれば、使える時間も増えた。忙いそがしい時期も出てくるだろうが、基本的には以前より時間の余よ裕ゆうがある。就活の予定もない。

　声優としての自分、その比重が大きくなるのを感じていた。

　この日だって、そうだ。

　千ち佳かとご飯を食べて、そのあと講義を受けて、家に帰ってきて。

　その間も、頭の片かた隅すみでは声優としての自分が首を長くして待っている。

『スーパーヒーロー！　プリティア』のオーディション結果はまだ出ていなかった。

　まだかな、いつ結果がわかるのかな、とそわそわしている。

　それを意識すると、胸がとくんとくんと高鳴った。

　いつ頃ごろ結果を教えてもらえるのか、由ゆ美み子こにはわからない。

　待っている間、ただドキドキするしかなかった。

　目の前の作業に、何とか集中するしかない。

　その夜、由ゆ美み子こは自室で机に向かっていた。

　オーディション資料を読み込みながら、次の役に向かって気持ちを作っている。

　しかしふと、集中が途と切ぎれた。

　つい、窓の外を見てしまう。

　物言わぬ月がのんびりと浮うかんでおり、じっと見つめた。

　自分は今、夢に向かって手を伸のばしている。

　オーディションの結果が合格なら、由ゆ美み子この悲願は達成される。

　そう考えるだけで、むずむずと胸が疼うずき、今すぐ走り出したい衝しよう動どうに駆かられた。

　視線を部屋に戻もどすと、飾かざってあるアクリルスタンドに目がいく。

『プラスチックガールズ』のマリーゴールド。

　歌うた種たねやすみのデビュー作であり、始まりの作品だ。思い入れは強い。

　マリーゴールドを見ていると、もう四年も経たったんだなあ、と途と方ほうもない気持ちになる。

　四年前は目の前の仕事についていくだけで必死だったし、プリティアのオーディションも受けさせてもらえなかった。

　でも今は。

　成長を重ねて、ようやく夢の挑ちよう戦せん権けんを得ている。

「……ん」

　スマホが着信を知らせ、心臓が強く跳はねる。

　ここ最近はスマホが鳴るたび、「オーディションの結果が出たのでは……!?」とドキドキしてばかり。心臓に悪いことこの上なかった。

　おそるおそるスマホを確かく認にんして、全く関係のない連れん絡らくであることを知り、幾いく度どとなく力が抜ぬけた。

　でも、今回は。

　なぜか、「結果が出たんだ」と確信を持ってスマホを持ち上げた。

　着信相手は、加か賀が崎さきりんご。

　通話だ。

　由ゆ美み子こは胸に手を当てて、静かに深呼吸する。

　何度か繰くり返かえしたあと、通話に出た。

「……もしもし」

『あぁ、由ゆ美み子こか。今、大だい丈じよう夫ぶか』

　加か賀が崎さきの声は、いつもどおり。

　しかし、それで由ゆ美み子こは覚悟を決めた。

「うん。どうか、した？」

『あぁ。──由ゆ美み子こ。プリティアの、オーディション結果が出た』

　由ゆ美み子こは目をぎゅっと瞑つぶる。

　わかっていても、その言葉で身体からだ中じゆうの血が騒さわぎだした。
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『あぁ。──由ゆ美み子こ。プリティアの、オーディション結果が出た』

　ハッ、と息が漏もれる。

　心臓が凄すさまじい勢いで主張し始めた。

　意味もなく立ち上がり、スマホを握にぎりなおすが、この一いつ瞬しゆんで手がひどく汗あせばんでいる。

　自分の部屋から、突とつ然ぜん別の場所に放り投げられたかのよう。

　喉のどが鳴る。

　加か賀が崎さきの声が頭の中で反はん響きようし、返事をするまでの一いつ瞬しゆんで、いろんな思いが駆かけ抜ぬけた。

　元々チョコブラウニーは、オーディションに落ちても受かっても、声優には合否の連れん絡らくがいくようになっている。

　だが、由ゆ美み子こが落ちるたびにいちいちへこむものだから、加か賀が崎さきには「不合格ならもう知らせん」と言われてしまった。

　どんな声優であろうとオーディション不合格の結果は山ほどもらうので、加か賀が崎さきの選せん択たくは正しいと言える。落ちるたびに落ち込んでいては、持たない。

　ただ、プリティアだけは結果を教えてほしい、と加か賀が崎さきに頼たのみ込こんであった。

　結果が出終わっているのにずっとハラハラしたり、別のところで不合格を知るなんて冗じよう談だんじゃなかった。

　それは加か賀が崎さきも理解していて、「もとよりそのつもりだ」と返事を得ている。

　だから、電話が掛かかってきたからといって、合格ではない。

「う、うん」

　カラカラの声で、なんとか返事をする。

　心臓が痛いくらいに跳はね、全身に風船が付けられたかのように浮うき足あし立だっていた。

　現実感がない。頭の奥がぼやけていて、それが視界に影えい響きようを及およぼす。

　怖こわい。逃にげ出だしたい。

　結果を、聞きたくない。

　結果を知るまでは、自分は『プリティアに挑ちよう戦せんしている声優』であり続けられる。

　確定していない未来にすがれる。

　もう少し、この期待に浸つかっていたい。

　もしかしたらとそわそわし、受かった未来を想像し、夢に手を伸のばしていることに浸ひたっていたかった。

　そこでようやく、先ほどまでの自分は幸福だったんだな、と思い知る。

　あれほど早く解放されたかったのに、いざそのときが来ると手放したくなくなった。

　それでも。

　……それでも。

　ばーちゃん、と声を出さずに呼んでから、由ゆ美み子こは唇くちびるを嚙かむ。

　目を瞑つぶって、手に力を込こめてから。

　未来に踏ふみ出だした。

「……どう、だった」

　声は震ふるえていなかったと思う。

　加か賀が崎さきは一いつ瞬しゆんだけ息を吞のんでから、静かに答えた。

『──ダメだった』

　あ、と声が漏もれた。

　全身の血がすべて足に落ちていくような、不確かな感覚。

　一気に脱だつ力りよくしたせいで、そのまま魂たましいも抜ぬけ落おちてしまったかのよう。

　そのまま尻しりもちをつきそうになるのを堪こらえて、ぐわんぐわんした頭を抱かかえて。

　ダメだった。

　その言葉を頭の中で繰くり返かえす。

　ダメだった。

　そうか。

　……ダメだったか。

　手を伸のばした先の夢が、由ゆ美み子この指をひらりと躱かわし。

　そのまま遠くに飛んで行ってしまう。

　ダメだったかぁ──。

　不確定だった未来が、もしかしたらと想像していた世界が、頭の中を何度も行き来していた光景が、風に吹ふかれた砂のように崩くずれていく。

　いろんな幻まぼろしが揺ゆれていた場所には、何もない。

　そこに手を置いても、冷たい地面が残っているだけ。

　由ゆ美み子こは再び両目を瞑つぶり、口を開く。

「……加か賀が崎さきさん」

『なんだ』

「ちょっと叫さけんでいい？」

『は？』

　頓とん狂きような声に返事もせず、由ゆ美み子こは全力で息を吸い込み、スマホを握にぎる手に力を込こめた。

　そして、腹から発声する。

「悔くやしいいいいぃぃぃぃぃぃぃ────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────ッッッッッ！」

『うううううううううるさっ！』

　全力の咆ほう哮こうに、スマホから悲鳴じみた声が聞こえた。

　声が遠ざかったから、スマホを耳から離はなしたんだろう。

　もし、母が休みで家にいたら、「何事!?」と部屋に駆かけ込こんできたに違ちがいない。

　ごめんなさい。

　ご近所さんもごめんなさい。

　それでも叫さけぶのをやめられなかった。

　身体からだの奥にパンパンに詰つめられた感情が暴れまわり、そのエネルギーを何かに変へん換かんしないと弾はじけ飛とんでしまう。

　腹から声を出してようやく、由ゆ美み子こは人の形を保てた。

　悔くやしい。

　悔くやしい悔くやしい悔くやしい……ッ！

　加か賀が崎さきにもご近所さんにも気を回す余よ裕ゆうはなく、由ゆ美み子こはただただ悔くやしさに支配される。

　頭を搔かきむしり、思おもいの丈たけを声に乗せていった。

「く、くっそお……！　ダメだったかぁ、いい感じだと思ったのに！　あぁあ悔くやしい悔くやしい悔くやしい！　あ〜、もう！　思った以上に悔くやしいいい！　早く来年にならないかなぁ、もぉ！」

　駄だ々だをこねる子供のように、加か賀が崎さきに甘えるように、とにかく気持ちを吐はき出だした。

　スマホはしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて穏おだやかな声が返ってくる。

『……思ったより元気そうでよかったよ。安心した』

「えぇ？　ちょっと加か賀が崎さきさん、元気じゃないって！　悔くやしいっての！　すごく……！　そりゃ一回で受かるとは思ってなかったけどさぁ！　それでも……、くう〜……ッ！」

『はは』

　加か賀が崎さきの気の抜ぬけた笑い声は、本当に安心しているように聞こえた。

　思えば、彼女の声も十分に硬かたかった気がする。

　今の声は、心から安あん堵どしたようにやわらかいものだった。

　その理由を、加か賀が崎さきは口にする。

『由ゆ美み子こはあまりメンタルが強くないからな。落ちて元々のプリティアでも、すごくショックを受けるんじゃないかと思って心配してた。そうやって悔くやしがれるなら、よかったよ』

「えー……？　いや、わかんないよ。今は元気に悔くやしがってるけど、電話切ったらめちゃくちゃ落ち込むかも。すんごい沈しずむかもしれないじゃん」

『まぁそれもあり得るとは思うよ。それならまた、電話してこい。会おう。いつまでも慰なぐさめるから』

　包み込むようなやさしい声に、由ゆ美み子こは思わず言葉に迷う。

　そこまで心配してくれてるんだ。

　愛されてるなあ、あたし。

　加か賀が崎さきの愛にほっこりしていると、彼女はゆっくりと言葉を繫つなげた。

『由ゆ美み子この言うとおりだよ。一回目から受かろうなんて思うな。落ちて当然の世界だ。今回、由ゆ美み子こは今できるかぎりの演技をした。魂たましいが込こめられていて、いい演技だったよ。ただ、ほかの役者が純じゆん粋すいに上回ってきた。それだけの話だよ』

　由ゆ美み子こは満点の演技をしたけれど、単純にほかの声優に押し負けただけ。

　そう慰なぐさめられると後こう悔かいの余地もなく、しょうがないかぁ、と諦あきらめもつく。

　ただ、そうなると気になってくるもので。

「……それで、だれが受かったの？」

　再び、声に緊きん張ちよう感かんが満ちていく。

　落ちた役者がいるのだから、受かった役者が存在する。

　その純じゆん粋すいに上回ってきた役者は、一体だれなのか。

　その相手次し第だいで、由ゆ美み子こが素す直なおに矛ほこを収められるかどうかが決まる。

　もし、受かった相手が──、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだったら。

　さっきは純じゆん粋すいに落ちたことに悔くやしがれたけれど、相手が千ち佳かだったら話は変わる。

　どんな精神状態になるのか、自分でも想像できなかった。

　スマホをぎゅっと握にぎりしめていると、加か賀が崎さきは早々に答えた。

『ティアブレイブハート役は、桜さくら並なみ木き乙おと女めだ』

「……………………………………」

　つい、額を指で搔かく。

　不思議と驚おどろきはなかった。

『この手に宿るは、勇気の心！　ティアブレイブハート！　助けを求めるだれかのために！　スーパーヒーロー、プリティア！』

　夜の公園で聴きいた、乙おと女めの演技が蘇よみがえる。

　あの声を聴きいたとき、由ゆ美み子こは「ぴったりだ」と感じてしまった。

　それほどまでに、乙おと女めはティアブレイブハートを自分のものにしている。

　そう感じた時点で、由ゆ美み子こに勝ち目はなかったのかもしれない。

　それなら、ティアチアフルに切きり替かえるべきだったかな……、と今さらながら思うものの、主人公がいい！　と熱望したのはほかならぬ自分だ。

　その選せん択たくに後こう悔かいはないし、今もスッキリしている。

　いい敗北だったのかもしれない。

　クレバーとチアフルは、由ゆ美み子こは会ったことがないが、実力派の声優ふたりだった。

　加か賀が崎さきにお礼を言って、通話を切る。

「…………………………」

　自分の胸に手を当てる。

　もちろん悔くやしいし、身体からだにはまだ熱が残っている。

　ダメだった、という落らく胆たんと脱だつ力りよく感かんは、胸をチクチクと攻こう撃げきしていた。

　それでもほかに、安あん堵どと喜び、昂こう揚よう感かんが身体からだの中に満ちている。

　よし、と気持ちを再さい確かく認にんしてから、乙おと女めに電話を掛かけた。

　しばらくのコール音のあと、乙おと女めの戸と惑まどったような声が聞こえてくる。

　多た忙ぼうな乙おと女めは仕事中であることも多く、普ふ段だんの由ゆ美み子こならあらかじめ「電話していい？」とメッセージで確かく認にんを取ることが多いからだ。

『……もしもし、やすみちゃん？　どうかした？』

「姉さんプリティアおめでとうすごいよぴったりだったもんねでも悔くやしい悔くやしい悔くやしいぃ！」

『えぇ……？』

　後こう輩はいから突とつ然ぜん感情をぶつけられて、電話口で困こん惑わくする乙おと女め。

　そのまま、しばらく押し黙ってしまった。

　さすがに突とつ然ぜんすぎたかもしれない。

　昂たかぶるままに行動しすぎたか、と由ゆ美み子こが反省し始めたタイミングで。

　乙おと女めは深い重みを感じるような声で、言葉を返した。

『──ありがとう、やすみちゃん。やすみちゃんにおめでとう、って言われるのが……、一番嬉うれしい』

「……………………」

　その声に含ふくまれた感情は、心からの安あん堵どだ。

　彼女の言葉にしていない心配が伝わって笑いそうになり、ついイジワルしてしまった。

「なに？　姉さんはこれがきっかけで、あたしが姉さんを嫌きらいになるとでも思ってたの？　あたしと姉さんの友情、その程度だった？」

『だってプリティアは、やすみちゃんの夢だったから。それを掠かすめ取とったのは、事実だし。そういうことも、あると思うから』

　思った以上に真面目な返答に、由ゆ美み子こははた、と止まる。

　確かにありえない話ではなかった。

　完全な逆さか恨うらみではあるものの、人間の感情はそう単純にできていない。「わたしが狙ねらっていたのに！」という思いが、攻こう撃げき的てきなものを生むこともあるだろう。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めは大人気声優だけに、何かしら嫌いやな思いをしたことがあるのかもしれない。

　大体、先ほど「千ち佳かが受かったら、どうなるかわからない」と考えたばかりではないか。

　ちょっと反省。

　少しばかり思案してから、由ゆ美み子こは正直な気持ちを話す。

「あたしは、乙おと女め姉さんがプリティアになってくれて嬉うれしいよ。心からそう思ってる。もちろん悔くやしいけど、正直、あの演技を聴きいた時点で、『ブレイブハートにぴったりだ』って思っちゃったから。納なつ得とくもしてる」

『……そっか。よかった』

　はにかんだ彼女の顔が思おもい浮うかぶ。

　乙おと女めは、「もしかしたら、やすみちゃんに嫌きらわれちゃうかも」とハラハラしながら、合格を受け取ったことになる。由ゆ美み子こから電話を受けるまでは、不安もあっただろう。

　夜の公園での宣戦布告だって、堂々とした振ふる舞まいながらも内心はおっかなびっくりだったわけだ。

　そんな彼女がとても愛いとおしく、由ゆ美み子こは何も考えずに口を開いた。

「姉さん。ちょっと会えない？　もう興奮しちゃってさ。直接、おめでとうを言いたくて」

『ん……。えと、今から仕事があって。その前なら、ちょっとだけ時間空いてるけど……』

「なら行っていい？　どこで収録するの？」

　乙おと女めから場所を聞き出し、電話を切る。

　気が急せくままに出で掛かける準備をしていたが、ふと思い立った。

　由ゆ美み子こはスマホを耳に当てながら、部屋から出て行く。







　電車から降りて、由ゆ美み子こは夜の街を足早に歩いていた。

　時間を置くとじわじわと実感してきて、身体からだがむずむずしてくる。

　早く乙おと女めに会いたくて仕方がなかった。

　つい勢いで約束してしまったが、そうしてよかったと思う。

　だって。

「いや〜……。乙おと女め姉さん、プリティアになるのか……。すごいなあ……」

　星空を眺ながめながら、独り言をぽつり。

　親しい人がプリティアを勝ち取るのは、由ゆ美み子こにとっても初めての経験だった。

　あの『魔ま法ほう使つかいプリティア』に桜さくら並なみ木き乙おと女めは出演する。

　女性声優の憧あこがれを、乙おと女めは手にしていた。

　たくさんの実力派声優が全力で奪うばい合あう、熾し烈れつな争そう奪だつ戦せんを乙おと女めは勝かち抜ぬいたのだ。

「やっぱ姉さん、格好いいや……」

　先ほどまで落ちた悔くやしさに吠ほえ、乙おと女めが受かった衝しよう撃げきに翻ほん弄ろうされていたけれど。

　今は乙おと女めを真っ先に祝いたい気持ちが、足を速めている。

　すっかり暗くなった街中を抜ぬけていき、由ゆ美み子こは目的の場所に辿たどり着ついた。

「あ。いたいた」

　指定されたのは、奇くしくも以前乙おと女めと話し込んだ、あの公園だった。

　周りにだれもいないのも前と同じ。

　そこで乙おと女めはベンチに座って、スマホをいじっていた。

　指が忙せわしく動いているあたり、いろんな人からおめでとうメッセージが届いていそうだ。

　でも、あたしは直接言っちゃうもんね。

　そんな優ゆう越えつ感かんを抱いだきながら、由ゆ美み子こは小走りで彼女の元に向かった。

「乙おと女めねえさーん、おまたせー」

「あ、やすみちゃんっ」

　嬉うれしそうに、乙おと女めはすぐさま立ち上がる。

　こちらに駆かけ寄よってきたので、由ゆ美み子こもそれに倣ならった。

　まるで最初からそうすると決めていたかのように、お互たがいが勢いよく抱だき着つく。

　背中に手を回しながら、彼女のやわらかい身体からだを力いっぱいに抱だきしめた。

「姉さん！　おめでとう！　姉さんがプリティアになって、本当に嬉うれしい！　そんでもって、あたしは悔くやしい〜！」

「うんうん、ありがとう。やすみちゃんがお祝いしてくれて、本当に嬉うれしい」

　ふたりでぎゅうぎゅうに抱だきしめ合って、喜びに耽ふける。

　しばらく感情のままにスキンシップしたあと、身体からだを離はなした。

　改めて、尊敬する先せん輩ぱいに尋たずねる。

「姉さん、プリティアって本当にすごいよ！　今、どんな気持ちなの？」

「ん、うーん。どうだろ、正直あんまり実感湧わいてないけど……。でも、本当にいろんな人がお祝いしてくれてね。事務所にも呼び出されて、マネージャーさんたちにおめでとう、って言われて……。あぁ、やっぱりすごいことなんだなぁ、ってぼんやり思ってる感じ」

　乙おと女めは照れくさそうに、頰ほおを搔かいている。

　本人が実感できていなくても、周りが否いやが応おうでも担かつぎ上あげるようだ。

　それだけプリティア合格はすごいことだし、めでたいことだった。

　それを目の前の女性が達成したことに、むずむずしてくる。

　悔くやしさに呻うめくよりも、今は早く再さい挑ちよう戦せんしたくて堪たまらない。

「あたしも……。あたしも、来年頑がん張ばる。絶対に、プリティアになるから」

　自分が持つ夢を、叶かなえた人がいる。こんなにも近くに。

　それは由ゆ美み子こにとっても、大きな意味を持った。

　由ゆ美み子こが見ているのは夢物語ではなく、いつかは辿たどり着つけるかもしれない、手が届く場所。

　少なくとも、乙おと女めはそこに足を踏ふみ入いれた。

　それを実感して、身体からだ中じゆうに力が湧わいてくる。

「──うん。やすみちゃんなら、絶対なれる。いつか、絶対」

　乙おと女めは力強く頷うなずき、由ゆ美み子この肩かたに手を置いた。

　その眩まぶしい姿といったら、ない。

　月を背景に、先せん輩ぱいとして微ほほ笑えむ乙おと女めに由ゆ美み子こは目を奪うばわれる。

　早くも、プリティア声優の貫かん禄ろくが出ているよう。

　彼女の凜り々りしくも穏おだやかな表情を見つめていると、そこに第三者の声が届いた。

「桜さくら並なみ木きさん。お疲つかれ様さまです」

「えっ……!?　夕ゆう陽ひちゃん!?」

　格好いい先せん輩ぱいの面おも持もちはどこへやら、目をまんまるにして由ゆ美み子この背後に顔を向けた。

　どうやら、彼女も合流したらしい。

　由ゆ美み子こが振ふり返かえると、そこにはいつもどおりの表情の千ち佳かが立っている。

　一応、ここに向かう前に彼女に連れん絡らくを入れてみたのだ。

　今から姉さんにおめでとうって言いに行くけど、来る？　と。

　その返答は、行く、だった。

　乙おと女めは予想外だったらしく、驚おどろきながらも笑えみを浮うかべている。

「夕ゆう陽ひちゃんまで来てくれたの？　ありがとう」

「はい。一言言いたくて。おめでとうございます。そして、悔くやしいです」

　ぺこり、ときちんと頭を下げてから、鋭するどい眼光で乙おと女めを射い抜ぬく。

　相変わらず目つきは悪いが、その瞳ひとみは闘とう志しで鈍にぶく輝かがやいている。そのせいか、そこまで悪い印象は抱いだかなかった。

　負けて悔くやしい。

　その言外に込こめられた思いに、由ゆ美み子こも乙おと女めも気付く。

　──次は、負けません。

　祝いの言葉や悔くやしいという気持ちより、こちらを言いたかったのだろう。

　それをわざわざ伝えにくるのは、あまりにも千ち佳からしかった。

　乙おと女めも千ち佳かとは付き合いが長いために、千ち佳かのことをよくわかっている。

　その千ち佳からしさに、おかしそうに笑っていた。

　けれど、乙おと女めはその笑えみを徐じよ々じよに消していく。

　スッと背筋を伸のばして、胸に手を当てた。

　彼女は女性の中でも背が高めなので、胸を張るとどことなく迫はく力りよくが出る。

　まるで役に入るかのように目を細め、乙おと女めはゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「夕ゆう陽ひちゃん、やすみちゃん。──わたしの、勝ち」

　まるで冗じよう談だんのような勝利宣言だったが、その声こわ色いろは重苦しい。

　真しん剣けんであることが伝わった。

　千ち佳かは目をぱちぱちとさせたあと、唇くちびるを歪ゆがませる。

　悪い笑え顔がおだ。

　勝かち誇ほこった顔の乙おと女めと、悪い顔をした千ち佳かが黙だまって見つめ合っている。

　由ゆ美み子こだけがついていけなかった。

　思わず、戸と惑まどいの声を上げてしまう。

「え、なに。どうなってんの、これ。そりゃ姉さんの勝ちだろうけど……」

　乙おと女めらしからぬ物言いも、千ち佳かがそれを受け取ったのも、よくわからない。

　千ち佳かと由ゆ美み子この関係ならともかく、乙おと女めがここまで勝ちに固こ執しつするのは奇き妙みようだった。

　……あぁいや。そうでもないかもしれない。

　乙おと女めはこの公園でその理由を語ってくれたではないか。

『ティアラ☆スターズライブ　〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟』のときだって、由ゆ美み子こ相手に本気で悔くやしがっていた。

　そして、千ち佳かにも因いん縁ねんがあったらしい。

「前にね、夕ゆう陽ひちゃんがいつかわたしを超こえる、って言ってたから。わたしは負けるつもりはないし、今回はちゃんとそれを証明できた。十年早いよ、ってね」

　最後の一言はさすがに冗じよう談だんだろうが、それ自体は事実らしい。

　千ち佳かを見ると、小さく頷うなずく。

　ふたりの間にそんなやりとりがあったなんて、知らなかった。

「…………………………」

　彼女たちが互たがいに勝ち負けにこだわるのは、目標があるからだ。

　いつか乙おと女めを超こえる、と由ゆ美み子こと約束した千ち佳か。

　日本一の声優になる、と宣言した乙おと女め。

　彼女たちにもそれぞれ目標があって、そのために必死で前に進んでいる。

　それは由ゆ美み子こだって、同じだ。

　今回は、ダメだったけれど。

　次は必ず。

　由ゆ美み子こがふたりの闘とう志しに当てられ、ひとり決意していると、乙おと女めは微ほほ笑えみを浮うかべた。

　由ゆ美み子こと千ち佳かを見比べて、嬉うれしそうに笑っている。

「でね、ふたりとも。わたし、もう一個目標……、っていうか、夢かな。夢ができちゃった」

「プリティアになったばかりで、もう新しい夢？」

　さすがにガツガツしすぎではないか、と由ゆ美み子こが呆あきれていると、乙おと女めは、「むしろ、プリティアになれたから、かな？」と小首を傾かしげる。

　長い髪かみを一度撫なでてから、乙おと女めは人差し指を立てた。

「プリティアって、何年かに一度、映画をやるじゃない？」

「？　映画は毎年やってるでしょ？　その年のプリティアで」

「あ、そっちじゃなくて。オールスターズのほうだよ」

「オールスターズ？」

　千ち佳かは知らないらしく、オウム返しする。

　ここはプリティアに憧あこがれる者として、由ゆ美み子こが説明した。

「何年かおきに定期的にやってる、お祭り映画って感じのやつだよ。歴代のプリティアが全員出てくるから、プリティア・オールスターズ」

「あぁ……。それなら聞いたことがあるわ。声優と絵面が物もの凄すごく豪ごう華かになる、あの映画ね」

　名前はわからなくても、概がい要ようは知っていたらしい。

　プリティア・オールスターズ。

　初代『魔ま法ほう使つかいプリティア』から最新作に至るまで、すべてのプリティアが登場するクロスオーバー作品だ。

　最後の大決戦では、数十人のプリティアが巨きよ大だいな敵に必殺技わざを繰くり出だしていく。とにかく派手で、豪ごう華かな映画である。

　長期シリーズだからこそできる、夢のようなクロスオーバーだ。

　今までの声優も全員呼ばれるわけだから、アフレコ現場もえらいことになる。

　その現場に演者として参加するのは、由ゆ美み子こにとっての憧あこがれだ。

　乙おと女めはいずれ、その映画にも出演することになる。

「で、そのオールスターズがどうかしたの、姉さん」

　乙おと女めに問いかけると、彼女は小さく頷うなずいて手を広げた。

　由ゆ美み子こと千ち佳かに触ふれながら、意志を感じさせる瞳ひとみでこう言う。

「いつか、オールスターズにこの三人で出よう」

「────────」

　あぁ。

　ため息を吐つきそうになった。

　幻まぼろしと消えた夢が、砂のように風に吹ふかれた希望が、それでも小さく輝かがやいている。

　それを拾い上げられることが、物もの凄すごく嬉うれしかった。

　乙おと女めとは同じティアブレイブハートを取り合ったわけだが、本音を言えば、乙おと女めといっしょにプリティアになりたかった。

　由ゆ美み子こがいくつも想像した、プリティアが見せた夢。

　そのうちのひとつが、由ゆ美み子こと乙おと女めが揃そろってプリティアになることだった。

　残念ながらその機会は永遠に失われてしまった……、と思っていたが、そうではなく。

「……そっか。あたしがプリティアになれば、いつか姉さんといっしょに出られるんだね」

　歴代プリティアが勢ぞろいする劇場版オールスターズなら、その夢を叶かなえられる。

　プリティアとして、この三人が並ぶことがあるかもしれない。

　もし、由ゆ美み子この隣となりに乙おと女めと千ち佳かがいて。

　同じプリティアとして、アフレコブースに立つことができれば。

　それは、震ふるえるほどに誇ほこり高たかい光景と言えた。

　由ゆ美み子こはそれを想像するだけで、声が詰つまってしまう。

　代わりに千ち佳かが口を開いた。

「わかりました。待っていてください。わたしもすぐに、追いつきます」

　千ち佳かはしれっと言ってみせる。

　なんとも強気な態度だが、千ち佳かはそうでなくてはいけない。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、そうでなくては。

　二年目で神かみ代しろアニメに出てしまう、クソ生意気な後こう輩はいなのだから。

「うん。いつかこの三人で。絶対、映画に出よう」

　由ゆ美み子こはきゅっと拳こぶしを握にぎった。

　乙おと女めも千ち佳かも、黙だまって頷うなずく。

　またひとつ、輝かがやかしい夢ができた。

　今回は無理だったけど、来年。

　それがダメなら、再来年。

　由ゆ美み子こは声優であるかぎり、この夢を追いかけ続ける。

　そして、いつか絶対プリティアになってやるのだ。

　乙おと女めが描えがいた夢は、由ゆ美み子こにこれ以上ないほどの活力を与あたえていた。







　仕事があるという乙おと女めと別れ、千ち佳かとも駅で解散し、家の最も寄より駅えきまで帰ってきた。

　由ゆ美み子こはひとり、夜の住宅街を歩いていく。

　ポケットに手を突つっ込こみながら、先ほどの乙おと女めの言葉を反はん芻すうしていた。

　プリティアに落ちて意い気き消しよう沈ちんするどころか、次の目標に向かって走る力をもらった。

　乙おと女めにそのつもりはなかっただろうが、乙おと女めの言動によって素す早ばやく立ち直り、奮起するきっかけになっている。

　ふんふん、と鼻息を荒あらくしながら、来年のことを考えていた。

　今回のことは経験としても大きく、次に挑ちよう戦せんする際には力になってくれるはずだ。

「あ。でも、ママとばーちゃんには報告しないとな……」

　勢いのまま家を飛び出している間に、自分の中ではもう完結してしまったが、ふたりには報告しなくてはならない。

　プリティアに落ちたと聞けば、母には間ま違ちがいなく心配される。

　もうすっかり立ち直っているので、心配掛かけないようにしないと。

　プリティアに落ちたのは残念で仕方ないが、今は前向きな気持ちでいっぱいなのだから。

　そこで、スマホが着信を知らせる。画面には、加か賀が崎さきの名前があった。

　少し前に電話を掛かけてきたばかりなのに。

　なんだろう、と思いながらも電話に出る。

「もしもし？　どしたの、加か賀が崎さきさん」

『あぁ、由ゆ美み子こ。今……、少しいいか？』

　なんだか声も沈しずんでいるように聞こえ、由ゆ美み子こは怪け訝げんな顔をしてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだけど……、何かあったの？」

『いや、実はな……、ちょっと話があって』

「話……？」

　言いづらそうにしながら、加か賀が崎さきは電話口で口ごもっている。

　珍めずらしい。

　本当に言いづらい話であっても、加か賀が崎さきがこうも躊躇ためらうことは滅めつ多たにない。

　そこではっとし、思いつくままに口を開いた。

「え、加か賀が崎さきさんもしかして担当外れちゃうとか!?　それとも、事務所やめる!?」

　ここまで加か賀が崎さきが躊ちゆう躇ちよする話と言えば、それくらいしか思いつかなかった。

　加か賀が崎さきはマネージャーとして非常に敏びん腕わんで、だれだって加か賀が崎さきに担当してもらいたい。期待の新人や力を入れたい声優がいれば、そっちに回される可能性は常にあった。

　その反面、チョコブラウニーは多た忙ぼうすぎるので、加か賀が崎さき自身の心が折れてもなんら不思議ではない。

　どちらにせよ、加か賀が崎さきが離はなれてしまうのはあまりに寂さびしい。

　あわあわしていると、加か賀が崎さきは困ったように答えた。

『あぁいや……。話があるのは、あたしじゃなくてな……』

　もし普ふ段だんどおりの加か賀が崎さきなら、先走った由ゆ美み子この言葉に苦く笑しようのひとつでもしている。

　しかし、今は全く取り合わず、どこか気もそぞろ。

　杞き憂ゆうだったのは嬉うれしいけれど、一体なんなんだろう。

「加か賀が崎さきさんじゃないなら、だれの話？」

『西にし蔦つたさん。……プリティアの、音おん響きよう監かん督とくだ』

「プリティアの……？」

　風が吹ふく。

　由ゆ美み子この長い髪かみをもてあそびながら、風は由ゆ美み子この間を抜ぬけていった。

　季節は既すでに春を迎むかえ、暖かい気候が街を覆おおっている。

　けれど風は冷たく、由ゆ美み子こは思わず腕うでを擦さすった。

　西にし蔦つたから話があるものの、詳しよう細さいはとにかく会ってから、ということらしい。

　その内容は由ゆ美み子こには見当がつかず、眉まゆを顰ひそめる。

　なぜだか、胸むな騒さわぎがしていた。







　後日。

　由ゆ美み子こと加か賀が崎さきは、指定されたスタジオにやってきた。

　音おん響きよう監かん督とくはスタジオで作業をしているそうで、どこかのタイミングで来てくれればいい、ということだった。

　由ゆ美み子こは大学の講義終わり、加か賀が崎さきは別現場から直行でこちらに合流してくれている。

　最初は加か賀が崎さきの予定が合わず、「なんなら、あたしだけでも大だい丈じよう夫ぶだよ？」と加か賀が崎さきには伝えたが、それは頑がんとして加か賀が崎さきが譲ゆずらなかった。

　そんなことは、担当してもらった四年間で初めてのことだった。

　加か賀が崎さきは西にし蔦つたの話を予想できているようだが、決して語ろうとはしない。

　まぁ予想を口にして、それが違ちがっていたら由ゆ美み子こが無む駄だに混乱するだけだ。

　そう結論付けて、由ゆ美み子こはとにかく話を聞くためにスタジオの扉とびらを開いた。

「お疲つかれ様さまでーす……？」

「お疲つかれ様さまです」

　調整室に顔を出すと、そこには音おん響きよう監かん督とくの西にし蔦つたが座っていた。

　部屋には数台のモニターと、大量のミキサーが並び、巨きよ大だいなスピーカーが鎮ちん座ざしている。

　その奥には、見慣れたアフレコブースがガラス越ごしに見えたが、今はだれもいない。

　西にし蔦つたは作業の手を止めて、作業椅い子すごとこちらに身体からだを向けた。

　西にし蔦つたは五十を過ぎた、ベテランの音おん響きよう監かん督とくだ。

　髪かみはすべて真っ白で、彫ほりの深い顔立ちをしている。薄うす手でのジャケットを着て、下はスラックス。きっちりした印象を与あたえる男性だった。

　彼は細い目で由ゆ美み子こたちを見て、ゆっくりと口を開く。

「あぁ、歌うた種たねさん。すみません、お忙いそがしいところお呼び立てして。どうぞお掛かけください」

　西にし蔦つたは、備え付けられた長なが椅い子すに座るよう促うながす。

　調整室で座るよう言われるなんて、初めてかもしれない。

　由ゆ美み子こと加か賀が崎さきは言われるままに腰こし掛かけた。

　ここまで来ても、由ゆ美み子こはなんで呼び出されたのかわかっていない。

　だからではないだろうが、加か賀が崎さきが真っ先に口を開いた。

「それで、西にし蔦つたさん。どういったご用件でしょうか」

　その声が普ふ段だんより硬かたく聞こえたのは、由ゆ美み子こが加か賀が崎さきをよく知っているからだ。

　普ふ段だん、仕事場ではもっとやわらかく喋しやべるのに。

　どうしたんだろう、と思ったが、西にし蔦つたは気にした様子もなく答えた。

「はい。歌うた種たねさん。今回のオーディションは、残念でした」

「あ、あぁ、はい。いえ、次、頑がん張ばります」

「……そうですか。歌うた種たねさんは、ずっとプリティアになることが夢だったそうですね」

「はい！　そうです。小さい頃ころに、物もの凄すごく元気をもらって。プリティアになりたくて、あたしは声優になりました。今回はダメでしたけど、いずれ絶対なりたいと思ってます」

　自然と言葉がスルスルと出てきた。

　以前は作っていたキャラのせいで濁にごしていたが、今はインタビューでもよく答えている。

　声優になったきっかけは？　というのは、ごくごくありふれた質問だからだ。

　それをプリティアの音おん響きよう監かん督とくが知ってくれていることは、素す直なおに光栄に感じた。

　西にし蔦つたはゆっくり頷うなずき、どこを見ているかわからない瞳ひとみをこちらに向ける。

「ありがたいですね。年々、そう言ってくれる声優が増えているんですよ。歌うた種たねさんみたいに小さい頃ころに観みていた子が大きくなって、この業界に入ってくるようになったんですね。長期シリーズの嬉うれしいところです」

　背もたれに身体からだを預け、彼は視線を宙に移す。

「『魔ま法ほう使つかいプリティア』は子供たちに勇気を与あたえられる、素晴らしい作品だと思います。たくさんの子が楽しみに観みてくれる……。そして大人も、熱中するほどの。すごい作品です」

「あ、はい……。あたし、も、そう思いますけど……」

　西にし蔦つたが何を言いたいかわからず、由ゆ美み子こは返事に迷ってしまう。

　プリティア談義をしたくて、由ゆ美み子こを呼んだわけではないだろう。

　加か賀が崎さきがずっと黙だまっているのも気がかりだった。

　そして、意図の見えない話はなおも続く。

「それほどの作品を作るのは、大変なプレッシャーなんです。スタッフや監かん督とく、そして音おん響きよう監かん督とくは定期的に入いれ替かわりますが、胃が痛くなりますよ。正直、早く代わってほしいと思うくらいです」

「はあ……」

　困こん惑わくしていると、西にし蔦つたはこちらをまっすぐに見み据すえた。

　その目に、なぜだかギクリとしてしまう。何かを見定められているようだった。

「でも、投げ出すわけにはいかない。引き受けた以上、最高の作品を作って、次の人たちにバトンを託たくさなければならない。そのためなら、なんだってします。全力で仕事に挑いどむのは、我々も、声優も同じ。それはわかりますね？」

　話の向かう先がわからず、雲行きの怪あやしさばかりを感じる。

　しかし、そう訊きかれれば、「はい……」と頷うなずくしかない。

　なんだってする。

　その発言で警けい戒かいしたのは、由ゆ美み子こが若い女性だから仕方がないことだと思う。

　由ゆ美み子こは目まの当あたりにしたことはないが──、自分の立場を利用して、良からぬことを持もち掛かける人間もいるという。

　加か賀が崎さきがどうしても同席すると言い張ったのは、それを危き惧ぐしてではないか、と思うところもあった。

　けれど、西にし蔦つたは構わず話を進める。

　彼は椅い子すを引き、卓たく上じようにあった数枚の紙の束を持ち上げた。

「歌うた種たねさん──、これを見て頂けますか」

　西にし蔦つたはその紙を、由ゆ美み子こに手て渡わたしてくる。

　おそるおそる受け取ると、そこにはいくつものイラストが描えがかれていた。

　キャラ表だ。

　オーディションの資料として、由ゆ美み子こにとっても馴な染じみの深いものだった。

　わけがわからないままそれを見ていると、西にし蔦つたの解説が始まった。

「それはね、『スーパーヒーロー！　プリティア』に登場する、敵幹部のひとりです。歌うた種たねさんもご存じでしょう。プリティアには毎回、敵幹部が数人登場する」

　もちろん把は握あくしている。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』には毎回、敵対勢力が存在する。

　勢力の構成員やお馴な染じみの巨きよ大だいな怪かい物ぶつも作品によってそれぞれ違ちがうが、それを束ねる幹部が存在するのは毎度のこと。

　プリティアの敵として現れる、象しよう徴ちよう的てきな悪役だ。

「これが今回の敵……」

　資料には、ひとりの女性が描えがかれていた。

　真っ黒なドレスを着込み、強い眼光でこちらを睨にらんでいる。

　手には大きな鎌かまを持っていて、まるで死神のようだ。

　髪かみも瞳ひとみも真っ黒で、立ち上るオーラにも邪じや悪あくさを感じる。

　基本的に敵幹部はコミカルに描えがかれることが多いので、こういったシリアスなビジュアルは珍めずらしかった。

　彼女の手には、黒く染まったハートが浮うかび上あがっている。

　名は、『ダークハート』と言うらしい。

　西にし蔦つたは解説を続ける。

「今回の『スーパーヒーロー！　プリティア』は、初めてプリティアが認にん知ちされた世界です。主人公の結ゆう城きこころは、小さい頃ころからプリティアに憧あこがれ、晴れてプリティアになった。ダークハートはね、その逆。プリティアになるために努力していたが──、それでもプリティアになることができず、その絶望から悪の道に堕おちたんです」

　由ゆ美み子こは、黙だまって資料に目を落とす。

　プリティアになりたくて、でもなれなかった少女。

　おそらくダークハートになる前であろう、快活そうな少女も端はしに描えがかれていた。

『スーパーヒーロー！　プリティア』に登場するプリティア三人は、それぞれの理由でプリティアを目指した女の子。

『小さい頃ころからプリティアに憧あこがれた女の子』、結ゆう城きこころに由ゆ美み子こはシンパシーを覚えた。

　同じ道筋を辿たどり、違ちがう結末に辿たどり着ついたのが、このダークハートなんだろう。

　その名前から、ティアブレイブハートの対比として描えがかれていることが見て取れる。

　……だけど。

　これがなんだって言うんだろう。

　由ゆ美み子こはこの期に及およんでも、他ひ人と事ごとのようにその資料を眺ながめていた。

　西にし蔦つたに、その言葉を投なげ掛かけられるまでは。

「──歌うた種たねさんは、悪役が得意でしたね」

「え……」

　西にし蔦つたの声に、由ゆ美み子こは顔を上げる。

　彼は無表情のまま、淡たん々たんと言葉を続けた。

「『マオウノユウタイ』の勇者クーリ、あれは本当に素す晴ばらしかった。久しぶりにあそこまで悪役ができる若手が出てきた、と思いましたよ。そして、ファントムのシラユリもあなただと。絶命する演技には、息を吞のみました。命を削けずるような、凄すさまじい声でした……」

　評価してもらえるのは、嬉うれしい。

　由ゆ美み子こ自身はピンと来ていないが、勇者クーリの演技はここ最近よく触ふれられる。「やっぱり悪役が合ってるのかなあ」と由ゆ美み子こが思うくらいにハマり役で、評価も高かった。

　そして同じく敵てき役やくであるシラユリは、歌うた種たねやすみが最も評価されたキャラでもあった。

　けれど、このタイミングでその話をするのは。

　悪役に相応ふさわしい、と言うのは。

「聞けば、あなたは憑ひよう依い型の声優らしいですね。キャラと自分を重ねれば重ねるほど、演技力を発揮できるタイプだと。つまり──、この作品で、シラユリのような演技ができる可能性も十分にある」

　心臓が、嫌いやな音を立て始める。

　西にし蔦つたの話の結末が見えてきて、近付くごとに息が荒あらくなる。

　血液が凄すさまじい勢いで巡めぐり始め、反面、手はやけに冷たかった。

　いや、まさか。

　そんなわけない。

　そんなわけないよ。

　どうにか、心の中で繰くり返かえす。

　そうでもしていないと、目の前が真っ暗になりそうだった。

　いや、既すでに視界はおかしい。ぼんやりと、すべてが遠くに感じている。

　いつの間にか、胸を押さえていた。姿勢は自然と前のめりになってしまう。

　由ゆ美み子この様子は明らかにおかしくなっているのに──、彼は無む慈じ悲ひにも宣告する。

「ダークハートは、『プリティアになりたくて、なれなかった女の子』です。──歌うた種たねさん。あなたに、この役をやってもらいたいんです」

　心臓の音が、無視できないほどに大きくなっていく。

　視界が揺ゆらぎ、呼吸は浅い。

　つばを飲み込もうとしても、口の中がカラカラで上う手まくできなかった。

　オファー。それ自体は、光栄なことだ。

　オーディションを必要としないキャラに対して、名指しで呼んでもらえることは由ゆ美み子こにも経験がある。ありがたい話だった。

　普ふ段だんなら手放しで喜べる。

　しかし、問題は。

　今回の問題は。

　その作品が、『魔ま法ほう使つかいプリティア』であることだ。

　心臓の音が頭にも響ひびき、痛みさえ呼んでくる。

　真っ白になった頭の中で、すがりつくように確かめた。

「あ……。で、でも。あたしが……、ここで、ダークハートをやったら……。今後、あたしはプリティアになれないんじゃ……？」
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　どうにか声を絞しぼり出だし、一番尋たずねたいことを言葉にした。

　口の中がいやに乾かわくせいで、まともな発声なんてできやしない。

　これからもプリティアに挑ちよう戦せんできるのなら、何も問題はなかった。

　こんなにも嬉うれしいオファーはないくらいだ。悪役とはいえ、あの『魔ま法ほう使つかいプリティア』に出演できるのだから。

　けれど、プリティアは一度出演した声優は二度と出られない。そう言われている。

　それがもし、事実なら……。

　いや、事実なら。

　こんなオファーなんて、しないでしょう？　という批難の言葉でもあった。

　しかし。

　こんなにもひどい言葉を、西にし蔦つたは何の抵てい抗こうもなく並べ立てていく。

「はい。そう思って頂いたほうがいい。あなたは今後、プリティアにはなれない。ダークハートが後の追加戦士になることもない。そのうえでのオファーです。小さい頃ころからプリティアに憧あこがれた女の子が、その夢を絶たれる。その絶望の果てが、ダークハートです。あなたが演じれば、これ以上ないほどの気持ちが乗る。夢に破れた人間として、この子を演じてほしい」

　はっきりと、無む慈じ悲ひに。

　夢を諦あきらめて、このキャラを演じろ、と言われている。

　今まで由ゆ美み子こは、何人ものキャラを演じてきた。

　悪役に適性があることも、評価されていることも知っている。

　キャラを降ろすことによって、自分でもわけがわからないくらいに入り込み、シラユリやレオンはそのおかげで難所をくぐり抜ぬけた。

　でも、それは。

　そうやって積み重ねてきたのは、その先にプリティアへの道が続いていたからだ。

　西にし蔦つたはそこで、深々と頭を下げる。膝ひざに手を置き、後頭部が見えるくらい、深く。

　大ベテランの音おん響きよう監かん督とくが、十代の女の子に、だ。

　西にし蔦つたは、真しん摯しに誠意を見せようとしていた。

「お願いします、歌うた種たねさん。申し訳ないとは思います。ひどいことを、と思います。それでも、あなたの演技が必要なんです。あなたの夢を──、我々に、ください」

　彼は決して頭を上げず、夢を潰つぶすことを求めた。

　由ゆ美み子こは荒あらくなった息を抑おさえることができず、ただ彼の頭を見つめる。

『由ゆ美み子こはやめませんよ。うちの娘むすめの根こん性じようをナメないでください』

『──歌うた種たねやすみは、いつかプリティアになる声優です』

　頭の中で、かつての母の声が響ひびいていた。







　話はそれで終わった。

　心臓は静まらず、手にじっとりと嫌いやな汗あせをかきながら、調整室を出る。

　頭はぼんやりしているのに、いやに意識ははっきりしていた。

　さっきから、頭の中で同じ言葉が繰くり返かえされている。

　それを吐はき出だすように、由ゆ美み子こはすぐに加か賀が崎さきを見た。

　スタジオの廊ろう下かには、ほかにも人がいる。

　けれど構わず、由ゆ美み子こは真っ先に加か賀が崎さきへすがりついた。

「か、加か賀が崎さきさん、これ、これって、あたし断っていいんだよね？　だって、これをやったら、あたしはプリティアに」

「由ゆ美み子こ」

「やだよ、こんなの、なれないなんて、あたしはプリティアになるために、プリティアになりたくて声優になったのに、こんなの、こんなのって」

「由ゆ美み子こ！」

　加か賀が崎さきに強く名前を呼ばれ、両りよう肩かたを摑つかまれる。

　それでようやく、うわ言のような由ゆ美み子この声が止まった。

　代わりに呼吸が荒あらくなりながらも、加か賀が崎さきを見る。

　加か賀が崎さきは──、今まで見たことのないような、辛つらそうな顔をしていた。

　いつもの余よ裕ゆうのある大人の表情を捨て去り、歯を食いしばりながら、彼女のほうが泣き出しそうな顔で。

　頭がぶつかり合うような距きよ離りで、加か賀が崎さきは言う。

「いいか、由ゆ美み子こ。これは、プリティアの制作が出したオファーなんだ。既すでに主役のオーディションを受けている以上、『スケジュールが空いていない』は通用しない。これでお前が断れば……、プリティアより別の作品を優先したか──、ごく個人的な理由で断ったことになる」

　肩かたを摑つかむ加か賀が崎さきの手の力が、より強くなる。

　痛いほどだったが、そんなものは気にならなかった。

　むしろ、もっと強い力で支えてほしかった。

　だって。

　その言葉の先を、聞いたらどうなるかわからなかったから。

「オファーを受ければ、由ゆ美み子こはもうプリティアには出られない。でも、ここで断っても──、今後、使ってくれるとは思えない。仕事を、オファーを、個人的な理由で蹴けるような奴やつを、プリティアを蹴けるような奴やつを……、使ってくれるとは思えない……！」

「か、加か賀が崎さきさん、加か賀が崎さきさん」

「由ゆ美み子こはもう、どちらにせよプリティアになれないと思ったほうがいい……」

　決定的な言葉だった。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、身体からだ中じゆうの力が抜ぬけ落おちていく。

　代わりに雪な崩だれ込こんでくるのは、どうしようもない無力感。

　こんなにも、こんなにもあっさりと、夢が潰ついえるなんて。

　容よう赦しやなく踏ふみにじられるなんて。

　あぁ、あぁ、と慌あわててその足をどけようとしているのに、より強い力で潰つぶされた。

　残ったのは、ぐちゃぐちゃに土が混ざった、原形を留とどめていないなにか。

　夢だった、なにか。

　由ゆ美み子こは加か賀が崎さきの腕うでにすがりつき、その現実から目を逸そらす。

「でも、でも加か賀が崎さきさん、それじゃ何のために、あたしは声優に、プリティアになるために、ばーちゃんに見せるために、声優になったのに、こ、これじゃ、何のために……！」

　ひとつひとつ言葉を連ねるたびに、現実に押おし潰つぶされそうになる。

　そのたびに涙なみだが溢あふれて、ぽろぽろとこぼれ落ちていった。

　涙なみだを拭ふく気にもなれず、由ゆ美み子こはただ加か賀が崎さきに助けを求める。

「やだよぉ、加か賀が崎さきさん……。あたし、プリティアになれない、なんて、こんな、こんな形で諦あきらめなくちゃいけないなんて、こんなの、こんなのってないよお……っ！」

　泣なき喚わめきながら、そう訴うつたえる。

　言ってほしかった。

　あたしが何とかするから、そんなこと考えなくていいって。

　加か賀が崎さきはいつだって、頼たよりになる大人で、由ゆ美み子こを支えるマネージャーで、由ゆ美み子この味方で、時には𠮟しかってくれるマネージャー以上の存在で。

　──でも。

　加か賀が崎さきにできることなら、とっくにやってくれていることにも、気付いていた。

　加か賀が崎さきは今まで見せたことのない、苦しそうな顔で告げる。

「由ゆ美み子こ……、これからの役者人生を考えろ。お前はこれで、名前を上げる。完かん璧ぺきにダークハートを演じきって、それで評価を上げるんだ。だから、由ゆ美み子こ……。プリティアは……」

「加か賀が崎さきさん……、加か賀が崎さきさあん……」

　由ゆ美み子こはもう何も言えなかった。

　ただ子供のように涙なみだを流すだけで。

　それを加か賀が崎さきに支えてもらうだけで。

　感情をいっぱいに吐はき出だしても、失意は消えていかなくて。

　目の前で夢が消えていくのを、泣なき喚わめきながら見続けることしかできなかった。
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　桜さくら並なみ木き乙おと女めは、自室でひとりスマホの前で固まっていた。

　スマホの画面には、歌うた種たねやすみとのメッセージのやりとりが映っている。

　少し前から、彼女との会話は途と切ぎれていた。

　ここ数日、由ゆ美み子こと話していない。

　何か文字を打とうとして、電話を掛かけようとして、そのたびに拳こぶしを握にぎりしめる。

　できない。

　してはいけない。

「やすみちゃん……」

　由ゆ美み子このことを人ひと伝づてに聞いた。

　歌うた種たねやすみはダークハートとしてオファーを受けて、プリティアの出演が決まった。

　一見すると、とてもめでたい話だ。

　しかし、それはすなわち、彼女は今後プリティアにはなれないことを意味する。

　彼女の声優としての夢が、消えてなくなってしまった。

　どんな言葉を掛かければいいのか、何をすべきなのか、全くわからない。

　それでも、かわいい妹分のために何かしてあげたかった。

　そばにいてあげたかった。

　だけど。

「わたしじゃ……。わたしだけは……、ダメ……」

　乙おと女めは手で顔を覆おおい、うなだれる。

　乙おと女めがどんな言葉で由ゆ美み子こを慰なぐさめようとも、それらはすべて彼女を傷付けるトゲになる。

　なぜなら、乙おと女めはプリティアになれた声優だからだ。

　夢を叶かなえた人間が夢に破れた人にできることなんて、ない。

　由ゆ美み子こにとって、乙おと女めの存在は見ているだけで辛つらいはずだ。

　すぐそばに駆かけつけたいのに、それができない。

　できることを探しているのに、何も見つからない。

　自分が一番苦しいときに由ゆ美み子こは助けてくれたのに、乙おと女めは動くことさえできなかった。

　ひとり、由ゆ美み子こを想おもうだけ。

「やすみちゃん……。やすみちゃんは今、どんな気持ちでいるの……？」

　その言葉に、返ってくる声はなかった。
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「は？」

　最初、千ち佳かは何を言われたのかわからなかった。

　思えば、成なる瀬せは朝からやけに元気がなかったように思う。

　昨日また私生活で何かやらかしたんだろうか、くらいにしか思っていなかったが、その理由を車の中で告げられた。

　その結果、非常に怒ど気きをはらんだ「は？」が千ち佳かから飛び出すことになった。

「怖こわいよ、夕ゆう陽ひちゃん……。わたしを睨にらまれても……。いや、本当怖こわいからルームミラー睨にらまないで……」

　成なる瀬せはハンドルを握にぎったまま、目を逸そらそうとする。

　現場に車で向かう道中、成なる瀬せが「実はね」と切り出した話が原因だ。

　千ち佳かはこめかみに指を当てながら、念のために確かく認にんをする。

「……じゃあ。やすは、今回のプリティアでダークハートを演じることに決まって……。だからもう、プリティアにはなれないって言うんですか」

「そういうことになるだろうね」

「は？」

「だから、怖こわいよ……」

　成なる瀬せから聞いたのは、由ゆ美み子こが敵てき役やくであるダークハートをオファーされ、それを受けたということ。

　オファーの要因のひとつが、由ゆ美み子こが『プリティアになることが夢だったから』。

　当然、由ゆ美み子こが喜んで引き受けたとは思えない。

　プリティアになるという夢を、彼女が自ら放ほう棄きするなんてありえなかった。

　だが、オファーを断るのが難しいという状じよう況きようも理解できる。

　あの『魔ま法ほう使つかいプリティア』のオファーで、音おん響きよう監かん督とくはベテランの西にし蔦つた。

　たかだか五年目の声優がオファーを蹴けったとなれば、今後に影えい響きようがないとは言えない。

　だから由ゆ美み子こは、受けざるを得なかった。

　その状じよう況きようこそが千ち佳かに怒いかりの火を点つけている。

「おかしいでしょう、そんなの。非人道的です。人の夢をわかったうえで潰つぶすだなんて。悪あく趣しゆ味み極きわまりないです」

　千ち佳かはあまりの怒いかりに、眉み間けんに深いしわを寄せる。

　ただでさえ悪い目つきが、より鋭するどさを増していた。

　成なる瀬せは千ち佳かを鏡越ごしに見ないようにしながら、そろそろと答える。

「わかるよ。わたしも最初に聞いたとき、なんてひどいことを、って思った。でも、みんないいものを作ろうと必死なんだよ。歌うた種たねさんに意地悪したいわけでもない。軽い気持ちでやったわけでもない。ひとりの女の子の夢を潰つぶしてでも、自分がどれだけ恨うらまれようとも、西にし蔦つたさんは歌うた種たねさんの演技が欲ほしかったんだと思う」

「そこまでして、ですか？」

「そこまでして、だよ」

　千ち佳かが反感を持って問うと、成なる瀬せはすぐさま言葉を返した。

　その断定的な言い方に怯ひるんでいると、成なる瀬せはとうとうと続ける。

「プリティアシリーズはたくさんの子供たちが憧あこがれるほど、大きな作品だよね。歌うた種たねさんみたいな声優を作るほどに。何年もバトンを渡わたし続けて、ここまで大きくなったんだよ。絶対に失敗できない、より大きくして次に繫つなげなきゃ、っていうプレッシャーはすごいはず……。少しでもいいものを作れるのなら、と歌うた種たねさんに託たくしたんだよ」

　スゥ、と息を吸ってから、成なる瀬せは言葉を繫つなげる。

「歌うた種たねさんが演じるダークハートは、理り不ふ尽じんな理由でプリティアになれず、悪に身を落としたキャラクター。それを憑ひよう依い型の歌うた種たねさん、しかも得意な悪役で演じるんだよ。──もし、シラユリ並み……、ううん、それ以上の演技が期待できるとしたら？」

「それは……」

　千ち佳かは言いい淀よどんでから、黙だまり込こむ。

　シラユリの最さい期ごが評価されたのは、ひいては『幻げん影えい機き兵へいファントム』の評価を上げたのは、歌うた種たねやすみの魂たましいの演技があったから。

　もし、それをプリティアに持ち込めるとすれば？

　絶対に失敗できない作品に、完かん璧ぺきな状態の歌うた種たねやすみを呼べるとすれば？

「……っ」

　千ち佳かは自己嫌けん悪おで、顔を歪ゆがませる。

　だって、さっき成なる瀬せから説明されたとき。

　千ち佳かは、その演技を「聴きいてみたい」と思ってしまった。

　周りのベテラン声優を圧あつ倒とうし、千ち佳かにも新たな目標を作り出させた、歌うた種たねやすみの〝魂たましいの演技〟。

　それを引き出すにはどうしたらいいか……、制作陣じんはよくわかっている。

　大体、千ち佳かだって同じようなことを『ティアラ☆スターズライブ　〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟』の際に行った。

　あのときのレオンを降ろした由ゆ美み子こは、あの場にいた全員の記き憶おくに刻まれたはずだ。

　彼女の実力が認められているから。

　認められているからこそ、今回のようなことが起きてしまった。

　でも、それはあんまりだ。

　これまでがむしゃらに頑がん張ばってきた結果、プリティアになれないなんて。

　それこそ、大人の事情で、だ。

　千ち佳かの怒いかりが感じ取れたのか、成なる瀬せは淡たん々たんと答えた。

「今の歌うた種たねさんにできることは、任された役を全力でやって、その結果を受け取って……。『あぁやってよかった』って思うことなんじゃないかな……」

「でも……。そんなの、納なつ得とくできません」

「できないだろうね。それは本人もそうだと思う。割り切れる話じゃないよ。でも、夕ゆう陽ひちゃんが軽はずみな気持ちで言っていいことじゃない。一番苦しいのは、歌うた種たねさんだから」

「………………」

　この話をしたのは、千ち佳かに釘くぎを刺さす意味もあったのかもしれない。

　千ち佳かなら我が慢まんできずに、由ゆ美み子こに「それでいいの!?」と訊きいてしまっただろう。

　いいわけがない。

　いいわけが、ない。

　でも、どうしようもなかった。

　この状じよう況きように追い込まれて、由ゆ美み子こには夢を諦あきらめる以外の選せん択たく肢しがない。

　そのうえで、他人から「それでいいの？」なんて訊きかれても、彼女の心を抉えぐるだけだ。

　成なる瀬せが千ち佳かに忠告したのも、当然かもしれなかった。

「……佐さ藤とう」

　口の中だけで、相方の名を呼ぶ。

　あなたは今、どんな気持ちでいるの？







　翌日。

　千ち佳かは大学に来ていた。

　今日の講義は若わか菜なと由ゆ美み子こも取っているので、いつもどおりなら横並びで講義を受ける。

　でも、由ゆ美み子こが大学に来ているかと言えば、怪あやしかった。

　落ち込むあまり、家に閉じこもっていても何らおかしくない。

　かといって、千ち佳かにできることはなかった。

　胸にモヤモヤしたものを抱かかえながら、千ち佳かは大学構内を進んでいく。

　教室には、たくさんの学生がずらりと席に着いている。必修科目なので出席率も高い。

　いつも座っている辺りに目を向けると、由ゆ美み子こと若わか菜なが並んで座っていた。

　とりあえず大学には来ていることに、ほっとする。

　ただ、会うなら会うで緊きん張ちようを覚えた。

　どんな言葉を掛かければいいのだろうか。

　成なる瀬せには触ふれるな、と言われているが、果たしてそれでいいのだろうか……。

「あ」

　しかし、迷っている間に若わか菜ながこちらに気付いて、手を振ふってきた。

　おそるおそる、彼女たちに近付いていく。

「おはよう、渡わた辺なべちゃ〜ん。隣となり、空いてるよ」

「ありがとう……」

「おはよ」

　フレンドリーに接してくる若わか菜なと違ちがい、由ゆ美み子こはなんともそっけない。

　こちらをちらりとだけ見て、言葉少なに挨あい拶さつを投げるだけ。

　それだけ落ち込んでいるのか……、と不安に思ったが、そもそも由ゆ美み子こは千ち佳かにはいつもそんな態度だ。

　あぁ、こちらも調子がおかしい。

　普ふ段だんどんなふうに接しているか、わからなくなってしまった。

「？　なに、渡わた辺なべ。ぼうっとして。座ったら」

　思わず千ち佳かがじっと由ゆ美み子こを見ていると、彼女は怪け訝げんそうに空いている席を指差した。

　頷うなずきながら、千ち佳かは若わか菜なの隣となりに腰こしを下ろす。

　講義を受けるための準備をしながら、千ち佳かはふたりの様子を窺うかがった。

　おそらく何も知らない若わか菜なは、ご機き嫌げんに由ゆ美み子こへ話はなし掛かけている。

「ねぇ由ゆ美み子こ〜。由ゆ美み子こは大学にはお弁当って作ってこないの？」

「えぇ？　弁当ねえ……。学食あるんだし、わざわざ作らなくても、って感じなんだけど。大体、あたしが弁当にしても若わか菜なは学食でしょ？」

「それなんか関係ある？」

「あるでしょ。学食であたしだけお弁当開いてたら、変な目で見られそう」

「そうかなぁ。あ、じゃあこうしよ。由ゆ美み子こがわたしの分も作って、いっしょに食べる！」

「こうしよ、って言われても。あたしが弁当二個作ってるんですが？」

「久々に由ゆ美み子この料理を食べたいんだよ〜、作ってよぉ〜」

「えぇ〜？　しょうがないな……」

　由ゆ美み子こは頰ほお杖づえを突ついて、笑いながら受け答えしている。

　……思ったよりも、いつもどおりだった。

　もっと、わかりやすく落ち込んでいるかと思ったが。

　たとえば、文化祭前のときのように。

　由ゆ美み子こは千ち佳かへの嫉しつ妬と心しんが許容量を超こえ、あからさまに態度に出したことがあった。

　基本的に、彼女は感情を抑おさえることがあまり得意ではない。

　だから今回も、見るからに態度に影えい響きようすると思っていた。

　それとも、意外と気にしていないのだろうか……？

「ね、渡わた辺なべちゃん。渡わた辺なべちゃんも、そう思うでしょ？」

「……何の話？」

「あ。渡わた辺なべちゃん、ちょっと聞いててよ〜」

　突とつ然ぜん話を振ふられたが、考え事をしていたせいで聞いていなかった。

　若わか菜なはキャッキャしているが、由ゆ美み子こは鼻で笑う。

「渡わた辺なべが聞いてるわけないじゃん。放っておくと、すぐ一人モードに入っちゃうんだから。スリープモードみたいなもん。常に話はなし掛かけてないと、すぐ消えちゃうよ」

「は？　そういうあなたは、一人モードにならないためにずっと話しているってこと？　周りにひとりじゃないって証明するために？　相変わらず周りの目ばかり気にしてるわね。他人に証明するだけの空くう虚きよな会話は楽しい？」

「はは」

　──あれ。

　千ち佳かがスイッチを入れてまくしたてたのに、由ゆ美み子こは穏おだやかに笑うだけで受け流した。

　お互たがい、ほんの冗じよう談だんを言い合っただけのように。

　そんな、戯たわむれみたいなテンションではなかっただろうに。

　相手の言葉に本気でイラつき、反論せずにはいられない。

　ふたりの会話は、いつだってそうだったのに。

　毒気を抜ぬかれて、千ち佳かは何も言えなくなってしまった。

　千ち佳かが困こん惑わくしていると、今度は若わか菜なが声を上げる。

「まぁまぁ、ふたりとも。あ、そうだ。今日三人でクレープ食べにいかない？　駅前のクレープ屋さんが、セールやってるんだぜ〜。店潰つぶす勢いでクレープ食べよ！」

「あ、ごめん。若わか菜な、あたし今日ちょっと無理で」

「およ。仕事？」

「ん〜……。まぁそんなところ。ごめん」

　──あぁ。

　その会話を聞いて、確信する。

　気にしていないわけ、ないのだ。

　いつだって人と遊ぶことが大好きで、呆あきれるほどにフットワークが軽くて、だれかの中心で楽しそうに笑っているのが、彼女だったのに。

　今は寂さびしげに笑いながら、曖あい昧まいに友人の誘さそいを断っている。

　仕事があるようにも用事があるようにも、とても見えなかった。

　落ち込んでいるのなら、だれかといるほうが気は紛まぎれるだろうに。

　それすら、今の彼女はできないのかもしれない。

　まだ、あからさまに落ち込んで見せてくれたほうがマシだった。

　それをフォローするのは若わか菜なかもしれないし、朝あさ加かかもしれないし、別のだれかかもしれない。

　でもこんなふうに、無理やり普ふ段だんどおりを装よそおっていたら。

　何もないよ？　みたいな顔をされていたら。

　だれも、踏ふみ込こめないではないか。

　唇くちびるを嚙かむ。

　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。

　そう言ってやりたいのに、千ち佳かは黙だまり込こむしかなかった。




　　　　　　　　　　　　♥




　結局、加か賀が崎さきと由ゆ美み子こはあのオファーを受けることになった。

　ダークハート役、歌うた種たねやすみが確定する。

『スーパーヒーロー！　プリティア』のアフレコが始まれば、由ゆ美み子こはダークハートとしてマイクの前に立つだろう。

　その結果、歌うた種たねやすみはこれから先──、プリティアになることはできなくなった。

　その現実は常に由ゆ美み子この背中に覆おおいかぶさって、ぼそぼそと存在を主張している。

　何をしていても。

　どんなときでも。

　するりと心の中に入り込み、夢が潰ついえたことを再さい認にん識しきさせてくる。

　やがてそれに耐たえられず、心はゆっくりゆっくり着実に折れていく。

　声優という仕事が嫌いやになったわけじゃない。

　今までの楽しかったこと、嬉うれしかったこと、それらはすべて胸の中にあるし、目を細めるような眩まぶしい思い出だってある。

　でも、それらは圧あつ倒とう的てきな黒色に塗ぬり潰つぶされていった。

　息苦しい。

　身体からだは重く、視界は常に薄うす暗ぐらかった。

「もうプリティアになれない」という現実が消えてくれない。

「プリティアになる」という目標がどれだけ大きかったのか、まざまざと自覚した。

　今まで声優を頑がん張ばってきたことも、様々な仕事を乗のり越こえてきたのも。

　その夢のため。

　なのに、潰ついえてしまった。

　その事実を、受け止められない。

　いずれは、乙おと女めたちといっしょにプリティアの映画に出ると決めたのに。

　このまま一生、プリティアになれないのだと思うと、気が狂くるいそうになる。

　あぁ。あぁ。あぁ……。

　なんで、なんでこんなことになったんだろう。

　なんで……。

　そう呻うめいても、だれも答えてくれなくて。

　それでも、世界は動いていく。

　夢がなくなろうが、落ち込んでいようが、生活は変わらない。

　普ふ段だんどおり起きて、大学に行って、仕事にも行く。

　友達と会えば、いつもどおりに話すし。

　仕事先でも、きっちり仕事をする。

　いっそ、もう知らない！　とすべてを放り投げられたら、楽になれたのかもしれない。

　けれど、そうやって部屋に閉じこもる度胸は由ゆ美み子こにはなかった。

　ただ、今までどおりにはいかないところもある。

　学校や仕事先でも、由ゆ美み子こは普ふ段だんどおりに振ふる舞まったつもりだった。そうは思っていても、やっぱり滲にじみ出でてしまうものらしい。

　若わか菜なには、「なにかあったんでしょ？」と心配されたし、朝あさ加かのように事情を知った人たちには、「大だい丈じよう夫ぶ？」と訊きかれる。

　だけど、「うん」としか答えられない。

　大だい丈じよう夫ぶじゃ、ないんだろう。

　いつだって心が噓うそみたいに重くて、身体からだの動きも鈍にぶくて、何をする気も起きなくて。

　家に帰って、じっとベッドに横たわっていた。

　気力が、湧わいてこないのだ。

　電池が、切れてしまったようだった。

　何をしていても、どんなときでも、ふと我に返って、夢が潰ついえた現実に引きずり込まれる。

　この気持ちは、いずれなくなるんだろうか。

　どこかで平気になって、この痛みを笑えるんだろうか。

　それはそれで、辛つらかった。

　怖こわくて、でもどうでもよくて、ただ静かに目を逸そらす。

　加か賀が崎さきの前で見せたように、泣なき喚わめくことはもうない。

　目まぐるしく頭の中で悲鳴を上げるだけで、現実では丸まったまま動かなくなる。







　眠ねむれない。

　部屋に帰ったあとはベッドで横になっているが、眠ねむっているわけではなかった。ぐるぐると同じことを考えているだけで、いつの間にか時間が経たっている。

　目を瞑つぶるのは、夜になったときだけ。

　それでも、いつまで経たっても眠ねむりに落ちることはなかった。

　夜は眠ねむるべきなのに、瞼まぶたを閉じれば思考が引っ張られる。

　あの絶望感に放り込まれる。

　感情がかき乱され、苦しくなり、それから逃のがれようとしても、眠ねむることもできない。

　とめどなく流れる感情に翻ほん弄ろうされるだけ。

　そのせいで、休んでいる時間は長いのに寝ね不ぶ足そくだった。

　これから一生、これが続くのだろうか。縛しばられ続けるのか。

「………………」

　人生が、明確に変わったとさえ思う。

『プリティアにはなれない』と宣告される前と、そのあとで。

　今までは、苦しいことがあっても乗のり越こえられた。

　その苦しさも、いずれ、という思いがあったから。

「ばーちゃん……」

　真っ暗な部屋の中で、今は亡なき祖母を呼ぶ。

　由ゆ美み子こが「声優になりたい！」と言ったときから、祖母はずっと応おう援えんしてくれた。

　いつか恩返ししなきゃ、と思っているうちに祖母は倒たおれ、そのまま亡なくなってしまった。

　声優として活かつ躍やくする姿、プリティアになった姿を見せたかったのに。

『ばーちゃん、あたしプリティアになったんだよ！』

　そう報告できるのを夢見て、でもそれは永遠に叶かなわなくて。

　それならせめて、墓前で伝えようと思っていたのに。

「…………………………」

　由ゆ美み子こがふと時計を見ると、午前三時を指していた。

　何時間もベッドの上にいるのに、意識はいやにはっきりしたまま。

　明日は一コマからだから、もう寝ねていなきゃいけないのに。

　ずっと暗くら闇やみで横になっているのも疲つかれてしまって、むくりと身体からだを起こす。

　リビングに降りて行って、水を飲んだ。

　それでより、目が冴さえてしまった。

　ぼんやりと暗くら闇やみのキッチンで立たち尽つくす。

　しばらくそうしてから、のろのろと水を冷蔵庫に戻もどすと、普ふ段だんは気にならないものが目に留まった。

「お酒……」

　基本的に母は家では酒を飲まない。が、ごくたまに飲むときのためのストックだ。

　それを手に取ってみる。

　アルコール度数五パーセントの缶かんチューハイ。

　お酒を飲んで、酔よってしまえば、嫌いやなことを忘れられる。

　母の店でそういうことを言う客は多い。

　どんなことがあっても、酔よえば寝ねられる、とも。

　これを一気に飲んでしまえば、今の現実を忘れて眠ねむれるのだろうか。

　胸を擦さすると、そこには重苦しい黒いものが詰つまっていた。

　頭も、身体からだも、意識も、重い。

　重い重い重い重い──。

　それから、解放されるのなら。

　由ゆ美み子こは缶かんをキッチン台に置いて、プルタブを開けようとして──。

「由ゆ美み子こ」

　母の声で、止まった。

　声のしたほうを見ると、母が無言で立っている。

　今日の母は仕事が休みで、部屋で普ふ通つうに寝ねていたはずだが、起きてきたらしい。

　物音を立てたつもりはなかったが、きっと母親の勘かんなんだろう。

　由ゆ美み子こは十八歳。当然、飲酒はご法はつ度とだ。

　由ゆ美み子こが母のスナックを手伝っていたとき、客がふざけて由ゆ美み子こに酒を飲まそうとしたことがある。その際、母は客であろうと本気で怒おこっていた。

　母はその辺り、案外厳しいのだ。

　ばつが悪い。

　そう思うことさえなく、由ゆ美み子こは缶かんを持ち上げてみせた。

「お酒ってさ。嫌いやなことを忘れられるらしいじゃん。だから、飲んでみようかなって」

　言い訳する気力もなく、ただ思ったことを口にする。

　怒おこられてもいい、と思っていた。

　もはや、何もかもがどうでもいい。

　そんな自じ暴ぼう自じ棄きな想おもいが、アルコールを手に取らせていた。

「由ゆ美み子こ……」

　そんな由ゆ美み子こを、母は抱だきしめる。

　深夜の暗いキッチンで、母の抱ほう擁ようを受け止めた。

　その温ぬくもりに、由ゆ美み子この強こわ張ばった身体からだが少しだけほぐれていく。

「……ごめん」

　そうとだけ呟つぶやき、由ゆ美み子こは母を抱だきしめ返した。

　けれど、その手の力はやはり弱いままだった。







　寝ね不ぶ足そくのまま、大学に向かう。

　どちらにせよ最近は眠ねむりが浅いので、そこまで問題はなかった。

　身体からだは気だるく、視界は狭せまく、気分が沈しずんでいるのもいつもどおり。

　暗い世界に重たい身体からだを引きずって、ただ進む。

　ぼんやりと講義を受けて、あっという間に今日はもう帰るだけになった。

　仕事もない。

　どこかに寄る元気もなく、今日もまたベッドで横になることを考えていると、同じ講義を受けていた千ち佳かに声を掛かけられた。

「佐さ藤とう。ちょっといい？」

「…………………………」

　いいか悪いかで言えば、よくはない。

　若わか菜なの誘さそいも断り続けているが、仕事以外で人と話す気になれないのだ。

　わかっている。

　このまま塞ふさぎ込こんでいるくらいなら、だれかといて気を紛まぎらわしたほうがいい。

　悩なやみを聞いてもらってもいい。今の状じよう況きようを嘆なげいてもいい。

　とにかく、だれかと分かち合うほうがいいのはわかっている。

　それでも、もうすっかり身体からだからは力が抜ぬけ落おちていた。

　穴の開いた風船は、どれだけ頑がん張ばっても空気が保たれることはない。

「悪いけど……」

　ほかの学生が教室から出て行くのを見ながら、答える。

　千ち佳かの顔を見られず目を逸そらしていると、問答無用で手を摑つかまれた。

「いいから」

　そこでようやく──、千ち佳かが怒おこっていることに気が付いた。

　いや、怒おこっているという言い方は適切ではない。

　だって──、怒おこっているときの千ち佳かは、こんなにも悲しそうな顔をしない。

　彼女は唇くちびるを嚙かみ、眉まゆを下げ、きゅっと由ゆ美み子こを睨にらみつけていた。

　怒おこっているときの彼女は、もっと凄すさまじい眼光をたたえているのに、今はむしろ弱々しい光が揺ゆれている。

　ただ、強く握にぎられた手から、彼女が激情を抱かかえていることは伝わった。

　千ち佳かに連れられるまま、教室から出て行く。

　抵てい抗こうする気力もなかった。

　そのまま空いている教室に連れ込まれる。

　あぁ──、前にもこんなことあったな、と思い出す。

　まだ高校生だった頃ころ。

　文化祭の準備中、態度のはっきりしない由ゆ美み子こに痺しびれを切らし、千ち佳かが無理やり空き教室に引っ張り込んできたことがあった。

　あのとき、由ゆ美み子こは千ち佳かの挑ちよう発はつにまんまと乗り、彼女を感情のままに壁かべに押し付けた。

　襟えり首くびを摑つかんで、必死の形相で千ち佳かを睨にらみつけて。

　千ち佳かは涼すずしい顔で、「良いい顔だわ」なんて言ってきたけれど──。

　ダンっ、と鈍にぶい音が響ひびく。

　自分が壁かべに押し付けられている光景を、由ゆ美み子こはまるで他ひ人と事ごとのように見ていた。

　千ち佳かは由ゆ美み子この胸むな倉ぐらをぎゅうっと摑つかんでいる。

　あのときと、真逆。

　今の千ち佳かは、当時の由ゆ美み子こに負けず劣おとらず、険しい表情をしていた。

　彼女は、身体からだとともに低い声を押し付ける。

「佐さ藤とう、あなたいい加減にしなさいよ……！　いつまでそんなに腑ふ抜ぬけているの。いつもみたいに、能天気な顔をしなさいよ！」

　……あぁ。何から何まで、あのときとは真逆だ。

　人を𠮟しつ咤たするようなことを言っているくせに、千ち佳かの表情はだれよりも苦しそうだった。

　瞳ひとみは不安に揺ゆれて、歯を食いしばり、それでも懸けん命めいにこちらをまっすぐに見ている。

　千ち佳かがこんな顔をするのは、初めて見たかもしれない。

　悲ひ哀あいのこもった表情に、申し訳ないな、と思う。

　由ゆ美み子こが何も言えないでいると、千ち佳かはさらに拳こぶしに力を込こめた。

　吠ほえるように訴うつたえる。

「夢が破れてショックなのはわかるわ。落ち込むなとも言わない。でも、ずっとこのままでいるつもり……!?　わたしを超こえるんじゃなかったの……!?　このままじゃ、あなたは本当にダメになる。だから、少しは、少しは立ち上がる気力を見せなさいよ……ッ！」

　その訴うつたえは悲痛なものがあった。

　落ち込んでいるのは由ゆ美み子このほうなのに、まるで千ち佳かが追おい詰つめられているようだ。

　苦しそうで、辛つらそうで。

　あの千ち佳かが、人のことでこんな顔をするなんて。

　そんな表情をさせている原因は、自分だ。

　ほかの人が由ゆ美み子この異変に気付いているように、千ち佳かだってとっくに知っている。

　気き概がいを失った由ゆ美み子こを見て、彼女は居ても立ってもいられなくなったのだろう。

　今の由ゆ美み子こを許せない。

　だから、不器用なりに自分の気持ちをまっすぐに伝えている。

　千ち佳かが、相方が、自分のために動いてくれたのは、嬉うれしい。

　由ゆ美み子こはゆっくりと、彼女の手に己おのれの手を重ねた。

「ごめん、渡わた辺なべ。あんたにここまで言わせるなんて、あたしはよっぽどひどいことになってるんでしょ。あんたのことは嫌きらいだけど、心配を掛かけてることは謝る。ごめん」

　そう答えると、千ち佳かは少しだけ安心したようだった。

　そのせいで、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　千ち佳かの手を握にぎる己おのれの手は、力が入らないままだったからだ。

「でも、ごめんな。渡わた辺なべにここまで言ってもらってるのに、あたしは……。あたしは、それでも……、立ち上がろうって思えないんだ……」

　ぽろぽろと弱音をこぼす。

　千ち佳かが奮起させようとしてくれる気持ちは、ありがたいと思う。

　でも、その感情さえも遠い遠い別の世界の話のようだった。

　今、自分はどこにいるのか。

　それさえも、曖あい昧まいなのだ。

　千ち佳かは目を見開く。

　うわ言のように、由ゆ美み子この口からは力の抜ぬけた言葉が落ちていった。

「何も見えない、何もできない……。すべきことはわかってるけど、どうしてもそっちを見られない……。痛いんだ……、見たくないんだよ、渡わた辺なべ……。ごめん……、でも……」

　その声に感情はない。

　搾しぼりかすのようなもので、ただ落とすことしかできなかった。

　千ち佳かに胸むな倉ぐらを摑つかまれたまま俯うつむき、身体からだには力が込こめられない。

　何も変わらなかった。

　千ち佳かは愕がく然ぜんとした表情で由ゆ美み子こを見つめていたが、ぐっと歯を食いしばる。

　由ゆ美み子こを思い切り睨にらみつけ、再び手に力を込こめて、さらに壁かべに強く押し付けた。

　すぐそばまで顔を寄せて、感情を渡わたすかのように必死で訴うつたえる。

「泣き言を言うなら、せめてしっかり言いなさいよ……！　あなたの周りには、たくさん人がいるでしょう……！　わたしでもいい、ほかの人でもいい！　そうやって殻からにこもるくらいなら、人に渡わたしてでも楽になって、それで立ち直りなさいよ……ッ！」

　怒いかりなのか、悲しみなのか。

　それとも、もっと別の感情なのか。

　千ち佳かはまるで懇こん願がんするように、由ゆ美み子こに気持ちを託たくしている。

「あなたとわたしは、運命共同体なんでしょう!?　あなたが腑ふ抜ぬけていると、わたしが困るのよ……！　いっしょに、桜さくら並なみ木きさんを超こえるんでしょう!?　この業界にずっといるつもりなんでしょう!?　わたしには負けたくないと言ったじゃない……！　ねぇ、佐さ藤とうッ！」

　その強い訴うつたえに、由ゆ美み子こは声が漏もれそうになる。

　ここまで必死に、感情的に、由ゆ美み子こに声を掛かける人はほかにいないだろう。

　慰なぐさめてはくれるかもしれない。ともに嘆なげいてはくれるかもしれない。

　だけど、まっすぐに、立ち上がってくれ！　と𠮟しつ咤たするのは、おそらく千ち佳かだけだ。

　普ふ通つうの人間は、ここまで無責任にだれかを引っ立てることはできない。

　だけど千ち佳かは、人の気持ちがわからないし。

　なにより運命共同体だから、千ち佳かはこうまで言い切ってしまう。

　この世界で、由ゆ美み子こにここまで言えるのは千ち佳かしかいない。

　そう思うと、身体からだの中に熱がゆっくりと戻もどってきた。

　暗く沈しずんでいた気持ちの中に、一本の熱い線が通っていく。

　それがやがて全身を巡めぐっていき、由ゆ美み子こは久しぶりに感情的になるのを感じた。

　昂たかぶりを覚える。

　けれどそれは──、おそらく、千ち佳かが思おもい描えがいていたものとは真逆ではないだろうか。

　戻もどってきた感情に、ただただ押おし潰つぶされる。

　今までどうにか鈍どん化かしていた気持ちが、鮮せん明めいに現実を呼び起こしてしまった。

　それは破は裂れつしそうなほど身体からだの中で膨ふくらみ、目め頭がしらが熱くなる。

　久しぶりに、涙なみだが両目からこぼれ落ちていった。

　声も、唇くちびるも、震ふるえる。

「でも……、でも、渡わた辺なべ……。あたしは……、あたしはぁ……、プリティアになりたくて、この世界に来たんだ……。ばーちゃんに見てもらいたくて……。あたしは声優が好きだよ。でも、こんなふうに夢を絶たれて、あたしは……」

　壊こわれてしまったかのように、嗚お咽えつまじりの声がただ漏もれていく。

　涙なみだに歪ゆがんだ千ち佳かの顔は驚おどろきの色に染まり、固まっていた。

　それでも、由ゆ美み子こはもう止めることができない。

　千ち佳かの両りよう肩かたに手を置き、折れた心が震ふるえだす。

　足からは力が抜ぬけて、由ゆ美み子こはその場に膝ひざをついた。

「あたしはもう……、もう無理だよ、渡わた辺なべ……。ごめん、ごめんね、渡わた辺なべぇ……」

　うううう、と子供のように涙なみだを流す。

　人前を気にする余よ裕ゆうはなく、みっともなく床ゆかに座り込んで。

　ぐったりとして、由ゆ美み子こは感情に翻ほん弄ろうされるしかなかった。

　千ち佳かは何も言えず、どうしていいかもわからず、ただ立たち尽つくしていた。







　それから。

　千ち佳かはあの日のことには言げん及きゆうしなかったし、互たがいに何事もなかったように過ごした。

　同じような、日々。

　大学で講義が被かぶれば話すこともあるけれど、それだけだ。

　ラジオや仕事は無難にこなし、プリティアからはひたすら目を背そむけていた。

　千ち佳かからのアプローチも、これから先はもうないだろう。

　基本的に、渡わた辺なべ千ち佳かはドライな女だ。

　先日のことも、単に自分がイラついたり、言いたいことがあったから言っただけ。

　基本的にだれかのために行動する女ではない。

「佐さ藤とう。これから、ちょっといい」

　だから、講義のあとに千ち佳かに声を掛かけられて、驚おどろいた。

　由ゆ美み子こがのそのそと片付けをしていると、彼女がそばに立っていたのだ。

　千ち佳かは無表情で、由ゆ美み子こを見下ろしている。

　どういうつもりなのかわからない。

「なに……、なにか、話でもあるの？」

「えぇ。付き合って頂ちよう戴だい」

　千ち佳かは淡たん々たんと答える。

　由ゆ美み子こは怪け訝げんな顔を作る気力もなく、ため息を吐つきそうになった。

　あのときは、みっともなく泣いてしまった。

　千ち佳かには悪いが、ただただ落ち込むだけの時間だった。

　千ち佳かの気持ちは嬉うれしかったが、それに応えられるかは別問題だ。

　これ以上、余計なダメージを負いたくはなかった。

「悪いけど……。しばらく、放っておいてくれるかな。たぶん、時間が解決してくれると思うし……。あんたに何を言われても、キツいだけだからさ」

　半分本音と、半分建前を混ぜて答える。

　時間が何とかしてくれる……、かどうかはわからない。

　でもそれに期待するしかなかった。

　放っておいてくれ、なんて言葉が自分から出てくるとは……、と自じ嘲ちよう気味になっていると、自然と口も軽くなった。

「ごめんな、渡わた辺なべ。あたし、面めん倒どうくさいよね。だからもう、関わらなくていいよ」

　そう言って、強ごう引いんに立ち上がる。

　千ち佳かに申し訳ないと思っているのは、本音だった。

　だからもう、お互たがいのためにも関わらないでほしい。

　けれど、ひとつ忘れていた。

　千ち佳かは、そういったことを「知らない」で無視できる人物だということに。

「いいから。あなたに仕事が入っていないことは確かく認にん済ずみ。とにかく、行くわよ」

　強ごう引いんに立ち去ろうとした由ゆ美み子こを、さらに強ごう引いんに千ち佳かは手を引く。

　千ち佳かの言うとおり、今日の由ゆ美み子こに仕事は入っていないし、予定もない。

　ただ、ベッドの上で丸くなるだけだ。

　本当は行きたくなかったが、振ふり払はらう気力もない。

　仕方なく、連れられるままに千ち佳かについていった。

　水の中を動くような身体からだの重さはそのままに、由ゆ美み子こは千ち佳かの手に引かれていく。

　そうして、しばらく移動し。

　千ち佳かが無言で入っていった店に困こん惑わくした。

「……なんで？」

　彼女が連れてきたのは、居酒屋だったのだ。

　大学生が行くような大衆居酒屋ではなく、お値段の高そうなタイプの。

　店内は品のいい和風テイストで装そう飾しよくされ、席はすべて個室のようだ。

　静かにふすまが並んでおり、どこからも騒さわがしい声は聞こえてこない。

　その光景を見て、由ゆ美み子こはただただ困こん惑わくした声を上げる。

「ちょっと渡わた辺なべ……。なに？　もしかして、コンパでもすんの……？」

　千ち佳かが由ゆ美み子こを元気づけようと変な気を利きかせた結果、「陽キャと言えばコンパでしょう」と場を整えた可能性はあるだろうか。

　変なところで常識がない奴やつだし、ありえないとも言い切れない。

　とても騒さわげるような気分じゃないんだけど……、と考えていると、千ち佳かは黙だまってふすまに手を掛かけた。

　ふすまが開けられると、そこには様々なタイプの大学生。

　が、いたわけではなく。

「よう。来たな、歌うた種たね」

「……………………」

「えっ……。な、なんでおふたりが？」

　ふすまを開けた先は、床とこの間まのある上品な座ざ敷しきだった。

　そしてテーブルの上座には、ふたりの女性が座っている。

　ベテランの大だい先せん輩ぱい声優。

　森もり香か織おり、大おお野の麻ま里りのふたりであった。
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　　　　　　　　　　　　◆




　千ち佳かは愕がく然ぜんとしていた。

　プリティアになれないと決まってからの由ゆ美み子こは、とても見ていられなかった。

　露ろ骨こつに態度に出すことはなかったし、そこは本人も気を付けていたんだと思う。

　それでも滲にじんでしまう彼女の失望。

　気力が削そげ落おちた声。痛々しい笑え顔がお。

　ふと見せる、空っぽになったような表情。

　普ふ段だんはバカみたいに明るい彼女だからこそ、そのダメージがいかに大きいかがまざまざと伝わった。

　このまま、どこかに消えてなくなってしまうんじゃないか。

　いつの間にか、ふっと声優業界から降りるのではないか。

　不安からは焦あせりが生まれ、千ち佳かを行動に突つき動うごかした。

　空き教室で彼女を壁かべに押し付け、とにかく想おもいを伝えた。

　もうあんなあの子を見ていたくなくて、必死に千ち佳かの気持ちを渡わたしたのだ。

「あたしはもう……、もう無理だよ、渡わた辺なべ……。ごめん、ごめんね、渡わた辺なべぇ……」

　その結果が、これだ。

　彼女は床ゆかにへたりこんで、千ち佳かの目の前で泣いていた。

　幼い女の子のように、感情にもてあそばれている。

　──心が折れた人間というのは、ここまで脆もろいものなのか。

　千ち佳かは、呆ぼう然ぜんと彼女を見下ろすことしかできなかった。

　だれもいないマンションに帰ってきて、千ち佳かはベッドに横たわる。

　天てん井じようを見上げながら、ぼんやりと考えた。

「わたしには、もうどうしようもないのかしらね……」

　目を腕うでで覆おおい、心ここ地ちよい暗くら闇やみに逃にげる。

　そもそも、自分が出張るようなことではなかった。

　何とかしたいと思ったのか、単にイラつきと焦あせりが千ち佳かを駆かり立たてたのか。

　とにかく行動した結果が、より由ゆ美み子こを傷付けた。

　成なる瀬せから警告を受けていたにもかかわらず。

　けれど、まさかあれほどまでに……。

　彼女のうなだれた姿を思い出して、陰いん鬱うつたる思いを抱いだく。

　今の由ゆ美み子こには、とても立ち直る力は残っていない。

　本人に立ち上がる気力がないのなら、自分が囃はやし立たてたところで意味はなかった。

「そもそも……。無理やり立たせてどうするのって、話よね……」

　そんなものは、お節せつ介かいでしかない。

　由ゆ美み子こは今、望んで床ゆかにうずくまって涙なみだを流している。

　そんな彼女の脇わきを抱かかえて無理やり立たせたところで、問題の解決になるとは思えなかった。

　それでもお節せつ介かいを焼いてしまうのは、むしろ由ゆ美み子このほうだったはずだ。

　千ち佳かは、そんな彼女の隣となりで白い目を向けていたのに。

　なぜ、こんなことになっているのだろう。

「……気持ちが、わかるから？」

　それで、思い出してしまう。

　かつて千ち佳かも、この業界に深く失望して、家でうずくまっていたことがあった。

　何も見たくない、と目と耳を塞ふさぎ、家でじっとしていたあの日。

『裏営業疑ぎ惑わく』。

　尾び行こうされた挙句、隠かくし撮どりされて、監かん督とくに裏営業しただの何だのと騒さわがれて。

　教室では頭のおかしい配信者に絡からまれて、好き勝手に暴言を吐はかれて。

　世間の悪意に晒さらされて、本気で何もかもがどうでもよくなっていた。

『もうわたし、声優やめる……』

　あの言葉は虚きよ勢せいでもなんでもなく、千ち佳かは本当に声優業界から降りることを決めていた。

　それを無理やり、千ち佳かの手を摑つかんで。

　引っ張り上げようとしたのが。

　由ゆ美み子こだったのだ。

『あたしは、まだ、あいつといっしょにやりたいよ……っ！』

　自分のアイドル声優生命をどぶに捨てて、自分勝手にそう宣言して。

　周りに大だい迷めい惑わくを掛かけて、自分も大きなダメージを負って。

　それでも、千ち佳かといっしょにラジオをやりたい、とあの子は泣いてくれた。

　だから今、千ち佳かはここにいる。

　……あぁ、そうか。

　それを思い出して、千ち佳かは自身の胸に手をやる。

　自分のために、彼女はあそこまでしてくれた。

　そのやり方は褒ほめられたものじゃなかったし、いろんな人のことを考えると、とても肯こう定ていはできないけれど。

　でも、千ち佳かは。

　由ゆ美み子こがあのとき手を取ってくれたことを、心から感謝している。

「──あのときの借りを、返さなきゃね」

　千ち佳かは身体からだを起こす。

　普ふ段だんは仲が悪く、喧けん嘩かばかりの間あいだ柄がらだから、決して口にはしないけれど。

　あの子がいなければ、自分は声優を続けていない。

　だから。

　自分は彼女に、お節せつ介かいをする義務がある。







　後日。

　千ち佳かはアフレコスタジオの待合室で、ひとり時間を潰つぶしていた。

　先ほど自分の仕事が終わったのに、しれっとまだ仕事があるような顔で待機している。

　成なる瀬せに頼たのみ込こんで伝つ手てを借り、どうにか情報を摑つかんでもらった。

　その結果、こうして待まち伏ぶせを決行している。

　仕事が上う手まい具合に嚙かみ合あったのは、純じゆん粋すいに幸運だった。

　しばらく待っていると、アフレコブースの扉とびらが開き、そこから数人の声優が出て行く。千ち佳かはそれを確かく認にんしてから、席を立った。

　すると、向こうのほうから声を掛かけてくれる。

「ありゃ。夕ゆう暮ぐれじゃん。お疲つかれ」

「………………」

　そこに並んでいたのは、大おお野のと森もりのふたりだった。

　習なら志し野のプロダクション所属のベテラン声優、大おお野の麻ま里りと森もり香か織おり。

　大おお野のは手をひらひらと揺ゆらし、森もりは黙だまって千ち佳かを見つめている。

　大おお野のはデニムジャケットに黒いロングスカートを穿はいており、彼女の雰ふん囲い気きによく似合っていた。短めに揃そろえた髪かみも、勝気そうな顔も、とても若々しく見える。

　森もりは普ふ段だんと変わらず、全身黒のワンピースだ。長い髪かみもほったらかしで、メイクもしていない。だというのに、異常に若く見えるのだからなんとも不思議な人だ。

「なに、仕事？　時間かぶってたのか。偶ぐう然ぜんだね」

　大おお野のは無愛想な千ち佳か相手にも、気さくに話はなし掛かけてくれる。

　千ち佳かは挨あい拶さつを返してから、小さく首を振ふった。

「仕事はありましたが、随ずい分ぶん前に録とり終わりました。今は、おふたりを待っていたんです。話があって」

「話？」

「…………」

　大おお野のは怪け訝げんそうな顔をしているが、森もりは何の反応も示さない。

　ただ、黙だまって突つっ立たっているということは、聞く気はあるらしい。

　気が変わらないうちに、千ち佳かは早々と本題を口にした。世間話をするつもりはない。

「やすがプリティアに出るという話は、聞いていますか」

　今までどこかのほほんとしていた大おお野のの顔が、急に引ひき締しまった。

　そっと視線を逸そらして、頭を搔かいている。

　やがて、面めん倒どうくさそうに答えた。

「あぁ聞いてる。あいつ、プリティアに憧あこがれてるって言ってたのに、なんで悪役なんだろーって、気になったから。知り合いに話聞いたよ。森もりにも話したよな」

「そうね」

　大おお野のが問いかけると、短いながらもようやく森もりが口を開いた。

　全く興味がなさそうだが、彼女は普ふ段だんからこうなので本心はわからない。

　大おお野のは腰こしに手を当ててから、ため息を吐つく。

「音おん響きよう監かん督とく直々のオファーだったんだろ？　天下のプリティアのオファーなら、そら断れんわな。こればっかりはな……。巡めぐり合あわせだと思って、諦あきらめるしかないわな……」

　苦々しい呟つぶやきから、彼女が様々な経験をしてきたことが感じられた。

　千ち佳かたちの何倍も芸歴がある彼女からすれば、馴な染じみがある出来事なのかもしれない。

　もしかしたら、甘ったれたことを言うな、と𠮟しつ咤たされる可能性もある。

　けれど今さら、怒おこられたくらいで引くつもりはなかった。

　千ち佳かはまっすぐに彼女たちを見て、口を開く。

「そうです。あの子は断れなかったし、結果的にプリティアを諦あきらめることになりました。だから今、あの子は立ち直れないくらいに落ち込んでいます」

　千ち佳かの話に、大おお野のは腕うでを組むだけで何も言わない。

　森もりは最初から無反応。

　千ち佳かは静かに、言葉を繫つなげていった。

「だから……、だから。おふたりから、やすに声を掛かけてあげてくれませんか。尊敬しているふたりから励はげまされたら、あの子は元気を取とり戻もどすかもしれません。立ち直るきっかけになるかもしれない」

　これはかつての、由ゆ美み子この行動から得た発想だ。

　一年ほど前に、桜さくら並なみ木き乙おと女めは活動休止に追い込まれた。

　精神のバランスを崩くずした乙おと女めの元に、秋あき空そら紅葉もみじが駆かけつけ、乙おと女めは何とか立ち上がることができた。

　あのときの由ゆ美み子こでは、乙おと女めを救うことができなかったように。

　今の千ち佳かでは、由ゆ美み子こを立ち直らせることはできない。

　しかし、このふたりなら。

　もしかしたら、と思ったのだ。

　それに、大おお野のや森もりは歌うた種たねやすみを気に入っている。

　気に掛かけている後こう輩はいが落ち込んでいるのなら、きっと励はげましてくれると思った。

　千ち佳かには思いつかないようなことを、彼女に言ってくれるかもしれない。

　そう千ち佳かは考えていたからこそ、大おお野のが放った次の言葉には虚きよを突つかれた。

「ふん。夕ゆう暮ぐれ」

「はい」

「悪いが、断る」

　大おお野のの短い拒きよ絶ぜつに、千ち佳かは言葉に詰つまる。

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

　当然、千ち佳かはすぐに詰つめ寄よろうとしたが、大おお野のはさっさと理由を話していく。

「夕ゆう暮ぐれ。あんた、なにか勘かん違ちがいしちゃいないかね。あたしだって、だれかれ構わず後こう輩はいだからって手を差さし伸のべるわけじゃーないんだよ」

「わ、わかっています」

　困こん惑わくしながらも、答える。

　大おお野のが、若手とはあまり関わりを持たない、という話は知っている。

　その理由は、生き残れるかわからないから。

　仲良くしていても業界を去ってしまうのなら、ただ虚むなしいだけだ。

　その反面、大おお野のが生き残れると判断した後こう輩はいなら、厳しくもやさしくも目を掛かけるという話だった。

　だからこそ、千ち佳かも由ゆ美み子こも、彼女には何度もお世話になっている。

　大おお野のは人差し指を振ふりながら、面めん倒どうそうに答えた。

「たとえばね。歌うた種たねが辛つらいです、助けてください、って言うのなら、話くらい聞いてやるよ。後こう輩はいだからね。一晩中だって愚ぐ痴ちを聞いてやるし、慰なぐさめてもやる。──でも、本人は助けてほしい、なんて一言も言ってないだろ」

「……………………」

　それは、そのとおりだ。

　千ち佳かがこの場に来ることを躊躇ためらった理由を、大おお野のは的確に指し摘てきしていく。

「本人に立つ気があるから、周りは手を差さし伸のべられるんだ。逆に言やー、その気がないのに無理やり立たせてもしょうがないんだよ。夕ゆう暮ぐれだってそう思ってるんだろ？」

　大おお野のが鋭するどい目つきで、千ち佳かに指を突つきつける。

　完全に見み透すかされていた。

　千ち佳かはもとよりそっち側の考え方だし、千ち佳かの今の行動さえもどうかと思っている。

　そもそも周りに助けを求めるのは、ひとりを好む千ち佳かの考え方からも逸いつ脱だつしていた。

　そのうえ、大おお野のはさらに残ざん酷こくな言葉を突つきつける。

「それにな。言っちゃなんだけど、よくあることだ。自分がどうしてもやりたい、人生を懸かけてでもやりたい役に、なれない、なんてね。声優はこれの繰くり返かえし。塞ふさぎ込こんだところで、世界が変わるわけじゃない。それを受け入れられない奴やつに、言えることなんてないよ。結局は実力の世界だからな」

　それもまた正論だった。

　どんなにすごい声優だって、受かるよりも落ちる回数のほうが多い。

　どれだけ意気込んでも、目標の役だったとしても、落ちたらそれっきり。

　皆みな、たった一回の勝負にすべてを懸かけている。

　今回の由ゆ美み子この件だって、一見は理り不ふ尽じんに感じるかもしれない。だが、スケジュールの都合や事務所の方針、ほかの要因でオーディションを受けられないことは往々にしてある。

　それに比べれば、由ゆ美み子こは挑ちよう戦せんできたのだ。

　受かる実力がなかったのが悪い、と言われたら、言い返すことなどできやしない。

　それは、わかっている。

　わかっている、けれど。

「森もりは？　どうする」

　大おお野のが隣となりに立つ森もりに問いかけ、千ち佳かはそちらを見る。

　大おお野のは無理でも、森もりは違ちがう意見かもしれない。

　そんな淡あわい期待は、彼女の無機質な声がはっきりと否定した。

「行かない。そんなことでいちいち落ち込むなら、声優に向いていない。そんな人のために、わたしの時間を使いたくない」

　森もりは一いつ切さい表情を変えず、無む慈じ悲ひに切って捨てる。

　森もりらしいと言えば森もりらしいが、あまりに冷れい酷こくだ。

　さすがの大おお野のも引いていて、呆あきれ顔がおで「あたしはそこまで言わないけどな……」と口を曲げていた。

「森もりって、歌うた種たねのこと案外気に入ってなかったっけ」

「さあ。気に入っていたとしても、それは演技をする歌うた種たねさんであって、そうじゃないなら興味ないよ」

　森もりはそう答えると、何の前まえ触ぶれもなく歩き出す。

　千ち佳かのそばを抜ぬけて、そのまま軽い足取りで廊ろう下かを進んでいった。

　唐とう突とつに話を打ち切られたことに、千ち佳かはすぐには反応できなかった。

　大おお野のは慣れているらしく、平然と森もりの歩みについていく。

「じゃあな。お疲つかれ」

　さっぱりした口調でそうとだけ告げて、ふたりの先せん輩ぱいは千ち佳かのそばから離はなれていく。

　千ち佳かは拳こぶしを握にぎった。

　言い返せない。

　それどころか、彼女たちとすべて同意見だった。

　もしも、自分が後こう輩はいからこのようなことを頼たのまれたら、きっと彼女たちと同じことを言う。

　本人に立つ気がないのなら、周りが騒さわいだところでしょうがない。

　よくあることだ、実力不足がすべての原因、と。

　由ゆ美み子こがそういったお節せつ介かいをしようとして、千ち佳かが不ふ機き嫌げんそうに答える姿まで想像できた。

　けれど、ここに由ゆ美み子こはいない。

　この場にいる全員が、「そういうものだろう」と納なつ得とくしていた。

　自分が腑ふに落ちていないことを、人に頼たのみ込こむのはどうなのだ。

　それはわかっている。彼女たちが全面的に正しい。

　だけど。

　……だけど。

　それでもあの子は、自分勝手に手を差さし伸のべてくれた。

　客観的に考えたら黙だまっているべきだと感じながらも、自分がいっしょにいたいから、助けたいから、と必死で訴うつたえてくれたのだ。

　それに、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、渡わた辺なべ千ち佳かは。

　あの日、歌うた種たねやすみに、佐さ藤とう由ゆ美み子こに。

　救われたんだ。

　だから──、自分はここにいる。

「待ってください」

　振ふり返かえり、彼女たちに声を掛かける。

　生半可な説得が通じない相手だというのは、わかっている。

　相手はこの道三十年のベテランで、由ゆ美み子こが傷付いているような苦難を幾いく度どとなく乗のり越こえた人たちだ。

　千ち佳かに語る言葉はもう残っていない。

　だから、行動で示すしかなかった。

　立ち止まったかどうかもわからないのに、千ち佳かは動いた。

　深く──、深く、頭を下げる。

　意地っ張りで、負まけず嫌ぎらいで、プライドの高い渡わた辺なべ千ち佳かが、愚ぐ直ちよくに頭を下げた。

　そのままの姿勢で、千ち佳かは口を開く。

「どうかお願いします。あの子に声を掛かけてあげてください」

　足下に目を向けて、千ち佳かは続ける。

「おふたりの言うことが正しいのはわかります。わたしには説得する言葉も、手段もありません。それでも、お願いしたいんです。今のやすは見ていられません。どうにかしたいんです。もうこれ以外に、わたしにできることは思いつきません」

　頭を下げたまま、必死に言葉を並べていく。

　千ち佳かの大だい嫌きらいな、感情に訴うつたえる行こう為い。

　理り屈くつも何もかもすっ飛ばした、最も愚おろかで、醜みにくい手段。

　普ふ段だんなら絶対にやらない行こう為いだが、千ち佳かにはもう手札がない。

　たとえみすぼらしくとも、すがりつくしかなかった。

　慣れない行こう為いに頭の回転は鈍にぶくなり、とにかく思いつくままに訴うつたえる。

「あの子のために動けないと言うのなら、わたしのために。わたしのために動いてください。わたしには、歌うた種たねやすみが必要なんです。あの子がいたから、わたしはここまで来られた。わたしのこれからのためにも、あの子がいないと困るんです」

　目を瞑つぶり、ただ愚ぐ直ちよくに言葉を吐はき出だしていく。

　バカなことをしている自覚はあっても、もう止まれなかった。

　だから、と続ける。

「お願いします。助けてください」

　これ以上は、何も言えなかった。

　返事もない。

　彼女たちの沈ちん黙もくが空気を重くし、頭を下げたままの千ち佳かには何も見えない。

　それでも、頭を上げなかった。

　すると、大おお野のがぼそりと呟つぶやく。

「……驚おどろいた。夕ゆう暮ぐれ、あんた人のために頭を下げられるんだね。そういうのから、一番程ほど遠とおい人間だと思っていたのに」

　その感覚は、一部を除いて正しい。

　千ち佳かが人のために頭を下げるなんて初めてのことだったし、今後もおそらくないと思う。

　ただ、ひとつだけ訂てい正せいしなくてはならない。

「自分のためなら、わたしは頭なんて下げません」

　人のことだから、自分にはどうにもならないことだから、やっているだけだ。

　これが自分自身の問題だったら、死んでもごめんだ。

　その答えに、大おお野のはふはっと笑う。

　いいね、と続いた。

「ま、とにかく頭を上げな。そういうプレッシャーの掛かけ方もあるけどね、あんまり誠実じゃないわな。本当に誠意を見せたいなら、人のいないところでやるもんだ」

　千ち佳かが言われて頭を上げると、周りの視線が突つき刺ささっていた。

　それほど多くはないとはいえ、ここは廊ろう下かなのでほかに人はいる。遠巻きに視線を感じた。

　十代の新人がベテランふたりに頭を下げているのだから、なんだなんだ、と注目を浴びるのは当然だ。

　頭を下げる予定なんてなかったので、場所まで考こう慮りよする余よ裕ゆうはなかった。

　ばつが悪くなって髪かみをいじっていると、大おお野のがため息を吐つく。

　軽く両手を上げて、呆あきれたように答えた。

「わかった、降参だ。こんなわっかい子に頭を下げられたら、おばちゃんはお手上げだよ。あんたの言うとおりにする。歌うた種たねを元気づければいいんだな」

「本当ですか……っ」

　ＯＫが出て千ち佳かが思わず声を上げると、大おお野のは手で制してくる。

「待って。言っとくけど、歌うた種たねのためじゃねー。あんたのためだよ、夕ゆう暮ぐれ。あんたが自分のために助けてくれって言うんだったら、力を貸す。夕ゆう暮ぐれの心意気に免めんじてね」

「逆ツンデレ？」

　森もりがぼそっと呟つぶやくので、大おお野のは眉まゆを顰ひそめる。

　しかし、すぐさま愉ゆ快かいそうに笑って、声こわ色いろを変えた。

「勘かん違ちがいしないでよね、あんたのためなんだからね！　ってか？　ま、そういうこと」

　大おお野のは快活に笑っている。

　彼女の笑え顔がおを見て、千ち佳かはようやく胸を撫なで下おろした。

　どうやら本当に由ゆ美み子このために動いてくれそうで、重たい空気も霧む散さんしている。

　そこでやっと頭の回転が戻もどってきて、ある考えが浮うかんだ。

　なんとなく、なんとなくだが。

　もしかして、大おお野のも何とかしたかったのではないか。

　ただし、大おお野のが先ほど言ったことは間ま違ちがいなく正しいし、ベテランのお節せつ介かいとして動くには範はん疇ちゆうを超こえていると言えなくもない。

　周りに示しがつかない、というのもあるだろう。

　千ち佳かは無む鉄てつ砲ぽうな新人だからこそ、それを無責任に頼たのみ込こむことができた。

　それだけに、千ち佳かが大義名分を掲かかげたのは、大おお野のにとって渡わたりに船だったのかもしれない。

　もちろんこれは千ち佳かの想像でしかないし、本人に訊きいても「んなわけねー」と顔を顰しかめられるのだろうが。

　とにかく、大おお野のが来てくれることにほっとする。

　そこで大おお野のが森もりに問いかけた。

「あたしは行くけど。森もり、あんたは？　どうする？」

　その質問に、森もりは小首を傾かしげた。

「飲みの、ついでなら？」




　　　　　　　　　　　　♥




　ふすまを開けた先にいたのは、森もりと大おお野ののふたりだった。

　テーブルの奥で大おお野のは唇くちびるを吊つり上あげていて、森もりはいつもの無表情。

　待っている間に一杯ぱいやっていたようで、テーブル上には二杯はいのビールグラスがあった。

　彼女たちがふたりで飲みにいくのは知っているが、なぜ自分がここに呼ばれたのか。

　千ち佳かがなぜ引き連れてきたのか、全くわからない。

　困こん惑わくしていると、大おお野のは座ったまま千ち佳かを指差した。

「夕ゆう暮ぐれに口説かれたんだよ。歌うた種たねが物もの凄すごく落ち込んでいる、だからあたしたちから声を掛かけてくれないか、って。わざわざ頭まで下げてね。だから来たの。夕ゆう暮ぐれに感謝しなよ」

「渡わた辺なべが……？」

　あまりにも信じがたいことを言われ、由ゆ美み子こは千ち佳かを見る。

　彼女は気まずそうに、目を瞑つぶっていた。由ゆ美み子この視線から逃のがれるように。

　どうやら、事実らしい。

　あの千ち佳かが、由ゆ美み子このために大おお野のたちに会いに行って、あまつさえ頭まで下げたらしい。

　あの、千ち佳かが。

「…………………………」

　その事実に胸が詰つまったけれど、何とか言葉を絞しぼり出だそうとした。

　それでも、なんと言っていいのかわからない。

　喉のどに引ひっ掛かかった声が、わずかに漏もれるだけだった。

　すると大おお野のが、「まぁとにかく、座んな。ふたりとも、オレンジジュースでいい？」と促うながしてくる。

　由ゆ美み子こと千ち佳かは頷うなずき、そろそろと座ざ椅い子すに腰こしを下ろした。

　森もりはさっきから黙だまっているが、単に言うことがないから口を開いていないだけらしい。

　うまそうにビールを飲んでいる。

　由ゆ美み子こたちの飲み物が届いてから、大おお野のはゆっくりと由ゆ美み子こに目を向けた。

「まぁ、なんだ。災難だったな」

「……っ」

　その一言だけで、泣きそうになってしまった。

　それは、先せん輩ぱいがわざわざ声を掛かけてくれたからなのか。

　それとも、傷を思い出してしまったからなのか。

　由ゆ美み子こにもわからなかった。

　大おお野のはグラスに口を付けてから、淡たん々たんと話を続ける。

「あたしもさ、この道そこそこなげーから、経験あるよ。どうしても受かりたい、この役だけはやりたい。自分はこのために声優になったんだ、って思える役。でもな、それでも落ちるときは落ちる。そのときのショックは……、まぁ思い出したくないわな。それだけの役をコイツに掠かすめ取とられたときもあった。殺してやろうかと思ったよ」

　大おお野のは隣となりの森もりを指差す。

　明らかに冗じよう談だんのような発言だが、その声こわ色いろがとても冗じよう談だんとは思えずに空気がピリっとする。

　森もりはちらりと大おお野のを見てから、嫌いやそうに呟つぶやいた。

「わたしだって、あなたに取られたことがあった。許せなかったわ」

「はん。ざまあみろ」

　大おお野のは鼻で笑っているが、そこには未いまだに確かく執しつがあるとさえ感じた。

　それほどまでに、深い傷なのだろうか。

　だが、大おお野のは掘ほり下さげるべき話ではないと気付いたらしい。

　こちらに視線を戻もどし、静かに続ける。

「そんなときな、いつも思うよ。何のために頑がん張ばってきたんだろうなぁ、って。ここまで積み上げて積み上げて、だけど本当にやりたい役にはなれない。じゃああたしの声優人生ってなんだったの？　って落ち込む」

「大おお野のさんも……、そんなことあるんですか」

　自分と全く同じ心持ちになっていることに、由ゆ美み子こは驚おどろく。

　大ベテランの彼女が、そこまで落ち込むことがあるとは思わなかった。

　大おお野のは肩かたを竦すくめ、自じ嘲ちよう気味に答える。

「そりゃあるよ。そこまで思える役なんて、そう多くないんだから。で、な。歌うた種たね。あんたは今、何のために頑がん張ばってきたんだろ、自分にはもう何も残ってないって感じてるだろうけど」

「…………」

　そうだ。

　夢が潰ついえ、気力が抜ぬけ落おち、ただ事務的に大学と仕事場を往復する毎日。

　今までを振ふり返かえると、歩んできた道にはたくさんのものがきらめいている。

　声優としての経験が歌うた種たねやすみを彩いろどり、その両手には四年分の想おもいがある。

　だけど、それらが全部消えてしまったようだった。

　夢が潰ついえるのと同時に、指からすり抜ぬけて地に落ちていく。

　その場に立たち尽つくして、何も乗っていない両手を見つめることしかできなかった。

「でもな、あんたのためにここまでやってくれるライバルがいて、こうして声を掛かけてくれる先せん輩ぱいがいて、慕したってくれる人たちがいて。何も残ってないなんて──、本当にそう思う？」

　大おお野のの言葉に、つい千ち佳かを見てしまう。

　彼女は黙だまって、大おお野のの話を聞いていた。

　あの千ち佳かが、ここまでしてくれた。

　この場を作ってくれたのは、千ち佳かだ。

　そして目の前にいるのは、尊敬するプリティア声優である大おお野のと森もり。

　千ち佳かがいなければ、自分がやってきたことがなければ、ふたりは決して目の前にはいない。

　それは──、本当に幸せなことだと心から思う。

　その気持ちが伝わったのか、大おお野のは頷うなずいた。

「だっていうのに、このままじゃ本当に取りこぼしていくぞ。ゆっくりでいいから、前を向け。あんたの持つ悲しみも怒いかりも、やるせなさも、全部演技にぶつけてやれよ。そんで、周りをすげーって言わせてやれ。そうやって高みに上っていけば、見える世界もあるだろうよ」

　そう告げてから、大おお野のは頰ほお杖づえを突ついた。

　その瞳ひとみにどこか哀あい愁しゆうの色を滲にじませながら、自分に言い聞かせるように囁ささやく。

「あたしはそうやって、乗のり越こえてきた。そうして乗のり越こえなきゃ、生き残れないから」

　その言葉に、由ゆ美み子こはドキリとする。

　失意のまま、声優をやっていても長続きするとは思えない。

　全力で走り続けてもなお、生き残れないのが声優業界だ。

『プリティアになれないなら、もういい』と諦あきらめてしまうのなら、それでもいいかもしれないけれど。

　プリティアになれないのは、とても悲しい。

　少しそう考えただけでも、胸むねの奥がぐーっと重くなって、息苦しくなる。鈍にぶい重みを誘ゆう発はつして、いつまで経たってもそこに居い座すわり続けた。

　苦しい。

　けれど──、声優をやめるのは、もっと苦しい。

　これ以上失いたくないなら。

　立ち直らなければ、いけない。

　拳こぶしを握にぎりしめて俯うつむいていると、凪なぎのような声が聞こえてくる。

　森もりだ。

「わたしには、落ち込む理由がわからない」

　顔を上げると、彼女はいつもどおりの無表情でそう告げていた。

　大おお野のと違ちがい、森もりは他人の痛みに共感するタイプではない。

　周りに目を向けず、ただまっすぐに演技の道を歩んできた人物だ。

　演技の化け物。

　人ではない何かに、共感を求めるほうがおかしいのかもしれない──、と由ゆ美み子こが思ったところで。

　森もりはそうではないと否定した。

「確かに、今までプリティアに二度出演した人はいない。一度出演すれば、もうシリーズに出られない、とは言われてる。でもそれは、他人が勝手に言っているだけ」

　森もりはグラスのビールを飲み干すと、テーブルの上にカツンと置いた。

　メニューを手に取りながら、何てことはないように囁ささやく。

「そんなもの、本物の演技の前には意味を成なさない。この声を使いたくて使いたくて仕方がなくなれば、向こうが勝手に変わる。そんな演技をすればいい。諦あきらめる必要がない。わたしだって、二回目のプリティアを諦あきらめていないのだから、歌うた種たねさんが落ち込む理由がわからない」

「森もりさん……」

　それは励はげましと言うにはあまりに拙つたなく、おそらく本人もそんなつもりはなかった。

　ただ、自分の思ったことをそのまま口にしているだけだ。

　だからこそ、その言葉は由ゆ美み子この奥おく深ふかくに浸しん透とうしていく。

　あまりに森もりらしい発言が、目の前にあの森もり香か織おりがいることを実感させた。

「はは……、さすがです……」

　思わず、掠かすれた笑い声を上げる。

　あまりにも規格外の彼女は、貪どん欲よくなまま声優業界のてっぺんに立っている。

　それに比べれば、自分の問題は彼女ほど大きくない。

　二回プリティアになることに比べれば。

　悪役のあとに、プリティアになることのほうがきっと簡単だ。

　笑っていたはずなのに、両目からは涙なみだが溢あふれる。

　熱い涙なみだが、手の上に落ちていく。

　そのまましばらく、泣き続けていた。

「ありがとうございます……。森もりさんも、大おお野のさんも……。そして、渡わた辺なべも……」

　涙なみだを拭ぬぐいながら、前に座るふたりを見つめる。

　大おお野のは頰ほお杖づえを突ついたまま、呆あきれて笑うように。

　森もりは何を考えているかわからない、いつもの無表情で。

　千ち佳かを見ると、彼女のほうが泣き出しそうな顔でこちらを見ていた。

　千ち佳かにこんな表情は似合わないっていうのに。

　こんな顔をさせているのは、自分なのだ。

　それを見られるのが恥はずかしかったのか、千ち佳かはプイっと顔を逸そらす。

　唇くちびるを尖とがらせながら、意地っ張りな彼女らしいことを言った。

「あなたのためじゃないわ。これはわたしのため。あなたがいつまでもその調子だと、わたしが落ち着かないのよ。ただそれだけ。勘かん違ちがいしないで」

「おっ。ツンデレのテンプレみたいなセリフ」

　大おお野のがなぜか嬉うれしそうに、千ち佳かを指差した。

　不ふ愉ゆ快かいそうに千ち佳かが口を曲げていると、森もりが「最近はそこまで直球なのも珍めずらしいけど」と付け足し、千ち佳かの表情がより険しくなっていく。

　ありがたいな、と思うと、また涙なみだがこぼれそうになった。

　なんとか堪こらえて鼻をすすっていると、大おお野のは膝ひざをポン、と叩たたく。

「よし、じゃあそろそろ行こうか。歌うた種たね、夕ゆう暮ぐれ、準備しな」

　大おお野のが突とつ然ぜんそう言い出し、立ち上がる。森もりも無言で倣ならった。

　その様子に由ゆ美み子こはぽかんとする。

　隣となりで、千ち佳かも似た表情をしていた。

　ここまで由ゆ美み子こを連れてきたのは千ち佳かだが、彼女も聞いていないらしい。

「大おお野のさん。これから、どこか移動するんですか？」

　千ち佳かが怪け訝げんな表情で尋たずねると、大おお野のは軽く手を振ふった。

「そういうこと。まぁ黙だまってついてきな」

　大ベテランの先せん輩ぱいにそう言われてしまえば、由ゆ美み子こたちは従うほかない。

　店を出ると、いつの間に呼んでいたのか、タクシーが横付けされていた。

　森もりと大おお野のが乗り込むので、由ゆ美み子こと千ち佳かも慌あわてて乗る。

　そして、しばらく夜道を走って。

　タクシーが停車した先は、由ゆ美み子こたちも来たことのある場所だった。

「スタジオ……？」

　タクシーから降りて、建物を見上げながら呟つぶやく。

　ここは、習なら志し野のプロダクションが所有するアフレコスタジオだ。声優事務所がスタジオを持つのはそれほど珍めずらしくないし、由ゆ美み子こも何度か収録に来たことがある。

　森もりと大おお野のが慣れた様子で入っていくので、おそるおそる由ゆ美み子こたちもついていく。

　スタジオ内は静かだ。

　普ふ段だんのアフレコなら、スタッフさんやマネージャー、プロデューサーたちが廊ろう下かにいるので、それなりに人ひと気けはある。だけど、今日は空っぽだ。

　大おお野のが調整室の扉とびらを開けると、そこには見知った人物がひとりで座っていた。

　大おお野のは笑え顔がおで手を挙げて、その人は苦く笑しようしながら言葉を返す。

「ども〜。すまんね、忙いそがしいところに」

「まぁ仕事のついでだからいいんだけどさ……。相変わらず、人使い荒あらいね」

「す、杉すぎ下したさん……!?」

　由ゆ美み子こは困こん惑わくした声を出す。

　そこにいたのは、ファントムでもお世話になった、杉すぎ下した音おん響きよう監かん督とくだった。

　隣となりに千ち佳かや大おお野の、森もりまでいるので、あのときの記き憶おくが蘇よみがえる。

　もしかして、自分が知らないだけでファントム関連の収録をするのか……？　と由ゆ美み子こが戸と惑まどいながら千ち佳かを見ると、彼女も目をぱちぱちさせていた。

　杉すぎ下したは由ゆ美み子こたちを見て、やさしく微ほほ笑えむ。

「歌うた種たねさんも、夕ゆう暮ぐれさんも、お久しぶりです。歌うた種たねさん、プリティアは残念でしたね。でも、それだけあなたの演技が認められているんです。どうかそれは忘れないでください」

「あ、ありがとうございます……」

　励はげましの言葉をもらったが、状じよう況きようが状じよう況きようだけに上の空になってしまう。

　杉すぎ下したもそれ以上言葉を重ねるつもりはないようで、大おお野のに「じゃ、これ」と何かを手て渡わたした。「お、さんきゅ〜」と気楽に大おお野のは受け取っている。

「よし、それじゃブース行くよー」

　大おお野のがブースに向かってしまったので、再び慌あわてて追いかけた。

　ブースの中には、だれもいない。

　空っぽのブースに四本のマイクが立ち、真っ暗なモニターが静かに並んでいる。

　大おお野のは先ほど受け取った冊子を、三人に配りながら説明を始めた。

「事務所にね、無理言ってスタジオを開けてもらったんだよ。ま、三十年やってると、こういう無茶も通せるようになるもんさ。なかなか励はげみになる光景だろ？」

　大おお野のが誇ほこらしげに笑っていたが、森もりは冷ややかに声を上げた。

「最初は事務所に渋しぶられたから、勝手にわたしの名前も出したくせに」

「はん。いいだろ、実際にあんたもいるんだから。利用して何が悪い」

　悪びれもせずに言う大おお野のに、森もりはそれ以上何も言わなかった。

　由ゆ美み子こは渡わたされた小冊子を前に、戸と惑まどいをより強くする。

　何が何だかわからない。

「あの……。結局、なんでスタジオに来たんですか？」

　千ち佳かがブースを見回しながら、大おお野のに当然の質問をする。

　大おお野のは特に得意になった様子もなく、黙だまって調整室に目を向けた。

　すると、杉すぎ下したが頷うなずいて何かを操作したようだ。

　何も映っていなかったモニターに、パッと映像が表示される。

　由ゆ美み子こはそれを見て、目を疑った。

「ぷ、プリティア……？」

　そこに流れていたのは、初代の『魔ま法ほう使つかいプリティア』の映像だった。

　大おお野のが小冊子を持ち上げながら、モニターを見つめる。

「これはな、前にプリティアのイベントで、子供のアフレコ体験用に使われた映像なんだと。さすがに本物のアフレコ映像はどうにもならんが、これくらいだったら何とかなった。で、これはそのイベント用の台本。コピーだけどね」

　大おお野のに言われてモニターをよくよく見ると、確かに普ふ通つうのアニメとは違ちがう。

　秒数やキャラの名前がわかりやすく表示され、セリフも映像に記き載さいされている。

　子供でもアフレコができるよう、親切なアレンジが施ほどこされていた。

　小冊子は、コピー用紙を閉じただけの簡単な作りだった。だが開くと、通常より丁てい寧ねいに書かれた台本になっている。

　由ゆ美み子こは、ふらふらと大おお野のを見た。

　彼女は腰こしに手を当てて、ニっと子供のように笑う。

「アフレコやろうぜ、歌うた種たね。マイクの前に立てば、あんたはプリティアにだってなれるんだ」

「────────」

　はっ、と熱い息が漏もれる。

　ぐっと感情がせり上がってきて、あっという間に目が潤うるんでしまった。

　大おお野のは由ゆ美み子こを元気づけるために、わざわざここまでしてくれたのだ。

　事務所に無理を言って、杉すぎ下したに頼たのんで、プリティアの映像や資料まで手に入れて。

　感謝の気持ちを伝えるべきだとわかっているのに、震ふるえた声は違ちがう言葉を紡つむぎ出だす。

「なんで……、なんでここまでしてくれるんですか……っ」

　こんな、新人相手に。数年後、どうなっているかわからない声優相手に。

　大おお野のは小さく笑えみを浮うかべ、ゆっくりと言葉を並べた。

「あたしは先せん輩ぱいだからな。ただそれだけだよ。あたしも先せん輩ぱいには、いろいろ世話になった。だから、それを下の奴やつらに返さなきゃいけない。あんたもそうやって、次の世代に渡わたしていけ」

　そう告げてから、ただまぁ、と続ける。

　両目を瞑つぶって独り言のように呟つぶやいた。

「ごく個人的なことを言うとね。歌うた種たねには、この業界に残っていてほしいって思うからだよ」

　大おお野のの、その言葉に。

　由ゆ美み子こはもう何も言えなくなってしまった。

　俯うつむいてどうにか堪こらえているのに、それでも涙なみだはこぼれてしまう。

　その空気を察したのか、大おお野のは景気よくパンパンと手を叩たたいた。

「さ、準備だ。これは四人用だから、キャラ振ふり分わけるぞ。歌うた種たねはプリティアな。あー、森もりもプリティアでいいか。夕ゆう暮ぐれ、妖よう精せいと敵てき役やく、どっちがいい？　選んでいーよ」

「え、わたしもやるんですか」

「そらやるだろ。なんで声優がこの状じよう況きようでぼうっと突つっ立たってるんだよ」

「……なら、妖よう精せいで」

　千ち佳かは何か言いたげだったが、言葉少なに答えていた。

　そして、大おお野のの目がこちらに向く。

「歌うた種たね、プリティアはどっちがやりたい？　ティアウィッチとティアワンダー」

　初代プリティアのふたりを出され、由ゆ美み子こはつい「えっ」と声を漏もらす。

　選せん択たく権けんを委ねられたことに、動どう揺ようしてしまった。

　するとすぐに、森もりの無機質な声が制止に入る。

「待って。わたしがティアウィッチをやる。わたしの役を他人には任せられない」

　オリジナルのティアウィッチ役、森もりが無表情にそう主張していた。

　大おお野のは呆あきれた顔で、ため息を吐つく。

「お前ねえ。こういうときくらい、後こう輩はいに花持たせてやろうとは思わないの？」

「思わない。絶対わたしのほうが上う手まいから」

「まっすぐすぎる返答、どうも。でも、この集まりはな……」

「い、いやいや、大おお野のさん。あたしも、本人が隣となりにいるのに、自分がやろうとは思わないです。そんなに心臓強くないです」

「あ、そ？　……ま、そらそうか」

　大おお野のも納なつ得とくしたようだ。

　そうして配役も決まり、アフレコが始まる。

　千ち佳か、由ゆ美み子こ、森もり、大おお野のの順でマイクの前に並んだ。

　とても子供用のアフレコ体験とは思えないほど、四人とも堂に入った佇たたずまいだ。当然だ、この道三十年のふたりと、数年とは言えプロとして活動しているふたりなのだから。

　映像は一度見せてもらっただけで、きちんと合わせられたわけではない。

　けれど、子供用に親切な設計になっていたし、実際に収録するわけでもなかった。

　すぐに本番が始まる。

　映像が流れ始め、セリフが現れた瞬しゆん間かんに千ち佳かと大おお野のが声を上げた。

「フハハハハ！　いくぞ、プリティア！　闇やみの魔ま法ほうでこの世界を我が物にしてやる！」

「プリティアー！　早く、変身するマル〜っ！」

　ふたりの声が、ブース内に響ひびく。

　ふたりはどちらも、実際に配役された声優ではない。オーディションを受けたわけでも、役作りをしたわけでもない。

　しかし、きっちり役に合った声を発していた。

　それを聴きいて、由ゆ美み子この鼓こ動どうは徐じよ々じよに早まる。

　血の巡めぐりが感じられるほど、体温が上がっていった。

　体験用だろうがなんだろうが、自分は今、本物のプリティア声優といっしょにプリティアのアフレコをしている。

　もしプリティアになれたとしても、過去の作品をこうしてアフレコするなんてことは、絶対にない。

　その事実に足が震ふるえ始め、思わずつばを飲み込んだ。

　この状じよう況きように動どう揺ようが収まっていないのに、隣となりの女性が声を張り上げる。

「今すぐ変身しなきゃ！　行くわよ、夕ゆ映え！」

「………………っ」

　由ゆ美み子こは返事をしなきゃいけないのに、映像では夕ゆ映えの口が動いているのに、胸が詰つまって声が出せなかった。

　それでもアフレコは進んでいき、ティアウィッチの変身バンクが始まる。

　軽快な効果音と明るい音楽とともに、普ふ通つうの女の子が魔ま法ほう少しよう女じよへと変身していく。

　それを眺ながめている間に、いつの間にか。

　いつの間にか、由ゆ美み子この前には幼い頃ころの自分がいた。

　母親が買ってくれたプリティアの変身セットに身を包み、魔ま法ほうのステッキをぎゅっと握にぎっている。キラキラした目をモニターに向けて、夢中になっていた。

　やがて、変身を終えたティアウィッチが可か愛わいらしくポーズを取る。

　そこに、森もりの声が響ひびき渡わたった。

「奇き跡せきの魔ま法ほうよ、ふりそそげ！　マジカル・ファンファーレ！　ティアウィッチ！」

　目め頭がしらが一気に熱くなる。

　十年以上も前の作品だというのに、寸分変わらず彼女はティアウィッチの声を発していた。

　幼い頃ころの自分が目を輝かがやかせて、「本物だー！」とぴょんぴょん跳はねている。

　そうだよ、本物だよ。

　本物の、ティアウィッチの声優さんだよ。

　その隣となりに自分がいることに、自分のためにプリティアを演じてくれていることに、由ゆ美み子こは唇くちびるを震ふるわせる。
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　一いつ生しよう懸けん命めいに手を握にぎりしめるも、湧わき上あがる感情が涙なみだへと変わった。

　けど、自分も声優なんだから。

　森もりと同じ、声優なんだから。

　アフレコを、やり切らないと。

「き、きせきのまほう、よ、かがやけ……。み、ミラクル・ファンファーレ……っ。ティア……、ティア……、ワンダー……っ」

　それ以上は、声にならなかった。

　途と中ちゆうで涙なみだに吞のまれてしまい、詰つまった声を途と切ぎれ途と切ぎれに絞しぼり出だす。

　完全に涙なみだ声ごえで、まともな発音なんてできやしない。震ふるえた声は語ご尾びを消し、吐と息いきだらけの最低の出来だ。

　でも、プリティアとして声を発したのだ。

　かつて夢中になって観みていた、憧あこがれの『魔ま法ほう使つかいプリティア』に。

　子供の自分が、はしゃいでステッキをくるくる回している。

　母に変身セットを買ってもらったとき、嬉うれしくて嬉うれしくて堪たまらなかった。

『いけー！　奇き跡せきの魔ま法ほう、マジカル・ミラクル・レインボーウェーブ！』

『ぎゃー！　やられた〜！』
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　敵の仮面をかぶって悪者をやってくれた母、それを笑え顔がおで見ている祖母の姿。

　かつての光景が蘇よみがえり、そして映像では実際にプリティアが敵を倒たおしていた。

　あのとき、コスチュームを着ていた由ゆ美み子こは、今、そのキャラを演じている。

　その事実に、涙なみだが溢あふれて止まらなくなってしまった。

　思わず両手で顔を覆おおい、それ以上は演技を続けられない。

「おいおいおい、主役がそれでどーすんだ？」

　大おお野のがふざけながら、由ゆ美み子こに指を差す。

　尊敬している先せん輩ぱいたちが、ここまでしてくれた。

　いつも隣となりにいる相方が、ここまでしてくれた。

　何も残っていないなんて、空っぽなんて、そんなことは絶対になかった。

　こんなにもたくさんのものが、この両手には残っているではないか。

　由ゆ美み子こは涙なみだをぐしぐしと拭ぬぐい、三人を見回した。

　震ふるえた声で、尊敬する声優たちに告げる。

「みなさん……、本当に、ありがとうございます……。あたし、全力でダークハートをやってきます。もし、二度とプリティアになれないとしても。あたしの声優人生をぶつけてきます。それで……、あたしも、プリティアを諦あきらめない……」

　まだ強がりかもしれないけど。

　どうにか、言葉にすることはできた。

　三人は様々な表情で、そんな由ゆ美み子こを見守ってくれている。

　幼い自分は、ステッキを振ふりながら、「がんばれ〜！」と満面の笑えみを浮うかべていた。







　後日。

『スーパーヒーロー！　プリティア』のアフレコ日。

　この回では、由ゆ美み子こ演じるダークハートにスポットが当たる。

　ダークハートの過去が明らかになり、なぜプリティアを目指した少女が悪の道に堕おちたのかが語られる。

　おそらく、この回のために歌うた種たねやすみにオファーしたのではないか……、そう思えるほどに、ダークハートの演技が重要な回だ。

　ダークハートの感情の爆ばく発はつが必要になる。

　ファントムではなかなか役に入り込むことができず、最後の最後まで苦労した。

　けれど今、スタジオに向かう由ゆ美み子この足取りは、ごくごくいつもどおりだった。

「はぁー……」

　深く、息を吐はく。

　ほんのおまじないのようなものだが、ガス抜ぬきのように定期的に深呼吸をしていた。

　感情が膨ふくらみ切って、破は裂れつしてしまわぬように。

　役には既すでに、完かん璧ぺきに入り込んでいた。

　役作りも気持ちを作るのも、もう必要ない。

　歌うた種たねやすみにダークハートは降りている。彼女の気持ちが、手に取るようにわかる。

　そうなるように、音おん響きよう監かん督とくが仕向けたからだ。

　アフレコスタジオに辿たどり着つくと、ブース内には既すでに乙おと女めがいた。

　周りに挨あい拶さつをしていると、真っ先に乙おと女めがそばに来てくれる。

　ティアブレイブハート役、桜さくら並なみ木き乙おと女め。

　プリティアになったことでさらに輝かがやきを増した彼女だが、今の表情は暗い。

　彼女は心配そうに、由ゆ美み子この手を握にぎった。

「やすみちゃん……。大だい丈じよう夫ぶ？　目が……」

「あぁ、これ？」

　恥はずかしくなって、由ゆ美み子こは己おのれの目を擦こする。

　乙おと女めが指し摘てきしたのは、由ゆ美み子この目がひどく腫はれていること。

　瞼まぶたは腫はれぼったく、目は充じゆう血けつしている。

　明らかに泣なき腫はらした人の目だった。

「昨日、練習してたら泣きすぎちゃって……。メイクでもごまかし利きかなくてさ」

　苦く笑しようしながら答える。

　その笑え顔がおも、もしかしたら痛々しく見えるかもしれない。

　それでも笑えみを浮うかべたまま、由ゆ美み子こは小さく肩かたを竦すくめた。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっちりやるからさ。みんな、心配しすぎだって。今日は加か賀が崎さきさんも来てるし、ユウだってスタジオの外まで来るって言うんだよ。別にスタジオに入れるわけじゃないっていうのにさ。普ふ段だんとは真逆だよ、ほんと……」

　笑いながらではありつつも、声は小さくなっていった。

　心配で居ても立ってもいられず、ついスタジオの前まで来てしまう。

　由ゆ美み子こがやってしまうのなら自分でも違い和わ感かんがないが、それを千ち佳かがするなんて。

　彼女の場合、事前に『明日はスタジオまで行くから』とメッセージを送ってきたが。

　それもまた、千ち佳からしいと言えば、らしい。

　苦笑いしながらも、それだけ心配掛かけてるんだろうな、と自覚するところでもあった。

「……………………」

　今だって、乙おと女めは心配そうにこちらを見ている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、姉さん。大だい丈じよう夫ぶ」

　乙おと女めの肩かたに手を置いて、頷うなずく。

　強がりかもしれない。

　けれど強がれるくらいには、由ゆ美み子こは地に足を付けている。

　千ち佳かが、先せん輩ぱいたちが、あそこまでやってくれたのだ。

　三人に恥はずかしくない演技を、由ゆ美み子こは見せなくてはいけない。

　それでも不安そうにしている乙おと女めに、由ゆ美み子こは笑いながら肩かたを叩たたいた。

　その瞬しゆん間かん、ズキリと胸が痛む。

　目の前に影かげが差す。

　こんな形でのプリティアの共演になるなんて。

　夢に描えがいていたのは、ふたりともプリティアとして、マイクの前に立つことだったのに。

　何年掛かかっても達成したかった、由ゆ美み子こたちの夢。

　それはもう、叶かなうことはない。

　切なくて、やるせなくて、暗くら闇やみに閉じ込められたような心細さを覚える。

　──でもこの痛みさえも、必要なんだ。

　ダークハートになるためには、傷付いた心が必要だ。

　これでいい。

　由ゆ美み子こはふぅー……、と息を吐はいた。

　やるべきことをきっちりやる。

　そうでないと、夢を潰つぶされた歌うた種たねやすみとダークハートが不ふ憫びんだ。

　自分たちのためにも、支えてくれた人たちのためにも。

　由ゆ美み子こは完かん璧ぺきにダークハートを演じると決めたのだ。

「やすみちゃんは……、立派だね」

　乙おと女めがそう言ってくれたのが、誇ほこらしかった。







　間もなくして、『スーパーヒーロー！　プリティア』のアフレコが始まる。

　ブース内は緊きん張ちよう感かんが高まっていき、雑音は徐じよ々じよに消えていく。

　耳が痛くなるほどの静けさの中、マイクの前に立つのは、乙おと女め、由ゆ美み子こ、そしてほかのプリティア声優を合わせた四人。

　憧あこがれたプリティアの映像が、目の前のモニターに流れていく。

　映像は未完成で、アニメーションとは程ほど遠とおい下書きやコンテばかりだ。

　関係者だけが観みられる、制作過程の映像とも言えた。

　これを前に、プリティアとしての演技を行うのが、由ゆ美み子この夢だった。

　けれど今は──、ダークハートを完かん璧ぺきに演じることだけを考える。

「来たな、プリティア。忌いま々いましい……。奴やつらさえいなければ、今いま頃ごろこの世界は悪の道に染まっていたというのに……」

　画面に、ダークハートが映る。

　黒衣に身を包んだ、死神のような少女だ。

　彼女は表情を歪ゆがめ、遠くにいるプリティアを見下ろしていた。

　由ゆ美み子こは声を低めに調整しながら、その奥に少女らしさを置いた声を操あやつる。

　感情はそれほど表に出さず、奥底にある絶望を滲にじみ出ださせた。

　シラユリ、勇者クーリの経験が活いきている。

　彼女たちを演じてきたことで、悪役らしい立たち振ふる舞まいが板についてきた。

　それを意識しながら、由ゆ美み子こは声を放つ。

「プリティア！　今日こそお前たちを倒たおしてやる。この世界を、悪の道に染めるのだ！」

　一方、乙おと女めたちは光の戦士、正義の味方として、眩まぶしいくらいの声を返してきた。

「そうはさせないわ、ダークハート！　わたしたち正義の味方、プリティアがいる限り！　あなたたち、悪には決して屈くつしない！」

　由ゆ美み子こはダークハートとして声を発し、プリティアである乙おと女めに否定される。

　言ってしまえばお決まりのセリフの応おう酬しゆうだが、そのたびに由ゆ美み子この心は軋きしんだ。

　自分が悪役であることを、改めて認にん識しきさせられるようで。

　──でも、同じようにダークハートの心も傷付いていたのだ。

「いくぞ、プリティア……！　我が命に代えても、貴様らを滅ほろぼす……！」

「！　なんてパワー……。ダークハート、あなた一体……!?」

　ダークハートの黒いオーラはさらに強いものとなり、瞳ひとみは怪あやしく赤黒く光っていた。

　大きな鎌かまを持って、三人のプリティアに襲おそい掛かかる。

　けれど、どんな手段を用いようとも、悪役はプリティアには敵かなわない。

　最初は善戦していたダークハートだったが、プリティアたちは力を合わせ、やがてダークハートは押され始める。

「クレバー！　チアフル！　正義の心をひとつにするの！　もっともっと！　そうすれば、絶対にわたしたちは負けない！」

　ああ。

　乙おと女めの声が──、ティアブレイブハートの声がブース内に響ひびく。

　それに共鳴して、ティアクレバーとティアチアフルの声が重なった。

　希望に溢あふれた、まっすぐに前を見ている者の声。

　どんな困難にも打ち勝てると信じ切っている、完全な光の者の言葉だった。

　──うるさい。

　汚きたない奴やつらを踏ふみ台だいにして、自分はのうのうと綺き麗れいな場所にいるくせに。

　少しも悪に染まったことがない、偽ぎ善ぜん者しやぶった声に心底腹が立つ。

　だというのに、ダークハートはそんな奴やつらに押し切られようとしていた。

　ダークハートの放った闇やみのエネルギーは、黒い渦うずとなってプリティアたちに襲おそい掛かかる。

　それに対して、プリティアたちは光のエネルギーを三人で放ち、闇やみのエネルギーを押し返していった。

「あぁ……ッ！　く、くそ、お、押される……ッ！　こ、こんなはずでは、こんな……ッ！」

　三人が放った光の渦うずに、ダークハートはその身を焼かれてしまう。

　何度目かの敗北だった。

　ダークハートは地面にうずくまる。

　プリティアと自分への怒いかり、それでも勝てない絶望感をないまぜにして、ただ呻うめいた。

　由ゆ美み子こは自分の腕うでを思い切り摑つかむ。

　その痛みに顔が歪ゆがむが、それでも手は離はなさない。

　ダークハートと同じように、ぎゅっと握にぎりしめた。

「プリティア……、プリティアぁ……！　許さな、い、許さない……ッ！」

　彼女たちへの呪のろいは自分を奮起する力に変わり、屈くつ辱じよくは再起への道しるべ。

　呪じゆ詛その言葉を吐はきながら、それでもダークハートは立ち上がろうとする。

　そこに、ティアブレイブハートたちが現れた。

「ダークハート……」

　その声にダークハートははっとし、顔を上げる。

　怒いかりのこもった瞳ひとみで、プリティアたちを睨にらみつけた。

　けれど、そんなダークハートにティアブレイブハートは憐あわれみの目を向ける。

「もうやめようよ、ダークハート……」

「は……？」

　あまりにも予想外の言葉に、ダークハートは気が抜ぬけた声を漏もらす。

　ブレイブハートは慈じ愛あいを感じさせるような声で、ゆっくりと続けた。

「わたしはね、あなたを救いたいの、ダークハート。悪者として倒たおすんじゃなくて、正義の側に受け入れたい。だって、あなたは本物の悪じゃないでしょう？」

　突とつ然ぜんのブレイブハートの言葉に、クレバーが制止の声を上げた。

「何を言っているの、ブレイブハート。そいつは、悪の組織エーヴィルの幹部で、悪の感情から生まれた戦士。生まれながらの悪でしょう」

「ううん。違ちがうの。ダークハートは違ちがう。──この子はね、元々はわたしと同じ。人間の女の子だったんだよ」

「わたしたちと同じ……!?」

「人間だったの……!?」

　クレバーとチアフルが同時に驚きよう嘆たんする。

　そのとき、ダークハートの表情が初めて恐きよう怖ふに染まった。

　ずっと隠かくしていた弱点を、この世で最も忘れたい過去を、目の前の女は無ぶ遠えん慮りよにさらけ出そうとしている。

「やめろ……やめろよ……、やめてよ……」

　か細くて、震ふるえた声はブレイブハートには届かない。

　そこから、ブレイブハートの説明が始まった。

　結ゆう城きこころは、かつてのダークハートの両親とひょんなことから出会っていた。

　ダークハートがどんな女の子であったのか、話を聞いていたのだ。

　昔はプリティアに憧あこがれる、正義感の強い少女であったこと。

　いつもだれかを助けるために、走りまわっていたこと。

　しかし、彼女は助けた人たちに騙だまされて、それから行ゆく方え不明になってしまった。

　実際にダークハートは彼らのせいで大おお怪け我がを負い、見捨てられ、恨うらみと怒いかりを抱かかえながら命を落とすところだった。

　そこを悪の組織エーヴィルに拾われ、ダークハートとして蘇そ生せいする。

　それから彼女は、人類への復ふく讐しゆうを誓ちかった。

　両親はそれを知らず、今でも娘むすめの帰りを待っている。

「じゃあ……、本当にただの人間だったってこと？」

「しかも、いい人じゃない！　悪いのはその騙だました人たちなんだし！」

　ダークハートの過去を聞いたクレバーとチアフルは、それぞれ声を上げる。

　ブレイブハートは強く頷うなずいた。

　そして、ダークハートに手を差さし伸のばす。

「そう。あなたも昔は、正義の心を持っていたはず。それを思い出して、ダークハート！」

「…………ぁ」

　その声で、ダークハートは目の前が真っ赤に染まった。

　べらべらと、人の過去を晒さらして。見られたくない部分を、これ見よがしに露ろ呈ていして。

　そのうえ、思い出して？

　頭がおかしくなりそうなほどの怒いかりに支配され、ダークハートは声を震ふるわせた。

「ふざけるなふざけるな、ふざけるな……っ！　わたしはダークハート……！　悪の組織エーヴィルの幹部、ダークハートだ……！　そんな過去は知らない！　わたしは世界を悪に染めたいだけだ……！　勝手なことを言うな……ッ！」

　ほとんど錯さく乱らんしながら、由ゆ美み子こは声を絞しぼり出だす。

　由ゆ美み子この目の前が揺ゆれて、上う手まく焦しよう点てんが合わない。

　それが怒いかりのせいだと気付くのに、随ずい分ぶんと掛かかった。

　そのうえ、三人が向けてくる目に、ダークハートは愕がく然ぜんとする。

「なんだ……、その目は……。やめろ……、憐あわれむな……ッ！　そんな、目で、わたしを見るなぁ……！」

　ダークハートは自分の目を覆おおい、よろよろと後ずさりをした。

　羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくと怒いかりで、自分がこの世で最も惨みじめな存在に感じてしまう。

　呻うめき声ごえには、自然と涙なみだが混じった。

　……あぁ、ダメだ。

　まだ早いのに、由ゆ美み子この目からは涙なみだがこぼれてしまう。感情を抑おさえきれず、小さい涙なみだがいくつも頰ほおを伝っていった。

　今のダークハートの姿も、彼女が持つ感情も、どれもが由ゆ美み子この中にあるもので。

　目の前の少女が他人だとは思えなくて。

　ダメだとわかっているのに、涙なみだを堪こらえられない。

　だがそれは、圧あつ倒とう的てきな怒いかりに塗ぬり潰つぶされることになる。

　ティアブレイブハートが、再び手を差さし伸のばし。

　世にも残ざん酷こくなことを、口にしたからだ。

「ダークハート！　聞いて！　わたしとあなたは同じだよ！　同じ、プリティアに憧あこがれた者同士。そうでしょ？　正義の心を持っていたあなたなら、今からでもきっと正義の味方になれる！　だから、いっしょにいこう！　ダークハート！」

　希望に満みち溢あふれた、輝かがやくような声。

　それを聞いて、由ゆ美み子この口からは、はっ、と息が漏もれた。マイクにも乗る。

　このブレスは、台本にはない。

　でも、思わず出てしまった。

　台本は関係なく、心から、心からの感情が息を漏もらした。

　だって。

　だって、あまりにも見けん当とう違ちがいのことを言うものだから。

　怒いかりが沸ふつ点てんをあまりにも超こえると、人間は笑ってしまう。

　そんなこと、初めて知った。

　ダークハートは感情を削そぎ落おとした声で、彼女に答える。

「……わたしとあなたがいっしょ？　それ、本気で言っているの？」

　その言葉に、ブレイブハートは満面の笑えみを浮うかべる。

「うん！　本気だよ！　だって、あなたもプリティアが好きなんでしょ？　憧あこがれたんでしょ？　だったら、わたしとあなたは同じ！　同じだよ！　ちょっと道が違ちがっただけ。友達にだってなれるし、今からプリティアにだってなれるよ！」

　無む邪じや気きに、ブレイブハートは両手を広げて笑っている。

　それをダークハートは呆ぼう然ぜんと見つめたあと、同じように笑えみを浮うかべた。

　先ほどまでの屈くつ辱じよくも、羞しゆう恥ちも、恐きよう怖ふも、すべて綺き麗れいに流されている。

　まっさらな地平に流れ込んでいるのは、ただ純じゆん粋すいな怒いかり。憤ふん怒ぬ。激情。

　さっき感じた気持ちが全部子供だましだと思えるほどに、信じられないほどに昂たかぶっていた。

　それらの膨ぼう大だいなエネルギーが、ダークハートの身体からだにすべて押し込まれる。

　ぎゅうぎゅう、ぎゅうぎゅう、ぎゅうぎゅう、と詰つめていけば。

　やがて、耐たえきれずに弾はじけ飛とんでしまう。

　あっという間に、由ゆ美み子この身体からだは圧あつ倒とう的てきな怒いかりの爆ばく発はつに吞のみ込こまれる。

　結果、笑った。

　腹の底から、雄おたけびのような笑い声を上げる。

「はははははははは・はははははははは・はははははははははははははははははッ！」

　その笑い声はあまりにも不気味で、かつ、けたたましい。

　聞く者を不安に叩たたき落おとすほど、〝壊こわれた〟という表現がぴったりな声。

　それらがブース内にこだまし、声優たちが一いつ斉せいに由ゆ美み子こを見る。

　驚おどろきと困こん惑わくの色に染まった瞳ひとみが、由ゆ美み子こにすべて突つき刺ささった。

　しかし、そんなものはどうでもいい。

　何もかも。

　どうでもいい。

　羞しゆう恥ちも、屈くつ辱じよくも、もう何もない。

　この世で最も残ざん酷こくな、好き勝手に踏ふみにじられる行こう為いに、もはや笑うしかなかった。

　ダークハートが頭を抱かかえて、由ゆ美み子こも同じように頭を抱かかえる。

　喉のどの奥から、掠かすれた声を吐はき出だした。

　最初は、語かたり掛かけるように。

　それから徐じよ々じよに、張はり裂さけるように。

「こうまで、人は醜しゆう悪あくになれるのか……？　なぁブレイブハート。わたしはお前ほど、人の心がわからない人間に会ったことはないよ。一番おそろしいのは人間とはよく言ったものだな！　あぁそうだ、かつてはお前と同じ人間に貶おとしめられ、わたしは悪の道に堕おちたんだ！　それを思い出させてくれた！」

「ダークハート……？」

　ダークハートの奇き妙みような独白に、乙おと女めの呆ぼう然ぜんとした声が浮うかぶ。

　由ゆ美み子こは笑いながら、目の焦しよう点てんが合わないまま言葉を吐はき出だす。

　手を広げ、絶望感を受け入れた。

　最後の最後、完全な悪の道に叩たたき落おとしたのは、目の前にいるプリティアだ。

　それを徐じよ々じよに理解し始めたブレイブハートは、怯おびえた目をダークハートに向ける。

　けれど、もう遅おそい。

　愚おろかな人間を、ダークハートは睨にらみつける。

「わたしがお前と同じだって？　そうやって人から尊敬され、持もて囃はやされ、いっぱいに輝かがやくお前と……。悪の道に堕おちた、このわたしが。本気で同じだと思っているのか？　わたしが……、どんな気持ちで。お前たちと、戦っていたと、思う？」

　身体からだに詰つまったいっぱいの絶望感が、妙みような昂こう揚ようを徐じよ々じよに冷ましていく。

　遅ち効こう性せいの毒のように、再びダークハートの心を闇やみに捕とらえた。

　だって、自分で言っていて、悲しくなってしまったから。

　ブレイブハートと、ダークハート。

　同じプリティアに憧あこがれた者だったのに。

　どうして、こうまで違ちがってしまったのかなあ──。

　ゆっくりとした問いかけに、ブレイブハートは首を振ふった。

　今度は彼女が後ずさりをして、泣きそうな声で答える。

「わたしは……、そんなつもり、は……」

　その言葉で、完全にダークハートの心は砕くだけてしまった。

　ダークハートの目から涙なみだが流れる。

　人としての最後の感情を、ダークハートはこの叫さけびに注ぎ込む。

　由ゆ美み子こはもう泣くことを我が慢まんせず、足を踏ふみ込こみ、ぎゅうっと自身の襟えり首くびを摑つかんだ。

　感情のままに、ダークハートの声をマイクにぶつける。

「じゃあどういうつもりだと言うのだ……！　お前に、お前に何がわかる……ッ！　プリティアになったお前に、プリティアになれたお前に……ッ！　このわたしの、何が、わかるって言うんだあああああああああああああああああああああァ────ッ！」

　その悲痛な叫さけびは、ブース内をいっぱいにした。

　ダークハートの泣きながらの絶ぜつ叫きように、触ふれてはいけないものに触ふれてしまったとプリティアたちは知ることになる。

　そこでＢパートが終わり、一いつ旦たん収録が止まった。

　静せい寂じやくを取とり戻もどしたブース内に、由ゆ美み子この声だけが浮うかび続ける。

　由ゆ美み子こは口を手で押さえていたが、それでも声が漏もれ続けていた。

　涙なみだが止まらず、嗚お咽えつが止まらず、ダークハートの気持ちが溢あふれるのを止められない。

「すみませ……っ、すみません……っ」

　泣きながら何度も謝るが、涙なみだは止まらない。

　すべての感情が堰せきを切ったように、洪こう水ずいのように由ゆ美み子こを満たす。

　ダークハートの無念も、やるせなさも、怒いかりも、悲しみも、プリティアへの憎にくしみも。

　プリティアになれなかった、という想おもいも。

　涙なみだに変わって、こぼれていった。

　もし涙なみだを止めたら、本当にどうにかなってしまうかもしれない。

　でも、収録中なんだから、泣なき止やまないと。

『……一いつ旦たん、休きゆう憩けいにしましょうか』

　音おん響きよう監かん督とくの指示に、何とか首を縦に振ふる。

　どうにか声を抑おさえるよう努力しても、涙なみだも嗚お咽えつも一向に止まってくれない。

　感情を制せい御ぎよする部分が壊こわれたかのように、すべてが涙なみだになって流れていく。

「やすみちゃん、外行こっか」

　乙おと女めに肩かたを抱だかれて、外に連れ出される。お礼が言いたくても、頷うなずくことしかできない。

　ブースから出てきたところで、加か賀が崎さきも駆かけつけてくれた。

　乙おと女めたちはできるだけ人目が付かないところに連れて行こうとしたが、廊ろう下かにも待合室にも人の姿があった。

　仕方なく、そのまま外に由ゆ美み子こを連れ出す。

　すると、スタジオの外にはひとりの少女が立っていた。

　千ち佳かだ。

「渡わた辺なべ……」

　涙なみだに染まった声で、相方の名を呼ぶ。

　彼女は本当に、スタジオの外でただ待っていた。

　千ち佳かは涙なみだが止まらない由ゆ美み子こを見て、察したらしい。

　黙だまってこちらに歩み寄ってくる。

「佐さ藤とう……」

　その声に、再び感情が崩ほう壊かいする。

　それでも我が慢まんせず、ただ衝しよう動どうのままに彼女に伝えた。

　伝えずにはいられなかった。

　千ち佳かの肩かたに手を乗せて、泣きながら、すがるように訴うつたえる。

「渡わた辺なべ……、渡わた辺なべぇ……！　あたし、絶対に、プリティアに……。なるから……っ。この悔くやしさも、悲しみも、全部全部演技に変えて……、いつか、絶対プリティアにぃ……ッ！」

　言葉にできたのは、そこまでだった。

　我が慢まんできず、由ゆ美み子こは顔を上げる。

　みっともなく、口を開けて、子供のようにわんわんと泣いた。

　あぁあぁぁぁぁぁ……、と空に由ゆ美み子この泣き声が抜ぬけていく。

　千ち佳かはゆっくりと由ゆ美み子この肩かたに手を置いて、静かに「わかった……」と囁ささやく。

　堪こらえ切きれず、由ゆ美み子こは千ち佳かにすがりついた。

　千ち佳かは何も言わず、由ゆ美み子この背中にそっと手を添そえる。

　これほどまでに彼女の手をやさしく感じたのは、このときが初めてだった。
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　夜も更ふけてきた、スタジオ内。

　既すでにすべての収録が終しゆう了りようし、ブース内に声優の姿はない。

　しかし、調整室にはまだ数人の大人が残っていた。

　監かん督とく、音おん響きよう監かん督とく、プロデューサー……。彼らはミキサーが作業する様子を見ながら、本日のアフレコの感想を述べていく。

「すごかったですね……、歌うた種たねさんの演技。本当に役に入っている感じがして。入り込みすぎて、涙なみだ止まらなかったみたいですし」

「ねぇ。アレを見たら、俺たちもちゃんとしたものを作らなきゃ、って気が引ひき締しまる」

　プロデューサーの言葉に、監かん督とくが頷うなずく。

　それに対し、西にし蔦つたは意志の強い瞳ひとみをモニターに向けた。

「ひとりの女の子の夢を潰つぶしてまで得た、ダークハートの声です。成功させなきゃ、歌うた種たねさんに顔向けできない」

　その重苦しい声に、それぞれが頷うなずく。

　この場にいる大人たちは、全員が違ちがう立場で『魔ま法ほう使つかいプリティア』を背負っている。

　絶対に成功させないといけない、というプレッシャーを常に感じていた。

　そんな中、作業をしていたミキサーが口を開く。

「でも、可哀かわい想そうですよね。これでプリティアになれないなんて。いくらいい演技をしても、一番の夢は叶かなわないわけですから」

　それはなんとも残ざん酷こくな言葉で、大人たちの胸を貫つらぬく。

　特に引導を渡わたした西にし蔦つたは、両目を瞑つぶって腕うでを組んだ。

　けれど、すぐにそっと答える。

「いや……。なれるんじゃないかな、歌うた種たねさんなら。二回目のプリティア出演だって、夢じゃないと思う」

　その言葉に、ミキサーは驚おどろいて身体からだごと西にし蔦つたのほうを向いた。

「え。でも、だって。プリティアは一回出演したら、もう出演できないんでしょ？」

「それは外の人たちが勝手に言ってるだけだよ。根こん拠きよがある話じゃない。少なくとも、制作陣じんが公言したことはないはずだ。ねえ？」

　西にし蔦つたがプロデューサーに問いかけると、彼は困った顔で首を傾かしげた。

「いやぁ、どうでしょう……。暗あん黙もくの了りよう解かいというか、公然の事実だと思ってますけど……。少なくとも俺は、前に出た人はもういいんじゃないか、って思いますよ」

　それを聞いてから、監かん督とくは頰ほおに手を当てた。

「まぁそもそも、一回出た人は大体オーディションを受けないからね。ただでさえ倍率高いし、二回も合格する人がいないっていうのは、ある。もちろん、二回目の出演はない、っていう話が広がってるせいもあるんだろうけど。実際にそれが事実かと言えば、そうではない」

　監かん督とくの話に、ミキサーは「へぇ〜、じゃあ本当にただの噂うわさなんですね」と感心した声を上げた。

　それに対し、プロデューサーは苦く笑しようしながら意地悪な質問を投なげ掛かける。

「なら監かん督とくたちは、森もりさんがオーディションを受けても、合格させます？」

「いや……。森もりさんはちょっと、取る勇気は俺にはねえなあ……。ていうかそもそも、あの人はプリティアになってるじゃない。歌うた種たねさんとは状じよう況きようが違ちがうよ」

　プロデューサーに負けず劣おとらずの苦笑いで、監かん督とくはそう答えた。

　初代・プリティアの森もり香か織おりがオーディションを受けたがっている、という話は有名だ。

　事務所が勘かん弁べんしてくれ、と抑おさえているらしいが、それもどこまで持つかわからない。

　いくら習なら志し野のプロダクションが老舗しにせの事務所とはいえ、大おお御ご所しよである森もりにへそを曲げられるのは怖こわいからだ。

　プリティアの制作陣じんに「あとはそっちで判断してくださーい」と投げてきても、おかしくなかった。

　冗じよう談だんの言い合いのような空気の中でも、西にし蔦つたはひとり真面目に答える。

「私は取るよ。森もりさんでも。その人以上の声がいないのなら」

　プロデューサーは微び妙みような顔をしていたが、監かん督とくは頭を搔かいた。

　西にし蔦つたを否定することはできない。

　結局、本物の演技の前には、ほかのことなど霞かすむからだ。

『このキャラは、この声がぴったりなのに！』と感じながらも、別の理由で不合格にできるかどうか。

　創作畑の人間が、果たしてどこまで抗あらがえるだろうか。

　もちろん、プロデューサーたちはまた別の考えを持っているだろうが。

　その会話を聞いて、ミキサーは不思議そうに問う。

「それなら、なんで歌うた種たねさんにそう言ってあげなかったんですか？　ここでプリティアになれなくても、次があるから大だい丈じよう夫ぶだって」

「そりゃ演技のためだよ。ここで希望を持ってもらっちゃ困る。本気で夢が潰ついえたと思ったからこそ、歌うた種たねさんのあの演技が引き出されたんだから」

　西にし蔦つたの返答に、全員納なつ得とくせざるを得ない。

　歌うた種たねやすみの演技には鬼き気き迫せまるものがあり、本物の激情が込こめられていた。

　彼女が本気で悲しみ、憤いきどおったからこそ、あの演技が声として現れたのだ。

「アフレコが終わったら、歌うた種たねさんに本当のことを話すんですか？」

　プロデューサーにそう尋たずねられると、西にし蔦つたは首を振ふる。

「言えないですよ。『一度出演した人はもうプリティアになれない』という通説が、事実に成り代わる可能性は否定できません。変な希望を持つより、私を恨うらんでもらったほうがいい」

　そういうものか、とプロデューサーは頰ほおを搔かく。

　確かに、それを信じてプリティアのオーディションに励はげみ続け、数年後に「いや、一度出演した人はなれないよ」なんて言われたら、そのときの絶望は何倍にも膨ふくれ上あがる。

　西にし蔦つたはもう一生、歌うた種たねやすみに恨うらまれる覚かく悟ごをしていた。

　そこで西にし蔦つたは顎あごを擦さすり、ただ、と話を続ける。

「もし、歌うた種たねさんが後にプリティアになれたら。『あのダークハートがプリティアになれた』と言われて、またドラマが期待できるんじゃないでしょうか」

　その言葉に監かん督とくは目を丸くする。

　声優とキャラを同一視するまではいかなくとも、ファンはある程度関連付けるものだ。

　もし本当に、歌うた種たねやすみがプリティアとして出演することになれば。

『ダークハートは憧あこがれたプリティアになれず、悪の道に堕おちて、プリティアに倒たおされた。けれど、後のシリーズで同じ声優が今度こそプリティアになった』

　そんなふうに言われるのは、間ま違ちがいない。

　監かん督とくは前のめりになりながら、西にし蔦つたの目を見つめる。

「なに、そこまで計算してたの？」

「まさか。ただ、これだけ長く続くシリーズなら、ドラマはいくらあっても足りない。その種を蒔まくのは大事でしょう。後世に繫つないだとき、ほかのだれかがこの作品をもっと大きくするために」

　さらりと答える西にし蔦つたは、心からこの作品を大事にしているようだった。

　そうでなければ、歌うた種たねやすみにオファーなんて持もち掛かけない。

　様々な覚かく悟ごと決意を持って、彼は彼で『魔ま法ほう使つかいプリティア』に挑いどんでいる。

　監かん督とくは身を引ひき締しめて、モニターに目を向けた。

「……いい作品にしましょう。これからのためにも」

「はい」

　モニターには、ダークハートの涙なみだながらに叫さけぶシーンが映っていた。











あとがき






　お久しぶりです、二に月がつ公こうです。

　たまに、「小説のネタに詰つまったときはどうするの？」とご質問いただくことがあります。

　私は基本的に、歩きます。無限に歩きます。ネタを練るときは、大体歩いています。

　この日は歩く日！　と決めて、一日中歩いていることもよくあります。

　そうなると、平気で二十キロ、三十キロ歩く日も出てきます。

　おかげで、足あし腰こしがめちゃくちゃ強きよう靱じんになってしまいました。太ももが太すぎる。

　小説家は運動不足に悩なやむイメージがありましたが、今のところすんごい健康的です。

　あまりに足あし腰こしが強くなったせいで日本一に挑ちよう戦せんしてみたくなり、今年２０２４年、富ふ士じ山さんに登ってきました。無事に山頂まで辿たどり着つきましたが、予想していたよりキツかったです。

　何の話？？？？？？




　さて、富ふ士じ山さんもいいのですが、２０２４年は『声優ラジオのウラオモテ』のテレビアニメが放送されました。皆みな様さま、観みて頂けたでしょうか。

　アニメだけではなく、伊い藤とう美み来くさん、豊とよ田た萌も絵えさんによる特別番組、先行上映会、東とう山やま奈な央おさんによるラジオ番組、最終回スペース……、ほかにも様々な施し策さくをして頂きました。

　めちゃくちゃ嬉うれしすぎました。どれも超ちよう楽しかったです……。

　最終回スペースなんて、伊い藤とうさん、豊とよ田たさん、長谷川はせがわ育いく美みさんがいらっしゃる中、原作として私も参加させて頂いていました。

　緊きん張ちようして本当にロクに話せませんでしたが、「逆にこの三人を前にして、普ふ通つうにしゃべれるオタクおる？？？」とある種、開き直っておりました。

　声優オタクが声優さんを前にしてできることなんて、あわあわすることだけです。

　どれも、夢のように輝かがやく思い出になりました。本当に嬉うれしすぎました……。

　今年はアニメや特番等、去年はアフレコで、私は本当に貴重な体験をさせて頂きました。この二年間は怒ど濤とうの日々で、かつ最高に素す晴ばらしい日々でした。走馬灯で絶対観みたい。

　それだけに、アニメが終わって一段落してしまったのが寂さびしすぎて、一時期は割としっかりと落ち込んだりしました。いや、異常に楽しすぎたんですよね、この二年間が。

　でも今は、「夢の続きを見られるよう頑がん張ばろう！」と小説を書くのを頑がん張ばっております。

　それも、皆みな様さまの応おう援えんあってこそです。いつも本当にありがとうございます！

　そして、いつも素す敵てきなイラストを描えがいてくださる、さばみぞれ先生。本当にありがとうございます。久しぶりに乙おと女めが表紙なうえ、妹分の由ゆ美み子ことセットなのが超ちよう嬉うれしかったです！

　それでは皆みな様さま、次回もぜひよろしくお願いします！
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